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			チート魔術で運命をねじ伏せる⑥

			月夜 涙

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・青木武（ＡＯ　ＤＥＳＩＧＮ）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　ユウリ先輩の忠告

			第１話　忍び寄る騎士学校最強

			第２話　久しぶりの授業と級友たちとの再会

			第３話　ランク測定と面倒ごとの予感

			第４話　思わぬ嫉妬とソージのいたずら心

			第５話　再び地下迷宮へ

			第６話　火山エリアへの突入

			第７話　高温と溶岩のなかで

			第８話　光の洞窟

			第９話　トラウマ量産魔物(ダンジョンワーム)

			第10話　クランとパーティ

			第11話　手荒い招待

			第12話　ヴァジュラ復活

			第13話　講演会に潜む陰謀

			第14話　ソージの怒り

			第15話　本当の大人

			第16話　ユウリ先輩の依頼

			第17話　捨て身の狩り

			第18話　【魔剣の尻尾】の絆

			第19話　始まった学園祭と講演会

			第20話　白い部屋の戦い

			第21話　ユウリ先輩の二つの願い

			エピローグ　真実を知るために

			番外編　ユウリ先輩の思い出作り

		

	
		
			プロローグ　ユウリ先輩の忠告

			　

			　エルシエで二か月近く過ごした俺たちは、久しぶりに封印都市に帰ってきていた。

			　封印都市にたどり着いたのは夕暮れ、帰って来たお祝いにパーッと酒場で騒いで、寮でぐっすりと眠った。

			　二か月ぶりの特待生用の寮の自室を懐かしく感じる。

			　あっという間に過ぎてしまったエルシエでの二か月の日々は非常に濃密な時間だった。

			　俺がゲームで体験した一六八年を含めても、これほどの濃密な時間は記憶にない。

			　起きれば、また学校生活が始まる。

			　ランク２になった時ですら大騒ぎになった。ランク３に俺たちが至ったと聞けば、クラスメイトや教官たちはどんな顔をするか、それがちょっと楽しみだ。

			　そして、エルシエに行く前との大きな変化がもう一つあった。

			「むにゃむにゃ、ソージくん、尻尾(しつぽ)、いじめちゃ駄目です」

			　隣でクーナが眠っていた。

			　それも裸で俺の左腕に抱き着いている。

			　エルシエで気持ちを確かめ合って結ばれた俺たちは、遠慮することをやめて体を重ねる関係になった。

			　クーナだけでなくアンネとも結ばれており、右隣にはアンネがいる。もちろん生まれたままの姿で。

			　クーナとはちがい寝相がよく、すやすやと寝息を立てている。

			　三日間の馬車生活では御者がいたため、しばらくご無沙汰だった。ついつい昨晩は盛り上がってしまった。

			　三人で情熱的な夜を過ごした。

			　三人でするのも悪くはないが、二人きりでいちゃいちゃするのも捨てがたいので、夜は三人の日、クーナの日、アンネの日と、ローテーションすることに決めた。

			　目がさえてしまったので、眠っている二人の体を楽しむ。

			　起きている時とは違った良さがある。

			　アンネの小さくて可愛い胸を撫でてから、クーナの胸に顔をうずめていると、寝ぼけたクーナに抱きしめられた。やわらかい胸が押しつけられ、顔が沈み込む。息苦しいが、これはこれで最高だ。

			「ソージはえろえろだねー。お姉さんちょっとびっくりだよ」

			　久しぶりに聞く声。

			　目的不明のトリックスターにして神出鬼没の少女。

			　相変わらず、気配を感じ取れない。彼女と接していると武芸者としての自信がなくなってくる。

			「ユウリ先輩、こんな時間に男の部屋に来るなんて夜這いのつもりか？」

			「まっさか、あたしのタイプはソージとは違うもん。あたしは一途な人が好きなんだ」

			　からからからと少女は笑う。

			　薄茶色の髪、明るい仕草と表情、先輩ながら幼くも見えるその姿。

			　ユウリ先輩。

			　この人がただの学生でないことは知っている。

			　地下迷宮で人為的にスタンピードを引き起こし、俺たちをエルシエに導いたのも彼女だ。

			　さらに、あのシリルと知り合いでもあり、シリルはユウリ先輩のことは話せないと言い切った。

			　そんな相手がただの学生であるはずがない。

			　第一、今この場でも異常なことが起きている。

			　クーナとアンネが起きないのだ。

			　彼女たちは無数の戦いを経て、一流の冒険者になっている。【魔剣の尻尾(しつぽ)】のメンバー以外が近づけば飛び起きるのが普通だ。

			　そうならないのは、ユウリ先輩が俺と二人きりで話したかったからであり、なにかをしているからだろう。

			「なら、帰ってくれ。俺のささやかな幸せを奪わないでくれ」

			「うわあ、ソージって恩知らずなんだね。あたしがエルシエに行けって言ったから、ひどい瘴(しよう)気(き)焼けも火傷(やけど)も治ったんじゃないか。その上、君たちが留年しないように手配したのもあたしなんだよ？　これだけしてあげたのに警戒されるなんて、お姉さん悲しいよ。しくしく」

			　今の言葉も事実だ。

			　ユウリ先輩は、学校側にいろいろと手をまわしてくれていた。

			　それによりクヴァル・ベステの授与式に出るための欠席が公欠扱いになり、夏休みに入るまでの授業も課題の提出で免除された。

			　ユウリ先輩の力がなければ俺たちは留年がとっくに決定していて、アンネの名誉貴族になるという夢は絶たれていた。

			「ユウリ先輩には感謝してるよ。だけど、恩着せがましく言うのは違うだろう。ユウリ先輩は言っていたよな。自分は味方でも敵でもない。ただ、ユウリ先輩の目的のために行動する。……俺たちを助けたのもその目的のためだろ」

			　ユウリ先輩に救われたこともあるが、逆に彼女のせいで死にかけたこともある。

			　うかつに信用はできない。

			「まあね。君たちはあたしの望んだ通り、いや、想像以上に力を得てくれた。でも、まだ足りないな。早くランク４になってもらわないとね。そうじゃないと困る。あたしも君たちもね。あんまりもたもたしてると、また試練(いたずら)しちゃうぞー」

			　そういって怪しく微(ほほ)笑(え)み、近づいてくる。

			　緩慢に見える動作、なのに反応すらできずに距離を詰められて、胸板を指でなぞられる。

			「ふふ、美味しそう。お姉さんが可愛がってあげようか」

			「……余計なお世話だ。ユウリ先輩はタイプじゃない。一つ教えてくれ。ユウリ先輩はシリルより強いのか？」

			　ふとそんな疑問がわいてきた。

			　この人には底知れなさがある。

			「まっさか。あの生物最強の魔人に勝てるわけないじゃん。それどころか、君に勝てるかも怪しい。しょせん、あたしはその程度だよ。その程度に制限されてる」

			　気になる言葉の使い方だ。

			　それだとまるで、俺やシリルを圧倒する力を持ちながら、なにかしらの手段で力を抑えられていると言っているようなものだ。

			　おそらく、それは嘘ではないのだろう。

			「答えは期待しないが、あえて問う。ユウリ先輩。あなたはいったいなんなんだ？」

			　ユウリ先輩は微(ほほ)笑(え)む。

			　幼い外見には似合わない色気。

			「さぁてね。あたしはあたしだよ。みんなに愛される、可愛くて頼りになる先輩だよ♪」

			　そう言うと俺から離れていく。

			　そして扉の前で振り向いた。

			「あっ、君が変なことを言うから、ここに来た目的を忘れていたよ。危ない、危ない。ねえ、ソージ。そろそろ【破滅】が始まるよ。君がこの世界に呼ばれた理由、忘れないでね」

			　これで話は終わりと立ち去ろうとする。その背中に俺は声をかける。

			「待ってくれ、ユウリ先輩」

			「言っておくけど、あたしはこれ以上、君の質問には答えないよ。それは〝ルール違反〟だ」

			「そうじゃない。ただ、俺も用事を済ませようと思ってね」

			　俺にも大事な用がある。

			　ここでないと果たせないことだ。

			　ベッドから抜け出し、鞄から細長い木箱を取り出す。

			「土産だ。ユウリ先輩にはいろいろと世話になったから買ってきた。ユキナが作ったエルシエワインの上物を特別に譲ってもらった。ぜひ、楽しんでくれ。先輩は気まぐれだから、今を逃したら次にいつ会えるかわかったものじゃない」

			　目的はどうあれ、世話になったことは間違いない。

			　ちゃんと、筋は通さないといけない。

			「ぷっ、あははははは、ソージって意外にお茶目だな。うん、ありがとう。エルシエワインはあたしも大好物なんだよ。そっか、ユキナか。おしめを替えてあげてたあの子が、酒蔵を任せられるようになったのか。月日が経つのは早いね」

			「ユウリ先輩はいったい、いくつなんだ……」

			　たしか、ユキナはクーナの一つ上のはず。

			　そこから逆算すると……。

			「あたしは、ぴちぴちの十七歳だよ。今までも、これからもね。ソージのお土産に免じて、一つだけアドバイスをしてあげるよ」

			　大事そうに木箱を抱えたユウリ先輩は、いたずらっ子のような笑みで俺のほうを向く。

			「ソージはシリルにまた負けたみたいだけどさ、なんで負けたかわかる？」

			「それは、ハイ・エルフの持つ圧倒的な【風】の力と技量の差があったからだ」

			　ハンデをもらい、ランク３相当までシリルには力を絞ってもらった。

			　その状況で戦い、俺は負けた。つまり、ランク差ではなく純粋な強さで、まだシリルに劣っているのだ。

			「そうじゃないんだよな。もっと根本的なところに差がある。まあ、少年よ。悩むがよい。その答えが君が強くなるために必要なものだよ。君のスキルも、君の技量もシリルにそう劣っているわけじゃない。むしろ、そこだけなら上回ってる」

			　今度こそ、ユウリ先輩は去っていった。まったく、いつもながら勝手な人だ。

			【破滅】はすぐそこまで来ているか。

			【破滅】から世界を救うために、俺はこの世界に呼ばれた。

			　世界を守ると言ってもしっくりこないが、大事な人を守るためというなら俺のすべてをかけられる。

			「クーナ、アンネ。俺はこの世界を守るよ」

			　眠っている二人に口づけをする。

			　たとえ、何があっても二人を守ろう。

			　そう決意し、再び横になる。

			　明日から学園生活再開だ。しっかりと体を休ませよう。何より、久々の制服姿のアンネとクーナが楽しみだ。

			　そうだ、明日の夜は制服を着てもらって……そんなことを考えながら俺は再び眠りについた。

		

	
		
			第１話　忍び寄る騎士学校最強

			　

			　寮の鐘が鳴り響く。

			　学生たちを起こす起床の鐘だ。

			　習慣とは恐ろしい、これを聞くと自然に目がさえてしまう。

			「うーん、いい朝です」

			「昨日はぐっすり眠れたわね」

			　クーナとアンネも同じようで、それぞれ起き上がる。

			　ユウリ先輩の来訪には気付いていなかった。

			　昨日は二人を堪能してから眠ったので、当然生まれたままの姿である。朝から眼福だ。クーナのエロい体つきも、アンネの控えめだがすらりとした美しい体つきも素晴らしい。

			　本当に二人と恋人になれて良かったと思う。

			　そんなことを考えていると二人が俺の視線に気付いて胸を隠した。残念だ。

			「ソージくん、アンネ、今日から学校生活ですね。机の上のお勉強なんて久しぶりで、寝ちゃいそうで心配です」

			「エルシエだと実戦ばっかりだったからな」

			　習うより慣れよというのがエルシエの方針だ。

			　とはいえ、騎士学校が劣っているわけではない。

			　騎士として恥ずかしくない最低限の素養を得られるし、幅広い知識を得られる機会は貴重だ。

			　本来なら高い入学金と授業料を払わないと受けられない内容を、特待生の俺たちはタダで受けられている。将来のために受けないともったいないだろう。

			「クーナ、本当に課題は全部終わったのね？」

			「何度も言っているじゃないですか、完璧です！　このクーナちゃんに抜かりはありません！」

			　エルシエに行っている間に授業を休んだ代わりに、課題を提出しないといけない。

			　夏休みの課題もあるので、凄じい量の課題を仕上げる必要があった。

			　俺とアンネは、エルシエにいる間もコツコツとこなしていたが、クーナは手を付けずに残しており、封印都市に向かう馬車で、俺とアンネが全力でサポートをしつつ三日間完徹で終わらせた。

			　課題を提出できないとクーナが留年して後輩になってしまうし、卒業時にランク３であれば、名誉貴族となれるという特典ももらえなくなるので、わりと死活問題だ。

			「アンネ、朝食まで時間がある。着替えたら二人でクーナの課題をチェックしよう」

			「それがいいわね。クーナの大丈夫は信用できないもの」

			　ふたりで頷き合うとクーナが頬を膨らませる。

			「アンネもソージくんもひどいです」

			「ひどいのはクーナのうっかりだ」

			「そうね。何度迷惑をかけられたのかわからないもの」

			　クーナは天才肌でなんでもこなすが、抜けているところがある。

			　日常生活でも、そのうっかりがいかんなく発揮されるのだ。油断はできない。クーナも心当たりがあり言い返せないようだ。

			　俺たちはそれを見て苦笑しつつ着替えを始める。

			　どうして、女の子が服を着るところはこうも興奮するのだろう。

			　俺個人としては、脱ぐ時よりも興奮する。

			　最初は恥ずかしがっていた二人も、最近はあきらめてくれているので、今ではゆっくりと楽しめる。

			　そして、着替えが終わればクーナの課題に漏れがないかチェックする。

			「クーナ、魔法薬学の課題が一つ足りないんだが」

			　やっぱりだ。どうしてこうクーナは詰めが甘いのか。

			「ソージ、見つけたわ。教科書に挟んであったわ。もちろん白紙よ。どうやらしおりの代わりに使って、そのまま忘れてしまったようね」

			　二人でクーナの顔を見ると、クーナが汗を流し始め、目を逸らし、下手な口笛を吹いた。

			「そっ、その、あれです。誰にでも間違いはあります。間違うことが問題じゃない。間違った後どうするかが大切だって、父様も言っていました！」

			　たしかにそれは正論だ。

			　シリルさんはいいことを言う。

			「俺が言いたいことは一つ、それは慰める側が言う言葉だ。とりあえず、さっさと片付けろ。時間がなさすぎる。今回は俺の課題を写せ」

			　いつもは、クーナが課題を写させてと言っても、本人のためにならないから断っているが緊急事態だ。

			「ありがとうございます、ソージくん！　大好きです」

			　クーナが抱き着いてくる。調子がいいやつだ。

			「私も今回だけは写すことに賛成だけど、癖にならないように罰を与える必要があると思うわ」

			「そうだな。クーナは人に甘える天才だからな。一度甘い顔をするとどこまでもつけあがる」

			　クーナは聞こえないふりをして全力で課題を写していた。

			　キツネ耳はぺたんと倒れて外の音を遮断し、もふもふのキツネ尻尾(しつぽ)までそっぽを向いている。

			　末っ子で甘やかされて育ったせいで、クーナのおねだりはもはや芸術の域にある。

			　気付かないうちに、俺もアンネもどんどんクーナに甘い顔をしてしまっている。

			「ソージ、こういうのはどうかしら？　今日の夕食、クーナに奢(おご)ってもらいましょう」

			「それはいいな。いつも俺が奢(おご)っているから、たまにはクーナに出してもらおう」

			「ひいっ、ただでさえ少ないお小遣いが!?」

			　クーナのキツネ尻尾(しつぽ)の毛が逆立った。

			　少しかわいそうだが、彼女のうっかりを直すために、今日はクーナに出してもらおう。

			　あんまり散財させてもかわいそうだから、安くて美味しい店を俺は思い浮かべていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クーナが課題を写し終わると、食堂に移動した。

			　特待生寮には食堂がもうけられており、朝からビュッフェが楽しめる。さらに、おばちゃんに頼めば昼食用に余りを包んでもらえて弁当にもできるのだ。

			　金欠気味のアンネとクーナにとって、この食堂はまさに生命線である。

			　特待生でいられる限り無料で利用できるし、飽きないようにメニューの種類も日ごとの入れ替わりが多い。

			　クーナは相変わらず、朝から肉料理をがっつりと取っていた。

			　アンネは野菜が多いが、しっかりと筋肉をつけるために豆などのタンパク質多めのメニューを優先している。

			　俺はバランス派で、野菜も肉もほどほどに。

			　俺たちが席に着くと、ほかの学年の特待生たちがぎょっとした顔をする。

			　ある程度の強者は、一(いち)瞥(べつ)するだけで相手の力量がわかってしまう。

			　ランクを正確に測るには術式が必要だが、そんなものがなくても肌で感じ取れるのだ。

			　違和感を覚えた何人かが術式を走らせて絶句した。

			　俺たちがランク３ということに気付いたらしい。

			　化け物を見るような目で俺たちを見ている。なにせ、騎士学校では数年に一人程度しか卒業までにランク３にたどり着けない。入学して半年たたずにそこに至った俺たちは化け物にしか見えないのだろう。

			「ソージくん、周りの視線が突き刺さりますね」

			「それは強者としての義務みたいなものだ」

			　驚くなというほうが酷だろう。ゲーム時代の一六八年分の経験を持つ俺ですら、こんなペースでランク３に至ったことはない。

			　普通の学生にとってはなおさらだろう。

			　俺たちは隅のほうに座る。

			　特待生寮の学生は少ない。それぞれに定位置のようなものができている。久しぶりの寮の味をゆっくりと味わう。

			　しかしそこに、乱暴な足音が響いた。

			　二年の腕章をつけた横柄そうな男子学生が入ってきたのだ。

			　見覚えがある。

			　たしか、入学試験でつっかかってきた上級生だ。

			　ランク３に到達すると期待されていた生徒。

			　入学試験で負けた腹いせに俺を襲おうとして返り討ちにあい、治療が終わったあとも、しばらく俺を避けてこの寮に戻ってきていなかったはず。

			　それがようやく心の傷が癒えて戻ってきたわけか。

			「おいおい、見慣れない顔がいるなぁ。おまえみたいな奴が俺たちと同じ特待生なんてっ、おうえっ!?」

			　因縁をつけようとしていた先輩が変な声を上げる。

			「どうかされましたか、先輩？」

			「いや、なんでもない。たくさん朝飯は食えよ。しっかりと体を作らないとな。あはははは」

			　そう言って先輩は去っていった。

			「ソージくん、あれなんですか？」

			「たぶんだけど、俺を逆恨みしていた先輩が、俺たちがいない間に特訓して力と自信をつけて仕返ししようとしたけど、俺たちがもっと強いと見抜いて、慌てて場を取り繕って逃げた感じかな？」

			「ソージ、そんなのよくわかるわね」

			「わりと、ああいうタイプの人はたくさん見てきたからね」

			　アンネたちとは経験が違う。

			　きっと、あの先輩は復讐に燃えていたのだろう。

			　可哀そうなことをしたな。

			　あっ、先輩が戻ってきた。

			　顔が真っ赤だ。しまった。音量を抑えるのを忘れていた。さっきの話を聞かれてしまったようだ。

			　悪気はない。

			　悪気はなかったが、先輩のプライドを粉々に砕いてしまったようだ。

			「おまえ、調子に乗るなよ！　もうすぐこの学園の最強が帰ってくるからな！　この夏休みの特訓でランク３になったという噂だ！　七年ぶりの在学中のランク３だ！　デカい顔をしていられるのも今のうちだ。生意気な一年をあの人が許すと思うなよ」

			　たかが普通のランク３ぐらい、怖くもなんともないのだが。

			　それよりも……。

			「その人が帰ってくるのはわかりましたが、なんで先輩がそんなに得意げなのでしょうか？　先輩は関係ないですよね？」

			　まったく意味がわからない。

			　誰かがぷっと笑った。それが食堂に伝播する。

			　先輩は肩をいからして食堂を出ていった。

			「ソージってたまに容(よう)赦(しや)がないわよね」

			「ですね。あの人、立ち直れないかもしれません」

			「……俺は悪くないぞ」

			　さすがに、あそこまで完璧な自爆まではフォローしきれない。

			　俺たちは先輩たちのことを忘れて朝食を急いで食べた。

			　クーナが課題を写していたため、時間が押していた。

			　朝の食堂ですら、この騒ぎだ。

			　授業でも、きっと何かあるんだろうな……。

			　そんなことを考えながら、朝食をかきこむ。

			　なぜか、クーナに夢中なライルと、アンネに夢中なクラネルが頭に浮かんだ。

			　あの害虫コンビ……が俺と結ばれたクーナとアンネを見たらどうなるだろう。

			　とりあえず今は何も考えずに朝食を楽しもう。

			　問題が起こった時に考えればいいのだ。

		

	
		
			第２話　久しぶりの授業と級友たちとの再会

			　

			　食堂で、俺を逆恨みする先輩と一悶着あった。

			　あの人が俺のことを逆恨みしようが、できることはたかが知れている。

			　気になるのは騎士学校最強で特待生寮のリーダーのような人物が帰って来ることだ。

			　先輩は、あの人が帰って来る以上、好き勝手はさせないとは言っていたが、群れのボスを気取るような人物なのだろうか？

			　直接的な暴力であれば、ただのランク３ごときに後れは取らない。対応は楽だ。

			　だが、間接的な手段に出られるといろいろと面倒になる。

			　どっちみち、戻って来ないとどうしようもないので後で考える。

			　今はそれより……。

			「ソージくん、アンネ、急いで。時間がぎりぎりです」

			　目の前を、キツネ尻尾(しつぽ)を揺らしながらクーナが走る。

			　クーナの言う通り、かなりぎりぎりの時間だ。

			「クーナのせいだろう」

			「そうね……、朝ごはんを食べたら直接学校に行くつもりだったのにリボンを忘れるなんて」

			　騎士学校の制服にはリボンが巻き付けられている。

			　一年、二年、三年でそれぞれ色が違うのだ。

			　そのリボンをクーナは忘れてきた。

			「ううう、ごめんなさい。久しぶりだったのでうっかりしてました！」

			　やれやれ。

			　まあ、クーナらしいと言えばクーナらしい。

			　俺とアンネは苦笑しながら頷き合って足を速めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぎりぎり間に合ったな」

			「ふう、以前の私たちなら間に合いませんでした」

			「こういうことのために鍛えたわけではないのだけど」

			　全力疾(しつ)走(そう)したおかげで、ホームルームが始まる一分前には教室にたどり着いた。

			　タイミングがタイミングだけあって、みんなの注目が集まっていた。

			　そこに一人の男がやってくる。

			「麗しの我が姫君、クーナ様。ようやく、ようやく、会うことができました。このライル、この日をどれだけ待ち望んだことか！　あなたがいない日々は、まるでウインナーの入っていないホットドッグのような味気ない日々でした。これで再び、輝きの日々が始まるのですね！」

			　ライル。クーナの兄であるライナと似た名前をもつ青年。

			　端整な顔立ちと、芝居がかった動作をする男。

			　入学試験では俺たちと特待生の座を争った実力者だ。

			　このクラスでも俺たちの次に優秀で、将来を期待されている。

			　だが、何を間違ったのかクーナに惚(ほ)れてしまい、クーナにふさわしい騎士になるため、兄のコネを使って、一年生にもかかわらず先輩たちと一緒に危険な階層まで潜っている。

			　荷物持ちとしか期待されていなかったが、クーナへの愛と執念により、信じられないほどの成長を遂げ、今では立派な戦力の一人になったと本人に何度も自慢された。

			「私は別に会いたくありませんでした。アンネの悪口を言ったあなたは嫌いです。……それに、ちょっと怖いです」

			　しかし、ライルの想いは届かない。

			　第一印象が最悪だったせいだ。入学試験で俺たちはあまりにも優秀な結果を出してしまった。それを見た彼は、妬(ねた)んで不正をしたと喚いたあげく、アンネの家のことを持ち出して彼女を罵倒した。友達を大事にするクーナにはその時点で敵認定されている。

			　その後も、ことあるごとにクーナにしつこく求愛していて、クーナはウザがっているのもマイナスだ。

			「そうは言わずに、我が姫君。僕はあなたの騎士として生涯の忠誠を」

			　クーナは冷たい目で見下ろしている。

			　たぶん、そろそろ我慢の限界なんだろうな。手が出そうだ。

			　以前までは、クーナももう少し優しい対応をしていた。

			　だが、ある日、クーナのあとをつけ回していたライルが、偶然抜け落ちたクーナの尻尾(しつぽ)の毛を拾って、匂いを嗅いで舐めているところを見て以来、クーナの嫌悪感が一気に高まった。

			　……ライルがそうした気持ちはわからないこともないが、そんなところを見られたら、もうどうしようもないと思うんだ。

			「騎士になってもらう必要がありません。だって……」

			　そう言って、クーナが俺のほうを向く。いたずらっぽい目の輝きがあった。

			　こいつ、何かやらかす気だ。

			「私はもうソージくんのものですから」

			　突然、クーナが俺に抱き着いてきた。尻尾(しつぽ)を足にからめる本気仕様の抱き着き。

			「なっ、なっ、なっ、貴様、我が姫君に手を出したのか！」

			「出されちゃいました♪　ソージくんに全部捧げちゃってます」

			　すりすりと頬ずりまでしてくる。

			　俺のほうはどんどん気まずくなってきた。

			「ふっ、不純だ。学生としての本分を」

			「いいんです。ソージくんは私の婚約者です。ちゃんと責任はとってもらうので、好きにして構いません」

			　あっ、ライルが灰になった。

			　そして崩れ落ちる。

			「うっ、嘘だ。嘘だ。我が姫君が、クーナ様が」

			「ソージくん、アンネ、行きましょう。先生が来ちゃいます」

			　鼻歌を奏でながら、クーナが俺の手を引っ張る。

			　クラス中の注目が集まっていた。

			「クーナ、いくらなんでもこれはない」

			　隠すつもりはないが、少し恥ずかしいじゃないか。

			　もう少し時と場所を選んで少しずつ話すつもりだったのに。

			「そうよ、クーナ。これはないわ」

			「ううう、ごめんなさい」

			　おっ、アンネが助け船を出してくれた。

			　……いや、なにかおかしい。

			　いつも冷静なアンネの頬が若干赤くなっているし、挙動不審だ。

			　アンネが腕に自分の腕を絡ませて級友たちのほうを向いた。

			「クーナ、反省しなさい。抜け駆けはずるいわ。みんなに話すなら私も一緒よ。ということで、私もソージと婚約したの」

			　と言って、級友たちのほうにＶサイン。

			　アンネのＶサインなんて初めて見たな。

			　級友たちがあまりの驚きに言葉をなくす。

			　そして、数秒経ってから。

			「「「ええええええええええええええええ」」」

			　一斉に驚きの声があがった。

			　それは驚くだろうな。

			　学生結婚、それも二人同時に、さらには二人ともとびっきりの美少女。

			　質問攻めは確実だ。

			　面倒だから、すべてありのままを話そうとあきらめの境地になる。

			「みんなー、おっはよう。ごめんねー、遅刻しちゃった。先生、夏休みぼけかな。あははははは。うん、夏休み早めにとっちゃったから、夏休みボケがいつもよりひどいや」

			　朗(ほが)らかな声で、クラス担任のナキータ教官が現れた。遅いと思ったら遅刻したのか。

			　ナキータ教官は年齢不詳の童顔教師。見た目は頼りないが優秀な人であることは、このクラスの全員が知っている。

			　よし、とりあえず救われた。質問攻めは回避できそうだ。

			　この学校は騎士学校。

			　どれだけ大事件があっても、ナキータ教官という上官の前で私語を交わす奴はいない。

			　ちゃんと俺たちは席について、ナキータ教官のほうを向いて傾注する。

			　とは言っても、みんな興味はあるようで俺に意識が集まっているのを感じる。休憩時間は面倒なことになりそうだ。

			「みんな久しぶりだね。まずは課題の提出をしてね。課題を出さないと単位あげられないよ。それと、あんまり手抜きでも、やっぱりあげられない。みんな、ちゃんとやったかなー」

			　クーナのほうを見るとぷいっと顔を逸らされた。

			　先生、ここにやってなかった奴が一人います。

			「あと、今日は初日だから課題を集めて連絡事項の共有だけで午前は終わり。午後は簡単な訓練と……みんな大好きランク測定だよ！　夏休み、一か月も自由な時間があって成長していない、向上心のない子は要らないから。あっ、これ私の個人的な感想とかじゃなくて、騎士学校の総意だからね。先生信じてるぞ、先生のクラスには、そんな子がいないって」

			　生徒たちのほうを見る。

			　ほう、ちゃんとみんな自信があるようだ。顔にそれが表れている。

			　夏休みの間に腕を磨いたのだろう。

			　少し、楽しみになった。

			　ただ、不安もある。俺たちがランク３になったことが初日にして隠せなくなってしまった。

			　下手をしたら学校中が騒ぎになるだろう。

			　どんな敵と戦い、どう成長してきたかを正直に話そう。

			　幸い、今はいろいろと後ろ盾ができたから変なことにはならないだろう。

			　それからも、ホームルームはつつがなく進んだ。

			「よし、課題の回収は終わり、連絡事項も全部伝えたねっと。午後は訓練場だよ。遅れないでね！　じゃあ、ちょっと早いけど休憩だ」

			　そうして、風のようにナキータ教官が去っていった。
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			　たまに思うが……この人、微妙にテンションや話し方がユウリ先輩に似てないか？　そういえば、二人が同時に並んでいるところを見たことがない気がする。

			　そして、早めに夏休みをとったという発言。ユウリ先輩のいなくなった時期と一致する。

			　さらに言えば、妙に学校で融通を利かせられるユウリ先輩の謎も、解消できてしまう。

			「……まさかな」

			　さすがにこのレベルの変装は不可能だろう。

			　それはさておき。

			　級友たちの視線が俺に集まった。視線だけじゃなく一気に駆け寄ってきた。

			　ここをどう切り抜けるか。

			　それが一番大事だろう。

			　引きつった笑みを浮かべながら、俺はそんなことを考えていた。

		

	
		
			第３話　ランク測定と面倒ごとの予感

			　

			　久しぶりに学校に来ていた。

			　早速、クーナとアンネが婚約をばらしたり、クーナに恋をしていたライルが燃え尽きたり、いろいろあった。

			　当然のように休憩が始まった瞬間、質問攻めにあった。

			　ごまかすのも面倒なので、ありのままを話した。クーナの故郷に行き、そこでクーナとアンネと結ばれたと。

			　クーナとアンネは若干照れながら、俺の話に補足をしてくれた。

			　それはどう見てものろけだった。

			　男子生徒には妬(ねた)まれ、悔し涙を流され、女子生徒にはたっぷりとからかわれた後、祝福されたり、実は好きだったと告白されたり、あと一人どうかなんて言われたりした。

			　クーナとアンネのような最高の女性と結ばれておいて他の女性に手を出すと罰があたる。丁重に断った。

			　今は昼休憩だ。

			　昼食を済ませると訓練場に向かい、そして午後から訓練を受ける。

			　かるい実技の訓練を終えればランク測定だ。

			　クラスメイトたちの成長ぶりを見せてもらおう。

			　庭園のベンチで、寮の食堂で包んでもらった弁当を食べる。

			　昼食は弁当組と街に降りて外で楽しむ学生の両方がいる。

			　昼休憩の時間はそう長くないので、俺たちは弁当に頼ることが多い。

			「んー、やっぱりおばちゃんはすごいです。冷めてもちゃんと美味しい」

			「一度、聞いたことあるわね。実は、朝のバイキングの余りを詰めているだけじゃなくて、冷めてから食べることを考慮して、詰める前にミートソースを煮詰めたり、塩を振り足したり工夫しているらしいわ」

			「すごいです！　今度、コツを教えてもらわないと。お弁当はずっと作ってみたかったので参考にしたいです」

			　クーナが目を輝かす。

			　クーナは料理が好きだ。それも創作とつくようなものが。

			　まともな料理のほうもばっちり作れるし、シリルさん仕込みの保存食、クルミとラードとハチミツをたっぷり練り込んだクッキーは味だけでなく栄養も抜群で緊急時にはもってこい。あれは一枚で一食分の栄養がバランスよく取れる上に、カロリーも十分だ。

			　それとは別に、趣味でいろいろとチャレンジングなメニューを作るのが好きなのだ。

			　俺は食材では冒険するが調理は堅実だ。だがクーナの場合は、食材は無難だが調理で冒険する。

			　頻度が少ないことが救いだ。寮では食事が用意され、地下迷宮に潜っている間は魔物料理なのでクーナの専門外で調理は俺に一任される。

			　今まで滅多に料理をする機会がなかった。

			　だが、クーナは今、弁当に目をつけたのだ。

			　弁当なら、地下迷宮に持ち込める。

			「クーナ、弁当で冒険をするなよ？　地下迷宮で食材を無駄にしたら死が見えるぞ。持ち運べる量に限界があるし、食べられる魔物が毎回都合よく現れるとは限らないからな」

			　クーナの料理は、当たりはずれが非常に大きい。

			　当たりの時は、まったく新しくなおかつ本当に美味しい料理を楽しめるが……外れの時は食べるのが苦痛なレベルだ。

			「うっ、ちゃんと味見しますよ」

			　クーナはバカじゃないので、ちゃんと味見をする。

			　味見はするが、とびっきりまずい料理が出来た時、面白がって食べさせようとするのだ。

			「わかった。次潜る時はクーナのお弁当を楽しみにしておくよ」

			「はい、任せてください！　誰も見たことがないものを作りますよ！」

			「いや、無難で美味しいのがいいな」

			「あっはっは、そんなの面白くないじゃないですか」

			　引きつった笑みになってしまう。

			　たまに出る大当たりを、また作ってくれるとうれしいのだが、クーナいわく人生で料理を作れる回数は限られている。なら、同じ料理を繰り返すより、毎回違う料理を作って冒険したいという実にロックな心意気だ。

			　当りが出ることを祈っておこう。

			　……怖さはあるがクーナの愛妻弁当は楽しみだしな。

			「クーナ、保存食のイラクサクッキー。多めに作っておいてほしいわ」

			「いいですよ。アンネ、あれ好きだったんですね」

			「ええ」

			　アンネは小声で保険と言っていた。

			　まあ、とんでもないものができた時でも、保存食が多めなら安心だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　楽しい昼食の時間が終わった。

			　その後、訓練場に向かう。俺たちが訓練場に到着したのは、休憩終了の五分前だった。

			　更衣室で運動着に着替える。騎士学校は制服も運動着も可愛い。

			　クーナやアンネのような美少女が着ると本当に絵になる。制服時にもスパッツをはいているが、運動着姿だとスカートがなくなって独特のシルエットを楽しめる。

			　クーナたちには隠しているが、俺はスパッツフェチだ。

			　なので、こうしてクーナとアンネを見られて非常にうれしい。

			　もうすでにクラスメイトたちもいる。

			　そのなかには、朝燃え尽きていたライルの姿もあった。

			　おっ、こっちに来た。

			「我が姫君」

			　ライルはまだ立ち直っていない様子だが、なんとか笑ってみせた。

			　クーナは俺の後ろに隠れてぷいっと顔を逸らした。

			「返事は要りません。ですが、聞いてください。……朝は、祝福の言葉を伝えられずに申し訳ございません。クーナ様の幸せこそが我が幸せ。心の底から申し上げます。ご婚約おめでとうございます」

			　なんとか、絞り出すようにしてライルは祝福の言葉を伝える。

			「あなたを手に入れることは僕にはかないませんでした。ですが、これからもあなたを陰ながら守らせていただきたく思います。見返りは要りません。それが私の選んだ道です。それでは」

			　そう言うと去っていった。

			　ライル、彼の愛は、あるいは本物かもしれない。

			「ソージくん、気持ち悪い人ですけど、悪い人ではないかもしれません」

			「そのセリフ、ライルに聞かせてやりたかったよ」

			　そう言って、俺は苦笑した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いよいよ午後の訓練が始まった。

			「全員揃ったね！　じゃあ早速、走れ！　外周を二周、二〇キロだ。制限時間は四十分。遅れたら罰ゲームだからね！」

			　ナキータ教官の号令で、生徒たちが一斉に走り出す。

			　今日のメニューは、ランニングと筋トレと体術だ。

			　魔術をメインにする生徒たちも、同じメニュー。

			　遠距離戦を得意にしていても、体力がなければ迷宮でのたれ死ぬ。最後まで生き残るのは、最後まで走れる奴だ。

			　さらに前衛に守ってもらうからといって、脇道や背後から襲撃される危険性は常に付きまとう。ある程度の自衛能力がなければ生き残ることができない。

			　だから、体作りと護衛術を騎士学校の生徒は全員学ぶ。

			「ソージくん、エルシエでの特訓よりずっと楽ですね」

			「エルシエでは、もっと厳しかったからな」

			　エルシエではそれぞれの必殺技の特訓のほかにも、基本的な身体能力の強化にも主眼を置いていた。

			　それに比べるとこの訓練は温(ぬる)すぎるぐらいだ。

			「そもそも、私たちを基準にするほうがおかしいわ。ランクが二つ違うもの」

			「それもそうだな」

			　ランクが上がれば体力も筋力も跳ね上がる。

			　俺たちが辛い訓練なら、他の生徒たちは耐えきれないだろう。

			「ランク測定が終わったら、ナキータ教官に頼んでみよう。こんなメニューだと肩慣らしにもならない。時間の無駄だ」

			　ランニング一つとっても距離を二倍、制限時間を半分にしてもらうべきだな。

			　ぬるま湯で楽をするより、強くなることを優先したい。

			　そうして、メニューが次々に消化されていく。

			　夏休み前のクラスメイトたちはメニューが終わったあとぐったりしていたのに、今は皆、それなりに余裕がある。

			　たしかに成長している。

			　ナキータ教官もうんうんと頷いて満足そうに口を開く。

			「ほう、みんな余裕って感じだね。次はランク測定だ。先生、ちゃんと夏休み前のデータを持っているからね。夏休みの間、サボっていた子はわかるよ。そういう子はお仕置きだ！」

			　ナキータ教官の前に生徒たちが列をなす。みんな、ランク測定が楽しみといった様子だ。

			　ランクの測定というのは高度な魔術だ。工程数が多く複雑。外で受けようとすると高額な料金を請求される。

			　一流探索者の知り合いや、一部の優秀な上級生のコネがあれば別だが、基本的にはこういうタイミングでないと己のランクを知れない。楽しみにするのも無理はない。

			　俺とクーナとアンネは最後尾に並ぶ。

			　俺たちがランク３だと知れば、大騒ぎになってナキータ教官もランク測定どころじゃなくなる。それはランク測定を楽しみにしているクラスメイトたちに悪い。

			　ナキータ教官のランク測定はどんどん進んでいき、生徒たちは一喜一憂する。

			　そして、クラスメイトたちと情報を共有し、また騒ぐ。

			　いつもならナキータ教官も静かにしろと怒るが、今日ぐらいは羽目を外しても仕方ないと見逃してくれている。

			　ライルの番だ。

			「へえ、すごい。まさか夏休み終了時点でランク１の最上位……これ、もしかしなくても一年生のうちにランク２になれるよ。はは、すごいね。卒業時のランク３も夢じゃない。君って、本当にすごいね」

			　ほう、俺たちのような反則を使わずにそこまで。

			　生半可な努力では届かない。

			　クーナのために命を賭けて修練を積んだというのは嘘じゃなかったようだ。死線を何度もくぐり抜けてきたのだろう。

			「もちろん、そのつもりです。僕は我が姫君にふさわしい剣にならなければいけませんから」

			　彼は薄く微(ほほ)笑(え)んで列から離れる。

			　測定が終わったクラスメイトたちが駆け寄り、大騒ぎする。

			　それだけ、一年の間にランク２に届きうるというのは凄まじいことなのだ。

			　そして、いよいよ俺の番だ。

			「さて、ソージ。君さ、もしかしてもうランク２の上位に届いてたりしないかな？　ははっ、まさかね」

			「それは見ればわかると思いますよ」

			　ランク１最上位のライルのことでさえ、あれだけ驚いたのだ。

			　ランク３に届いたと気が付けばどんな反応をするだろう。

			「はっは、生意気だね。落第させちゃうぞ♪」

			「スゴート教官に今のセリフを伝えましょうか？」

			「げっ、先輩は、教育主任になっちゃって減給すらできちゃうんだよ!?」

			　それはいいことを聞いた。

			　あの人なら公正な判断をしてくれるだろう。

			　こんなやり取りをすると、ナキータ教官とユウリ先輩の同一人物説が、どんどん気の迷いな気がしてきた。

			「なら、行くよ」

			　ナキータ教官が術式をくみ上げていく。

			　術が完成する。そして……。

			「うっ、そ、ランク３。一年……どころじゃなくて半年で、ランク３？　そんなの聞いたことがないよ。ぜったい、こんなの、ありえない」

			　ナキータ教官が目を見開く。

			　それを聞いたクラスメイトたちも嫉(しつ)妬(と)や羨望、そんな感情を通り越して、あまりの驚きに言葉をなくしている。

			　俺は無言で列を離れるとクーナがやってきた。その後ろにはアンネがいる。

			「まさか、クーナもってことはないよね。うん、見るよ」

			　そうして、またしても驚きのリアクションをした。もちろんアンネにも。

			　クラスメイトたちはようやく正気を取り戻して、目の色を変えて俺を取り囲む。

			　……このクラスは平民出身で成り上がりを夢見る生徒たちばかり。

			　俺たちがどうやって歴代最速、圧倒的な速度でランク３に到達したかを知りたいと思って当然だ。

			　俺は今まで倒した魔物の種類とランクをすべて覚えている。

			　おおまかに話すと、次第にクラスメイトたちの眼から光が消えていき、うつむき出した。

			　そんな戦い、ただの自殺行為だと誰もが思ったのだろう。

			　珍しくナキータ教官も真剣な顔で何かを考え込んでいた。

			「えっと、みんな今日の授業はこれでおしまい。ソージ、アンネ、クーナ。この騎士学校だとランク３に到達した生徒は、まず校長と面談。それから、街の領主に挨拶することになってるの。というわけで、あとで先生の部屋に来て。校長と話す前にいろいろと注意事項を説明するから」

			「わかりました。後で向かいます」

			「うん、そうして……はあ、いろいろと面倒なことになりそうだけど、がんばってね」

			　ナキータ教官がうんざりした顔でつぶやいた。

			　きっと仕事が増えたとでも思っているのだろう。

			　面倒なことになりそうだという忠告は、当然だろう。

			　ランク２の時もそういう話になりかけたが、ランク３ともなればもっとややこしくなる。根掘り、葉掘り、ランクアップの秘密を聞かれるだろう。

			　面倒になれば、最悪、貸しを作っておいた王の力を借りたり、シリルに助けてもらおう。

			　そんなことを考えながら、俺は午後からのスケジュールを変更した。

		

	
		
			第４話　思わぬ嫉妬とソージのいたずら心

			　

			　予想していた通り、俺たち三人がランク３に上がっていたことがばれて大騒ぎになった。

			　クーナとアンネ、二人と婚約発表した時以上の騒ぎようだ。

			　数年に一度、卒業寸前になんとかランク３に届く生徒がいるというこの学校で、まさか夏休み明けの一年生がランク３になったというのは、それだけ異常なことだ。

			「すごい騒ぎになりましたね」

			「そうね。私だって、ソージと出会う前なら、こんなことありえないって言っていたはずよ」

			　クーナとアンネの二人が苦笑する。

			　騒ぎにならないようにもう少し、ランク３になったことは隠していたかったが、どうしようもない。

			　腹をくくって、あとは成り行きに任せるしかない。

			　集まって来る生徒たちに謝り、質問攻めから抜け出して、その場を離れる。

			　急いで、ナキータ教官のところに行く必要がある。

			「ソージくん、どうしましょう？　もしかしたら監禁とかされて、秘密を話すまで出してもらえない。なんてこともありえるかもしれません」

			「大丈夫だよ。隠す秘密なんてないからね。全部話すさ、それに準備はしてある」

			　こうやって騒ぎになることなんてわかりきっていた。

			　だから、ちゃんとそのための仕込みはしてある。

			　さて、面倒なことはさっさと終わらせてしまおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たち三人は運動着から制服に着替えて、ナキータ教官の部屋に向かう。

			　騎士学校の教官たちはそれぞれに個室が与えられているのだ。

			　ノックすると、慌ただしく動きまわる音が聞こえてきた。

			　それから数分経ってから、入っていいという声が聞こえてきた。

			　俺たちは頷き合って中に入る。

			「ナキータ教官、来ましたよ」

			「やあ、ソージ、思ったより早かったね」

			　部屋を見渡すと、さきほどの音の原因がわかった。

			　生徒に見せてはいけなさそうな書類が乱雑に一か所に集められ、ひっくり返されていた。

			　普段から整理していないと、こういうことになる。

			「ええ、面倒なことはなるべく早く済ませる性分なんで」

			「面倒なことね。……ほんとだよ。もう、すっごく大変なことになるんだからね。仕事が増えちゃったよ！」

			　ナキータ教官が、ぷくーっと頬を膨らませる。

			　大人のくせに、こういう子供っぽい仕草が妙に似合う人だ。

			「えっとね、ソージ。この速さでランク３になっちゃうってさ、すごいってだけで済まないんだよ」

			「ランクの高い冒険者の数はそのまま、国の軍事力につながる。その秘密には千金の価値があるでしょう」

			　たとえば、半年で自国の兵士をすべてランク３にすればこの世界の覇者にすらなれてしまうだろう。

			　ランクが一つ違えば、世界が違うのだ。

			　ランク２の冒険者を倒すにはランク１の冒険者が百人以上必要となる。ランク３が相手ならランク１がどれだけ束になろうが勝てるビジョンが見えない。

			「よくわかっているね。まあ、あたしも学園も、君たちを守りたいんだけど、そうは言っても、ここは国の機関だから、お上には逆らえない。……どうやってそれだけ早くランク３に至ったのかを調べて報告しろってお達しが、早速来たよ」

			　予想通りだ。

			　さて、事前に用意した資料を渡すとしようか。

			　資料を取り出そうとしていると扉が開いた。

			「ナキータ、入るぞ」

			　入って来たのは、角刈りの巨漢の男。

			　入学試験の時に世話になったスゴート教官だ。

			　アンネのほうを見て、一瞬気まずそうな顔をしてからナキータ教官に視線を戻す。

			　彼は騎士学校時代、アンネの母親に惚(ほ)れていた。アンネが面倒なことに巻き込まれており、複雑な気持ちなのだろう。

			　彼はアンネを守るために行動してくれる。味方だと思って良さそうだ。

			「あっ、遅いですよ。スゴート教官」

			「黙れ、遅刻の常習犯。さて、全員集まっているようだな。この問題は、一教官の手に余る。教育主任として私が監督することになった」

			「そのつもりで、俺も対応します。ちょうど、俺たちがどうやって、ランク３になったのか、これから話すところです」

			「ふむ、では説明を開始してくれ」

			　俺は息を吸う。

			　さあ、始めようか。

			「まず、大前提です。すでにランク２になった時の騒ぎで魔石から瘴(しよう)気(き)を取り除くことで、身の丈に合わない魔石を使用でき、なおかつ瘴(しよう)気(き)を取り込まないおかげで、ランク上昇効率が二倍近くになり、体への負担もなく連続使用できることは説明した通りです」

			　ゲーム時代に、数百人のプレイヤーたちが共同研究し完成させた術式、【浄化】。

			　それは魔石に潜んだ瘴(しよう)気(き)を除去する。

			【浄化】ができ上がる前はランクアップは大変だった。

			　なにせ、強い魔石には強い瘴(しよう)気(き)が潜んでいる。

			　自らのランクに見合わない魔石を吸収するだけで、死のリスクすらあった。

			　ちょっとずつ、自分がぎりぎり耐えられる魔石だけを吸収し続けるなんて面倒なことが必要だったのだ。

			【浄化】により、どれだけ強力な魔石でもランクにかかわらず、摂取できる。

			　さらに、瘴(しよう)気(き)は魔石の力の吸収を妨害する性質があったため、瘴(しよう)気(き)のない魔石を作り出すことで、結果的にランクの上昇率も二倍近くになった。

			　プレイヤーが開発した中でトップクラスに利便性が高い魔術、それが【浄化】だ。

			「ああ、その件については感謝している。術式まで提供してもらったからな」

			　そして、俺は自らの安全のために、【浄化】の術式をすべて公開した。

			　もっとも、あえてプレイヤーたちが限界まで効率化した美しいコードを、ダミーを交えて長くした上、処理を複雑にした。

			　そのおかげで、俺と同等以上の魔術師でないと使えない代物に劣化している。

			「俺が提供した術式は、ちゃんと検証したんでしょう？」

			【浄化】の術式を渡して、それを大事に保管しているだけなんて間抜けはいない。

			　手に入れれば、必ずそれを利用しようとする。

			　それに、俺の言うことが嘘の可能性もある。検証は必ずしているだろうし、検証できれば次は改良して、誰でも使えるようにして、大量に魔石を【浄化】しようと動き出すはずだ。

			「もちろんだ。そして、【浄化】の実現に成功した。……だが、現状では複雑すぎて、あの術式は使い物にならない。この国のトップクラスの魔術師たちを何十人も集めて研究しているところだ。君の術式は複雑すぎて、誰ひとりそのままでは使用できなかった。だから、いろいろと手を加えた」

			【浄化】の実現に成功したということは簡略化できたということだ。

			　少し、驚いた。

			　あの術式を理解することができるとは思っていなかった。

			「……簡略化も成功とは言えない代物だ。君の術式の記述のほとんどが解析不能で、ほぼ勘と総当たりで簡略化したのだ。その結果、なんとかこの国の最高位の魔術師が、二十回に一回程度成功する術式が完成した。残り十九回の失敗した魔石は、たいていは壊れるか、悪化している……まだまだ実用に耐えられるレベルではない」

			　なるほど、そのレベルか。

			　わからないから、適当に使える限界まで圧縮して、わけのわからない術式にした。適当に削って大丈夫なところを探し続けたのだろう。

			　二十回に一回とはいえ、ちゃんと効果を発揮するのは奇跡と言っていい。

			　凄じい回数の実験をした結果だ。

			　いったい、どれだけの魔石を無駄にしたのだろうか。

			　もったいない。

			「スゴート教官、あの術式を改良しようとすること自体が間違っています。あれには無駄なんてない。成功率が低く、燃費が悪くなったのは、必要な術式を削った改悪のせいです。俺なら、あの術式のまま、成功率百パーセントで魔石を【浄化】できます」

			　大嘘だが、そう言っておく。

			【浄化】を本当に簡略した術式が出回ると、面倒なことになるのは目に見えている。

			「……あの術式を実現できれば成功率が百パーセントなのは知っている。君はナキータ教官の前で、それを実演してみせた。ナキータ教官も、術式に偽(いつわ)りがないと証言している。だが、我々の立場も理解してくれ。超天才でないと使えない術式なんて意味はない。そして、意味がないからと捨て置けるようなレベルの発明ではないのだ」

			　それはそうだろうな。

			【浄化】の価値は計り知れない。なんとしてでも形にしたいだろう。

			「皆様がどういう努力をしているかはわかりました。ただ、俺の【浄化】が本物であることは証明されているわけです。そして、その前提でこいつに目を通してください」

			　あらかじめ用意していた資料を渡す。

			　俺は記憶力には自信があり、なおかつまめに記録をつけている。

			　渡した資料には、今まで俺たちが戦ってきた魔物すべてと、【浄化】し投与した魔石の数が、日ごとに書かれている。つまりは俺たちがどうやって強くなったかの足跡だ。

			「俺はすべてを明かしました。【浄化】を身に付け、ここに書いてある魔物との戦いを経験し、書いている通りのペースで魔石を吸収すれば、誰でも半年もかからずにランク３にたどり着くでしょう」

			　スゴート教官とナキータ教官は食い入るように、俺の渡した資料を読み込む。

			　どんどん、彼らの顔が引きつっていく。

			「ありえない。こんなの……こんなの公開できないよ！」

			「同意だ。これが最善だ。こうすればランク３になれると公表するのは、生徒や冒険者たちに自殺しろと言っているようなものだ……。真似をすれば死ぬ。逆に疑問が湧いてくる。なぜ、君たちは生きている。普通なら、両手両足の指で数えきれないほど死んでいるぞ？」

			　パワーレベリングのために、ぎりぎりの戦いを繰り返してきた。

			　ランク以上の強さを発揮できる俺たちですら、危険を感じるほどの戦い。

			　それを、ここの生徒たちが真似しようとすれば、あっさりと死ぬだろう。

			「ですが、それがすべての真実です。なにも隠していません。……そうですね。この街を離れてからの情報は集まらないでしょうが、この街にいる間のことは、素材を売り買いしている店にあたってください。裏がとれると思います」

			　なにをどれだけ売っているかで、だいたいどれだけの魔物を狩っているかはわかるだろう。

			「……信じられないが、信じるしかないようだ。君の資料は学園内で共有したあと、国に報告させてもらう」

			「ええ、どうぞ」

			　それで済んでくれれば、それでいい。

			　この場はこれで収まりそうだ。

			　スゴート教官が話のわかる大人で助かる。

			　スゴート教官は大きく長い息を吐いてから、こちらを向いた。

			「ソージ、これはさきほどの【浄化】と関係のある話だが……君にスカウトが来ている。騎士学校ではなく、この国最大の魔術機関、クラムリンド魔術研究所からのスカウトだ。そこで、【浄化】の最適化の研究をしてほしいとのことだ。年間契約で基本給に加え成果手当もある。詳細はこの紙を見てくれ」

			　軽く資料に目を通す。

			　なるほど、ずいぶんと買ってくれているようだ。

			　とんでもない高給、下手な貴族の年収を軽く上回る。給料以外の待遇もいい、さらに爵位をもらえるらしい。

			　だが、迷う必要なんてない。

			「お断りします」

			　金なんて手段を選ばなければ、いくらでも手に入れられる。

			　爵位も、このまま学校を卒業できれば手に入るのだ。心を惹かれたりしない。

			「わかった」

			「……引き留めないんですか」

			　てっきり、強引に勧誘してくると思った。

			　国の利益のために、引き受けなければ退学。それどころか暴力に訴えたり、クーナたちを人質にする。それぐらいは想定していた。

			「君の意思に任せるようにと国王からの通達があった……なぜ、国王が君を守ろうとしているのか、私には想像もできないな」

			　なるほど、あの人なりにアンネのために何かをしようとしているのか。アンネの父親に罪をかぶせてしまったことに胸を痛めているのは嘘ではなかったようだ。

			「わかりました。それで、もう一つは」

			「……さきほど、研究で最高位の魔術師たちを集めたと言ったな。それで最低限の成果しか出せなかったせいで、一部の魔術師たちが猛烈にプライドを傷つけられたようで、いろいろと騒いでいる。仮にも天才ともてはやされてきた連中だ」

			　ああ、だいたい展開が読めてしまった。

			「俺に会わせろと言ってるのですか？」

			「ああ、君があんな複雑な魔術を使えるということを信じないし、そもそも開発者が君ではない、子供にあんな術式が作れるわけがないと言い出している。めんどうだが相手をしてもらえないか？　形式的には、各地の最高位の魔術師たちを呼んだ上で、君が講演を行う形にする。学園にとっても君にとっても名誉なことだし、謝礼も出す」

			　名誉なことと言っても、その客ども全員が俺に恥をかかせるつもりのクズどもだというのが問題だ。

			　とはいえ、謝礼の額はなかなかだ。

			　この街一番の店で、好きなだけ飲み食いを三回ぐらいできそうだ。

			　そうだな、クーナとアンネを喜ばせるために、それぐらいなら受けてもいいだろう。

			　それに面倒なことを言い出した奴らをからかって遊ぶのもいいかもしれない。

			「わかりました。受けましょう」

			「助かる。では、日程の調整ができたら連絡をしよう。そして、校長との面談だが、講演の後に行う予定だ。今の経緯は私から校長に伝える。事務的なものになるだろう」

			「感謝します」

			　校長の前でも、面倒な話になったらやっていられない。

			　とりあえずは、その最高位の魔術師、自称天才たちとやらをやり込める手を考えておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふう、疲れましたね」

			「クーナは、一言も話していないじゃない」

			「空気に疲れました！」

			　クーナの言わんとしていることはなんとかわかる。

			　俺も疲れてしまったのだろうか。

			　歩いていると肩が少し重くなった。

			　違う。青い鳥が乗っていた。鳥の足には手紙がくくり付けられている。

			「あっ、ミルちゃん」

			　クーナが小鳥の頭を撫でる。

			　この子はシリルのペットで、手紙を届けるのに使われていた。

			　手紙を読む。

			「父様はなんて言ってます？」

			「機械魔槍の外殻の修理ができたから、ユキナに届けさせるらしい」

			「あのソージくんが、いきなりぶっ壊した槍が直ったんですか」

			「俺だって壊したくて壊したわけじゃない」

			　俺とシリルさんで作り上げた機械魔槍ヴァジュラ。

			　三つの顔を持つ槍だが、前回、絶対守護領域のコアである十字架を壊そうとした時に、過負荷で外殻が壊れ、戦場に置き去りにしてしまった。

			　おかげで、突撃槍形態にはできず、今は両手槍と直刀の二つの顔しか持っていない。

			　シリルの話では、戦争が終わったあとにバラバラになった外殻を回収、修復したということだ。

			　半ばあきらめていただけあって、非常にありがたい。

			「ただ、気になることも書いてるな」

			「えっ、父様がなんか言ってるんですか」

			「……改良してやった。それを見て実力の差を思い知れとさ」

			「うわぁ、父様は相変わらず大人げない」

			　あの人はわりとお茶目なところがある。

			　こう言われると、対抗心がめらめらと燃え上がる。

			　さらに、クーナには言わなかったが、もう一つ気になることが書いてあった。

			　とびっきりのサプライズを槍に仕込んだから、楽しみにしておけ。

			　いやな予感しかしない。

			　あの人なら、戦闘中に俺が困るようなことはしていないはずだ。

			　とりあえず、外殻が届いたら、徹底的に調べてみよう。……絶対に見破れないようにしているだろうが、調べることは無駄にならないだろう。

		

	
		
			第５話　再び地下迷宮へ

			　

			　俺たちがありえない速度でランク３になったことで、ナキータ教官に呼び出されて、いろいろと聞かれた。

			　だが、話し合いだけで解決することができた。

			　それはいいのだが、最高位の魔術師たちを呼んでの講演会を開くことになってしまった。

			　……少し、心配だ。俺の知識があれば問題なく講演はできるのだが、俺の話すことを理解できるだけの下地が客側にあるのかがわからない。

			　わかるようにレベルを下げて話すべきなのだが、なにせ初対面だ。相手の力量なんて知るはずもない。

			　まあ、いいか。

			　俺の渡した【浄化】の術式を理解できない程度、その想定で内容を考えよう。理解できなければ理解できないでいい。

			「ソージくん、講演会ってまるで教授みたいですね」

			「クーナの言う通り。でも、おかしなことじゃないわ。ソージはそっち側の人間よ。学生をやってるほうが不思議なぐらいだもの」

			「ですよね。ソージくん、なんでも知っているし、なんでもできるし」

			　クーナとアンネが盛り上がる。

			　彼女の言うことも一理ある。

			　俺が騎士学校で新たな知識を得ることはない。

			「別に学校で得られるのは知識だけじゃないよ、ここでないと得られないものがあるさ」

			　そう、伊(だ)達(て)や酔狂で学生をやっているわけではないのだ。

			　クーナとアンネを傍で見守るためというのもあるが、俺自身もかけがえのないものを得ている。

			「それはなんですか？」

			「青春謳歌」

			「ぷっ、なんですか、それ」

			「ふふっ、相変わらず、ソージは変なことを言うわね」

			　ひどいな、わりと本気で言っているのに。

			　青春を楽しむにはやはり学校生活だろう。なにより、クーナとアンネ、二人の可愛い制服姿を見られるのは学生の特権だ。

			「じゃあ、二人とも早速、外に行こうか。今日の夕食は贅沢にいこう」

			「そうね、今日は罰ゲームでクーナの奢(おご)りだものね」

			　今朝は夏休みが終わって初日の授業だと言うのに、クーナのうっかりで迷惑をこうむった。課題の漏れがあったり、リボンを忘れたり。

			　反省させるために、心を鬼にして罰ゲームを執行すると決めていた。

			「ちっ、今日はいろいろあったから、忘れてるかもと思ってたのに」

			　クーナは悔しそうに視線を逸らす。

			　クーナは微妙にずるがしこいところがある。

			「アンネ、どこの店にしようか？」

			「そうね、カニが食べたいわ。この前、水槽で生きてるパールクラブを泳がせている店を見つけたの。カニは鮮度が第一よ。食べる直前まで泳いでいるなんて絶対に美味しいわ」

			　パールクラブというのは大型のカニで、身がたっぷり詰まっていて美味しい。

			　ただ、ちょっと高いのが唯一の欠点だ。

			「おっ、それはいいな。じゃあ、そこに行こう」

			「いやー、やーめーてー、絶対、高いやつじゃないですかー」

			　キツネ尻尾(しつぽ)の毛を逆立てて必死に抗議するクーナを引きずりながら、アンネが見つけた店に俺たちは向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ううう、ソージくんもアンネも容(よう)赦(しや)がなさすぎです」

			　クーナが、空っぽになった財布をひっくり返しながら涙目になる。

			「これに懲りたら、少しはドジをなくすことだ」

			「クーナ、美味しかったわ。ご馳走様」

			　アンネの見つけたパールクラブの店はなかなか良かった。

			　水槽から巨大な真っ赤なカニを取り出し、そのまま一匹丸ごと鍋にぶち込むのが前菜で、それを食べている間に、刺身にしたものや、炒め物、グラタンなどが運ばれてくる。

			　美味しいだけではなく、楽しい。料理に必要なのは期待感だと思う。

			　文句を言いながらもクーナは夢中になって食べていた。

			　ただ、お値段もそれなりにした。

			　クーナの手持ちでは足らなかったので、有り金を全部出させてから足りない分は俺が払った。

			「これからは、うっかりは止めます。私は生まれ変わりました！」

			　クーナがキツネ耳をぴんっとさせて決意表明した。

			　俺とアンネは目を合わせて苦笑する。期待せずに待っていよう。

			　食後のお茶も飲んで、そろそろ出発する頃合いだ。

			「屋台でクレープを買って帰ろうか。帰り道に美味しい店があるんだ。夕食はクーナが出してくれたし、デザートは俺が出すよ」

			「うわぁ、クレープ大好きです！　ソージくん、私のは生クリームましましで！　果物もどっさりのがいいです！」

			　こんなもので喜んでもらえるなら、いくらでもクリームを追加トッピングしよう。

			「クーナは本当に遠慮がないわね……」

			「アンネも遠慮することはないんだぞ？」

			「私はいいわ。クーナと違っていくら食べても太らない不思議な体の持ち主じゃないもの」

			　スレンダーで胸が小さいこと以外はスタイルのいいアンネもいろいろと悩みはあるようだ。

			「それから、明日はさっそくダンジョンの日だ。久しぶりに封印都市の地下迷宮に潜るぞ」

			「腕が鳴るわね」

			「今まではたしか地下十階までしか行ったことがなかったですよね！　私たちもランク３ですし、地下二十階ぐらいまで一気に行きましょう！」

			「簡単に言ってくれるな。だが、面白い」

			　地下二十階か。

			　たしかにそれもありかもしれない。

			　封印都市の地下迷宮はおおよそ十階ごとに敵のランクが変わる。

			　二十階から先はランク３の魔物が出現する。

			　俺たちならそれぐらい深く潜らないと強くなれないだろう。

			「よし、地下二十一階を目指してみようか。ただ、四日しかないから、二十階より深くもぐるのは、なかなか辛いぞ」

			　騎士学校は、地下迷宮の探索を奨励するため、週の前三日だけしか授業がなく、残り四日は地下迷宮の探索となる。ちょうど、明日から探索が可能になる。

			　帰りにかかる日数を考えると、二日目の昼には二十階にたどり着きたいところだ。

			　今までの俺たちではとても、そんなことはできなかった。ランク３に上がり踏破ペースも上がるだろうが、それでもなお、無理をしないとたどり着けないだろう。

			「誰に言っているんですか。このクーナちゃんに不可能はありません」

			「私も賛成ね。無理をしてでも今より強くなりたいわ」

			「二人の気持ちはわかった。かなり、無茶をするがついて来いよ」

			　二人が頷いた。

			　これなら大丈夫だろう。

			　気になるのが、シリルの手紙に書かれていたユキナのことだ。

			　明日、ユキナが俺の機械魔槍ヴァジュラの外殻を持って出発するらしい。

			　エルシエからここまでは三日。すれ違いにはならないと思うが、一応寮母さんに伝言を頼んでおこう。

			　講演の準備はまだ先でいいだろう。

			　そっちはまだ日程すら決まっていない。

			「私は帰ったら特製のイラクサクッキーをたっぷり作りますね！」

			「そうしてくれ。これだけ深く潜るんだ。保存食はなるべく持っておきたい」

			　クーナ特製のイラクサクッキー。ラードとナッツ、ハチミツをたっぷり練り込んだ保存食。

			　一枚食べれば一食分になる超高カロリーかつ栄養たっぷりのクッキーだ。

			　基本は、魔物を狩って食料を現地調達するとはいえ、食べられる魔物ばかりに出会うとは限らない。いい保険になる。

			「楽しみだな」

			　きっと、久しぶりの地下迷宮は今までと違った顔を見せてくれるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昨日は、あれからクレープを食べて、探索に必要な消耗品を買って帰った。

			　そして夜のうちにテントなどの整備を終わらせた。

			　探索を始めてからずっとお世話になっているテントだ。愛着も出てきた。

			　今度、テントを買った店にまた行こう。

			　すでにテントの分割払いは終わっているが、金のなかった当時の俺たちにサービスしてくれた恩がある。少しでも売り上げに貢献したい。

			「ううう、眠いです」

			「この時間から潜らないと、距離を稼げないからな」

			　まだ早朝と呼べる時間帯だ。

			　だが、地下迷宮の探索では早めの出発が鉄則だ。

			　ダンジョン内なのに、昼は偽物の太陽に照らされ夜には日が暮れる。

			　夜は魔物が活性化するし、視界が悪い中で戦うのは自殺行為だ。

			　明るいうちに距離を稼いで夜はテントを設置して動かないようにする。

			「いつもの屋台に行きましょう」

			「ですね。あれを食べると目が覚めます」

			　アンネの誘いで、地下迷宮の入り口近くの屋台で、クズ野菜と肉の切れ端がたっぷり入ったスープを購入する。

			　この屋台は地下迷宮に向かう冒険者向けに早朝からやっている上、昼と夜は定食屋となる。野菜や肉の切れ端をたっぷり使った栄養たっぷりのスープを安く提供してくれるありがたい店だ。

			　金銭に余裕ができても、習慣は変えられない。

			　なにより、このスープはうまい。

			　スープを口にした瞬間、戦闘モードに意識が切り替わるのを感じる。

			　俺たちは三人そろって地下迷宮に入る。

			　懐かしい匂いがした。

			　さて、ランク３になった俺たちの力。この懐かしい場所で試すとしようか。

		

	
		
			第６話　火山エリアへの突入

			　

			　久しぶりに封印都市のダンジョンに足を踏み入れた。

			　偽物の太陽が空に輝いている。

			　ダンジョン内だというのに空は青く、風が吹く。

			「やっぱり、地下一階はいいよな。ピクニックしたくなる」

			「いいですね。今度、お弁当を持ってゆっくりしましょう」

			「そういう緊張感がなくなることをいきなり言わないでくれるかしら」

			　ついつい、素直な感想を言ってしまった。

			　エルシエでも地下迷宮には入っていたが、やはり封印都市の地下迷宮に来ると懐かしさを感じる。

			　エルシエの地下迷宮との最大の違いは、やはり人通りの多さだ。

			　エルシエの地下迷宮は、地下一階から強い魔物が多く出るため、未熟な者が近づかないように隠(いん)蔽(ぺい)されている。

			　その代わり、定期的にイラクサなどの精鋭部隊が派遣され、大規模な討伐が行われている。

			　それに対して封印都市の地下迷宮は免許を得るか、騎士学校に入るなどして許可を得れば誰でも挑める自由さがあるので、常に大量の探索者で溢れている。

			　……その代わり、犠牲者が毎日のように出ているが。

			「おっ、【魔剣の尻尾(しつぽ)】じゃねえか」

			　足を踏み出そうとしたら、なじみの顔に出会った。

			　四人組のランク２の探索者たちに、荷物もちの編成。

			【群青の鷹】というベテランのチームだ。

			　かつて、食料と水が尽きて全滅しかけたところを助けたことがある。

			　逆に俺たちも満身創(そう)痍(い)の状況で彼らに護衛してもらい、地上にたどり着けたことがある。

			　そういうこともあり、割と良好な関係を築けていた。

			「久しぶりだな。元気にしていたか？」

			「ソージたちこそ、調子が良さそうじゃねえか。どうせ、深く潜るんだろ。途中まで一緒にどうだ？」

			「いや、遠慮させてくれ。俺たちについてこれないだろうし」

			「おっ、言うねえ。まあ、荷物持ちなしのおまえらのが足は速いだろうよ」

			　荷物持ちというのは、魔物の素材や水、食料を運ぶ役目の探索者だ。

			　地下迷宮では泊りがけの探索なんて珍しくない。当然、水や食料も大量に必要になる。

			　俺のように【浄化】を使えない限りは、地下迷宮の水も果物も、魔物の肉も瘴(しよう)気(き)に侵されているため、頼ることができない。

			　もっともランク３を超えたあたりで、瘴(しよう)気(き)に耐性ができ、腹痛と異物感さえ我慢すれば摂取できるようになる。……ただ、耐えられるだけでダメージは負うし、動きは鈍ってしまう。

			　少しでも長時間滞在するために、専用の荷物持ちを用意するのが常識となっている。

			「それだけじゃないけどな。そういうわけで先に行く。後で会ったらよろしく」

			「おうよ、また魔物ステーキを売ってくれ！　あのステーキ、ずっと喰いたいと思ってたんだ！」

			「野営で一緒になればな」

			　行きは圧倒的に引き離してしまうだろうが、帰りにもどこかで一泊する必要がある。

			　その時に鉢合わせれば魔物ステーキを振舞おう。

			　さて、話は終わりだ。先を急ぐとしよう。

			「クーナ、アンネ行くぞ。全力でだ。もたもたしていると目的の地下二十一階なんてたどり着けないからな」

			「任せてください。ふふふ、修業のおかげで警戒しながら全力疾(しつ)走(そう)できるようになりましたよ！」

			「クーナ、あなたは加減しなさい。全力のあなたには誰も追いつけないわ」

			　クーナはランク３になると同時に、もともとの圧倒的な敏捷性に磨きをかけていた。

			　俺ですら、限界を超えて自身の体を痛めつける【身体能力強化・極(きわみ)】を使わないと追いつけない。

			「そういえば、ソージ。あなた、新しい槍に装備を変えたのに、オリハルコンリングは身に着けているのね」

			「ああ、いろいろと使い道があるからな」

			　主武装の座は、機械魔槍に譲ったと言っても、オリハルコンリングがあると戦術に幅がでる。

			　糸や弓。サポートとして使えるのだ。

			　ただ、重量の問題があって、今までは両手両足にリングをつけていたが、今は両足だけにしている。

			　三人で頷き合い、一歩目から全力で走る。

			【群青の鷹】の面々がぽかんとした顔をしていた。

			　彼らは、ランク３の速さをまだ知らないのだろう。

			　さて、今までは日が暮れる前に、地下五階までしか行けなかった。

			　今の俺たちなら、どこまで行けるのだろうか？

			　

			◆　◆　◆

			　

			「まさか、日が暮れるまでに地下十四階まで来れるとは思わなかったわね」

			「ここは暑くてしんどいです」

			　クーナが岩場の陰で垂れキツネ状態になっていた。

			　地下迷宮は十階層ごとに大きく姿を変える。

			　十階まではジャングルや湖が中心だが、十一階以降は火山地帯になる。幸い十四階はマグマなどがなく、比較的涼しい。

			　俺たちは、ここまで全力で駆け抜けた。

			　魔物などもなるべく避けて距離を稼ぐことを第一に考えての移動だ。

			　そのおかげで、ほとんど稼ぎはなかったが、十四階まで来れた。

			　十階以降で野営をするなら、涼しい上に魔物が少ない、地下十二階、十四階あたりが候補になる。

			「これがランク３の力だよ。驚いたただろ」

			「はい！　前回すっごく苦労したマングローブの嘘つきフロアも、まったく苦になりませんでした！」

			　クーナの言う嘘つきフロアというのは、やたら狡(こう)猾(かつ)な魔物がいる上に、足場は水面に浮かぶマングローブしかなく、そのマングローブに擬態している魔物がいて、足場だと思って飛び乗ったら最後、足に絡みつかれて瘴(しよう)気(き)まみれの水の中に沈められるという、地下十階までで一番の難所のことだ。

			　初回は、いろいろと騙されて痛い目に遭った。

			「この調子だと、明日には地下二十一階にたどり着くな。そこまで行くと、ランク３の魔物が出てくる。この十四階が、火山地帯だと安全だから、明日と明後日は二十一階で狩りをしてここに戻ってこよう。そして四日目は早朝から、地上を目指す」

			「ふふふ、今まで我慢したぶん、たっぷりとランク３の魔物を狩りますよ！」

			「クーナ、調子に乗らないでね。三人がかりでもランク３の魔物はかなり怖いわ」

			　魔物のランク３は人間のランク３より強い。

			　ただ、クーナには九尾の火狐と化す【真炎回帰】、アンネには【第二段階解放】があり、俺にも【精霊化】と【紋章外装】、それに最終手段として【蒼銀火狐】がある。

			　制御しきれない真の切り札を使わずとも、三人ならミスをしない限りは無難に戦えるはずだ。

			　将来的には、ランク３のままランク４と戦う必要もあるが、それはまだ先だ。

			　なにせ、俺たちの真の切り札は消耗が激しすぎる。

			　こんな深い階層で、すべての力を使いきれば地上に戻れずに力尽きるだろう。

			　ほとんどの探索者は十階付近までしか来ない。

			　十階から先は、他人に助けてもらえるなんて甘い考えはすべて捨てないと生きていけない。

			　改めて、ライナという圧倒的な強者という保険がある状態での狩りは、おそろしく恵まれていたと痛感する。

			「クーナとアンネは、テントの用意を頼む。俺はさっき倒した魔物を料理するよ」

			　最小限の戦いで速度を優先し移動してきたが、もちろんすべての戦いを回避できたわけじゃない。

			　このフロアで、カメを一匹狩っていた。

			　フレア・タートル。

			　その名の通り、炎を操るカメの魔物で、溶岩をすいすいと泳ぐ猛者だ。

			　クーナぐらいのサイズがあり、鋼の高度を持つ甲羅に引きこもると、たいていの攻撃を受け付けない恐ろしい相手だ。

			　もっとも、その甲羅ごとアンネが両断したのだが。

			【暴食】を纏(まと)う魔剣クヴァル・ベステの前に、鋼の硬度など意味をなさない。

			「カメなんて食べられるんですか？」

			「これが意外といい味を出すんだ。コメを持ってきたから、カメ雑炊にするぞ」

			　さきほどからお湯を沸かしており、ぐつぐつとカメのエンペラと呼ばれる甲羅の周りにくっついている部分を煮込んでいた。

			　このフレア・タートルはすっぽん並みにうまい。

			　エンペラという部分はすっぽんでは量が少なく甲羅にしゃぶりついて食べるのだが、これだけ巨大だと切り取ってスライスをしても三人分以上ある。

			　ほかにも、首の肉をたっぷり入れた。ここは旨味が強いところだ。

			　もったいないが、エンペラと首の肉以外は使わない。

			　この人数だと、エンペラと首の肉だけでお腹いっぱいになるからだ。

			　ある程度煮込んだ段階で、お湯を捨てて新たなお湯を入れる。

			　かなり灰汁(あく)と雑味が強いので、これぐらい大胆でちょうどいい。

			　テントの設置が終わったアンネとクーナが戻ってきた。

			「ソージ、出汁(だし)をとらないのね」

			「フレア・タートルだけで十分だ。一度煮込んだお湯をまるごと捨てても、それでちょうどいいぐらいに濃厚な出汁が出る」

			　お湯を注ぎなおして、煮立ったところに大量の匂い消しのハーブ類を突っ込む。

			　調味料で味を調えて、コメを入れる。辛めの味付けにした。

			　コメが煮えればできあがり、フレア・タートル雑炊が完成。

			　ゼラチン質のエンペラはぷるぷるで、首の肉は歯ごたえがあってジューシー。

			　これほどうまい雑炊はなかなか食べれない。

			「うわあ、カメさんなのにすごい美味しそうな匂い」

			「すごいわ。匂いだけで旨味の強さが伝わってくる」

			　二人はもうカメを食べることに対する恐れなんて忘れて、雑炊に夢中だ。

			　なにせ、いろいろとゲテモノも食べさせてきたからな。

			　今更、カメぐらいではおびえない。

			「じゃあ、食べようか。今日のは一段と美味しいよ」

			　楽しい夕食の時間だ。

			　娯楽の少ない探索中に美味しい食事というのは最大の休息になる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　焚火を囲みながら、食事が始まった。

			「ソージの言った通りね。すっごく旨味が強いわ。こんな美味しいスープ初めてかも」

			「はむ、もぐもぐ、お米との相性が最高です！」

			　いつも以上に二人の箸が進む。

			　すっぽん並みにいい出汁(だし)がとれるフレア・タートルの破壊力を味わっているのだろう。

			「この、噛み応えがあるお肉も素敵です。噛めば噛むほど味が出ます！」

			「私は、このぷるぷるのお肉が好きよ。甘みがあって、とろとろで、くせになりそう」

			「俺は両方好きだな。だけど、一番は出汁を吸ったコメだろ。パンじゃなくて、コメじゃないとこの感動は味わえない……お代わりはいるか？」

			「もちろんです！　大盛で！」

			「私も大盛で頼むわ」

			　二人とも、すっかりフレア・タートルの雑炊を気に入ってくれたようだ。

			　鍋いっぱいの雑炊があっという間に空になっていく。

			「ふう、お腹いっぱいです。さっきから、妙に暑いですね」

			「そうね、体の内側からぽかぽかしてるわ」

			「まあ、当然だな。フレア・タートルは精力剤としての効能も高いからな。明日からの探索もはかどるだろう」

			　そういう俺も体が熱くなっている。

			　精力剤としても使えると思っていたが、思った以上に効果が強い。

			「ううう、ソージくんのエッチ」

			「いきなり何を言い出すんだ？」

			「えっ？　……ううう、なんでもないです」

			　クーナが顔を逸らしている。耳が赤くなっている。

			　なぜだろう？

			　少し考えてようやくわかった。

			「なるほど、そういう意味での精力だと思ったのか。たしかに、その効果もあるな」

			「言わないでください！」

			　相変わらず、クーナはエロギツネのくせに純情だ。

			　こういう話を振られると取り乱す。

			「ソージ、今日はたっぷり可愛がってほしいわね。悪気はなかったのだろうけど、この雑炊のせいで、火照ってしょうがないわ」

			「アンネ、抜け駆けはずるいです！」

			「……ふふ、冗談よ。クーナも一緒にね」

			　うるんだ目でクーナとアンネが俺のほうを見てくる。

			　娯楽の少ない地下迷宮での探索。

			　食事は数少ない娯楽だが、恋人と同伴なら夜も最高の娯楽が待っている。

			「結界を張ったら、テントに行こうか。今日は楽しもう」

			　頬を染めた二人とともにテントに向かう。

			　フレア・タートル雑炊で、いつもよりいろいろと元気だ。

			　今日はいつも以上に楽しめるだろう。

		

	
		
			第７話　高温と溶岩のなかで

			　

			　昨日は楽しめた。

			　テントの中で目を覚ました俺はそんなことを考える。

			　裸で眠るクーナとアンネの寝顔を楽しみ、寝ているのをいいことにいたずらをする。

			　こういう、寝ている間にこっそりいたずらするのは、普通に愛し合うのとはまた違った趣があって好きだ。

			　昨日、いつも以上に盛り上がったのには理由がある。

			　夕食にフレア・タートルという亀型の魔物を食べたのだが、フレア・タートルには精力増強効果。もっと端的に言えば、夜の生活を燃え上がらせる効能があったのだ。

			　すっぽん雑炊以上に美味しかったこともあり、そんなものを腹いっぱい食べてしまった俺たちは燃え上がった。

			　あれほど激しい夜は初めてだ。

			　クーナもアンネもいつも以上に乱れて、俺自身凄じい持久力だったと思う。

			「フレア・タートル。今度、見つけたらまた狩ろう」

			　美味しいし、最高の夜を過ごせる。

			　フレア・タートルのためだけに、地下迷宮に潜るのもいいだろう。

			「まあ、狩らなくてもしばらくは楽しめるか」

			　実は、魔術で水分をとばして一部はジャーキーにして保存食にした。気が向いたらこっそりとスープの具にしてもいいかもしれない。

			　眠気覚ましがてら、槍を振り回して鍛錬していると、テントのほうから気配を感じたので、自分の気配を消して隠れる。

			　テントのほうを見ていると、クーナがテントから顔だけ出しキョロキョロと周囲を見回し、キツネ耳をぴくぴくさせてあたりの気配を探っていた。

			　しばらく様子を見ていると、クーナが裸で出てきた。

			　そして、水を桶に注ぐと魔術で温めて頭からお湯をかぶり、布で体を拭いていく。その姿をじっと見る。相変わらずクーナの体つきはエロい。

			　クーナはわりとめんどくさがりだ。

			　服を着て、外でお湯を沸かして、テントに帰ってから、また服を脱いで、体を拭くという一連の動作が面倒なので、全裸で外に飛び出してお湯をかぶったのだろう。

			　体を清めたクーナは、満足してテントに戻っていく。

			　手にはお湯が入った桶がある。きっとアンネのためだろう。めんどくさがりだが、気配りができる。クーナはそんな奴なのだ。

			「朝から眼福だったな」

			　ちなみに、俺が気配を消して隠れていたのはもちろんクーナの水浴びを覗くためだ。

			　そうとは気付かずに、シャワーシーンを見せてくれたクーナには感謝だ。

			　こうして抜けているところも、クーナの魅力なのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食に、干し肉と俺のお手製インスタントスープ、固焼きパンを食べて、さっそく出発した。

			　正午までにはランク３の魔物が出現する二十一階層に到達したいものだ。

			　じゃないと、狩りの時間が確保できない。

			「クーナ、アンネ、急ぐぞ。ここから先の魔物は強くなる。今までと違って魔物を無視することはできない。背中を向けて逃げると、致命傷を負いかねないからな」

			「わかりました。気を付けます」

			「昨日のフレア・タートルのおかげか妙に力が湧いてくるわ。これならいつもより探索が捗りそうね。夜はあれだけ激しかったのに、ぜんぜん疲れが残っていないなんてすごいわ」

			　アンネの言う通り、フレア・タートルの効能がすごい。

			　普通、あれだけ激しく夜を楽しむと疲れが残るが、今はむしろ絶好調だ。

			　これなら、探索もはかどるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦いを最小限にしつつ、地下十八階にまでたどり着いた。

			　ここまでで避けられなかった戦闘は七回ほど。

			　倒した魔物の中に、火山エリアにしか出ない、ブラッド・パールという陸貝の一種がいた。

			　その名の通り、真珠を体内で作る魔物だ。ありがたく真珠は頂いた。これを売るだけでしばらく遊んで暮らせるほどの儲けになる。宝石としても、魔術の触(しよく)媒(ばい)としてもすぐれているので高値で売れるのだ。運が良かった。これで帰ったらご馳走を食べられる。

			　そして、今いる地下十八階は難所だ。

			　一歩間違えれば即座に全滅するフロアなので、かなり気を遣う。

			「ううう、ソージくん。気温の調整が間に合いません」

			「クーナ、周囲の気温操作は最小限にしておけ。ここでの過度な気温操作は魔力の消費が激しすぎる」

			　普段、クーナは快適に過ごせるように周囲の温度を調整している。

			　並みの術者なら外での気温操作なんて、冷やした空気がかたっぱしから流れていくこともあり、魔力をすぐに使い切るだろう。

			　だが、金の火狐たるクーナは別格で、涼しい顔で温度操作をする。

			　とはいえ……。

			「これだけ隣でぐつぐつ溶岩が沸くと苦労するだろ、上昇気流まで出ているからな」

			　さすがに、ここで気温調整は難しいだろう。

			　地下十八階は溶岩の上にある、細い入りくねった道を踏破するエリアなのだ。

			「ですね。だけど、このままだと普通に歩いているだけで倒れそうです。ソージくん、アンネ、できるだけ私に近づいてください。みんなの体力と水分の消費が激しいほうが、私の消費魔力が激しいことより問題です。気合を入れて気温を下げます。二人が近づいてくれれば、消費魔力は抑えられるので、なんとかなります」

			　俺とアンネが頷いてクーナに近寄る。

			「ありがとう。これなら耐えられそうだ」

			「ええ、クーナ、助かるわ」

			「ふふふ、クーナちゃんに感謝するがいいです」

			　だいぶ耐えられる気温になった。

			　この溶岩地帯は、五〇℃を軽く超えるが、クーナの周辺は四〇℃程度に抑えられていた。

			　人間の細胞が耐えられるのは五〇℃までだ。一〇℃の違いはとても大きい。

			　クーナのように気温が調整できるメンバーがいないパーティは、専用の装備や、もっとシンプルに定期的に水をかぶるなどで乗り切る。

			「二人とも、足場が悪いから気を付けてくれ」

			「ええ、ここから落ちたら終わりね」

			　足元で溶岩がぐつぐつとわいているし、出口までの道は細く入りくねっている。

			　バランスを崩して溶岩に落ちれば、即死だろう。

			「クーナ、魔物の出現は、溶岩の中まで含めて警戒しろ」

			「ちょっと待ってください。こんな溶岩の中で無事に済む魔物がいるんですか!?」

			「いる。だから警戒しろと言ってるんだ」

			　いつもなら、あえて忠告せずに痛い目に遭わせることで成長を促すが、そんなことをすれば死にかねないのがこのフロアだ。

			　俺たちは曲がりくねった細い道を進んでいく。

			　途中、道が途切れたところで飛んで次の足場に移るが、落ちたら死ぬという恐怖と、この気温に集中力と体力を奪われて、いつも以上に疲弊していた。

			「ううう、しんどいです。二十階までずっとこんなフロアが続くんですか？」

			「フロア全体が溶岩に包まれているのはここぐらいだな。十九階と二十階は洞窟と岩場の複合フロアで、溶岩があるのは洞窟内だけだ」

			「早く、二十一階に行きましょう！」

			　クーナが嫌そうな顔をするので、苦笑してしまった。

			　気温を下げられるクーナがいて、これだけ辛いのだ。

			　ほかのパーティにとっては地獄だろう。

			　そして、クーナには言わなかったが、二十一階層以降も暑くはないが、けっして楽ではない。地下迷宮は基本的に奥へ行けば行くほど辛くなっていく。

			「ソージくん、アンネ、止まって」

			　クーナのキツネ耳がぴくぴくと動いた。

			　これは敵を見つけたサインだ。

			「左から何か来ます！」

			　全員がそちらを向く。

			　溶岩の水面に黒い何かがうごめいて、猛スピードでこちらに突っ込んできた。

			　会いたくない魔物に会ってしまったな。

			　そいつは、俺たちの足場付近まで近づくと跳んでマグマから出てきた。

			　そのまま体当たりをしてくる。

			　体の表面が溶岩で赤く光っている。

			　とはいえ、さほど早くない。カウンター気味に槍で突く。

			　機械魔槍ヴァジュラは、外骨格が破損したため、今はただの両手槍の状態だ。

			「やっぱり、貫けないか」

			　空中でのカウンターという、衝撃が逃げやすい状況。加えて魔物の皮膚が硬いのだ。

			　マグマの中を泳ぐこいつの体表は、体液とまざり硬質化した溶岩で覆われている。

			　ちょっとやそっとじゃ貫けない。

			　槍に弾かれた魔物は、再び溶岩に潜り、ゆらゆらと不思議な動きをする。

			　……この魔物の名はマグマロック・フィッシュ。溶岩の鎧(よろい)を纏(まと)いマグマの中を自由に泳ぐ巨大な魚だ。

			「やっぱり、そうくるか」

			　マグマロック・フィッシュには、うっとうしい特性がある。

			　こいつは仲間を呼ぶ魔物だ。

			　奴が体を揺らすと、きりきりきりと独特の音が鳴る。体の表面にある固まった溶岩をこすり合わせて、この音を鳴らしているのだ。

			　周囲に五つ、影が増えた。

			「ソージくん、これ、どうやって倒しますか」

			「飛びかかってきたところを狙うしかないな。俺の槍の鋭さじゃ貫けずにはじいてしまうだろうが、アンネなら斬れるだろう。両断しろ」

			　俺の槍では不可能でも、アンネの技量とクヴァル・ベステが組み合わされば可能だ。

			「わかったわ。任せて」

			　アンネが頷く。

			「私は、どうすれば」

			「自分で考えてみろ。なんのために姉妹刀を渡したと思っている」

			　俺がクーナのためだけに作った、紅と青の双剣。名前は紅那(クーナ)と蒼慈(ソージ)。

			　あの双剣なら対応できる。

			　クーナもそれに気付いて、姉妹刀を引き抜く。

			　クーナとアンネが身構える。そして、俺も俺なりの方法でマグマロック・フィッシュを倒す算段をつける。

			　マグマロック・フィッシュが周囲を泳ぎ、一斉に飛びかかって来た。五体の魚影が空に躍る。

			　まずはアンネが動く。

			　鞘(さや)を指ではじいての居合斬り。クヴァル・ベステが【暴食】を発動させた一撃を放つ。俺の目でも刀身を見ることはできず、宙に浮いたクヴァル・ベステの燐(りん)光(こう)によって生まれた線を視認するのがやっとだ。

			　アンネの居合切りには、凄みすら出てきた。どれだけ硬かろうが、衝撃が逃げやすい空中だろうが、この切れ味と速さの前には無力だ。マグマロック・フィッシュが両断され真っ二つになり、マグマの海に沈んでいく。

			　次はクーナだ。とびかかってきたマグマロック・フィッシュを紙一重で躱(かわ)し、すれ違いざまに、蒼の刀をすべらせ、刹(せつ)那(な)のタイミングで紅の刀で追撃をかける。

			　蒼の刀の分子運動の停止でマグマロック・フィッシュの硬い鎧(よろい)がその効果を失い、追撃の紅の刀の分子運動の強制加速ですべてが断ち切れる。

			　おそらく、紅の刀だけでも斬れただろうが、確実に仕留めるためにクーナは両方を使った。相乗効果で、斬り裂くどころかマグマロック・フィッシュは粉々に砕け散った。

			「クーナもアンネもやるな。俺も負けてられないか」

			　そして俺は、両足のオリハルコンリングに魔力を込める。

			「【魔鉱錬成：番外　網】」

			　オリハルコンの糸を編んで、網を形成した。

			　三体同時に飛びかかってきたマグマロック・フィッシュを投網で一網打尽にして地面に叩きつける。

			　空中だからこそ、衝撃が逃げた。

			　だが、こうして地面にいるのなら。

			「俺の槍でも十分貫ける」

			　上から槍を振り下ろす。

			　これなら衝撃の逃げ場がない。魔術付与(エンチヤント)された、【穿孔】の効果が発揮され、マグマロック・フィッシュを砕き貫く。

			　これで終わりだ。

			　死体から魔石を手早く回収する。

			　こいつの素材は需要がないし、肉もまずいので魔石以外は放置でいいだろう。

			　クーナとアンネが駆け寄ってきた。

			「やっぱり、ソージくんの【魔鉱錬成】は便利ですよね」

			「そうね、応用力がとてつもないわ」

			「それが売りだからな」

			　いかに強力な武器があっても、オリハルコンを手放せないのはこれが理由だ。

			　どんな状況にも生かせる。

			「それに、クーナもアンネも後先を考えていないだろう。せっかく倒したのに魔石を回収できないんじゃ意味がない」

			「「あっ」」

			　二人が間抜けな声を出す。

			　アンネの場合、あまりにも切れ味が良すぎて、真っ二つにしたものの、体当たりの勢いを殺せずに死体は反対側のマグマに沈み、クーナの場合は破壊力がありすぎて魔石ごと粉々だ。

			「反省はあとにして、次にいこうか。これからもどんどん強い魔物が出てくるぞ」

			「はい、ランク２だからって舐めてましたが、魔物のランク２は油断したら駄目ですね」

			「そうね。特にこういう地形を生かす魔物は注意しないと駄目ね」

			　クーナとアンネが、俺の言いたかったことに気付いてくれたので、小言を言うのは止めにした。

			　さあ、先を急ごう。そして、ランク３の魔物がいる区画にたどり着き、上等な魔石をたっぷりと手に入れるのだ。

			　今日の冒険でランクの高い魔石だけでなく、アンネとクーナは経験というかけがえのないものも手に入れられる。

			　ライナという保護者付きの探索は、たしかに安全だが、危険を冒さないと得られないものも存在するのだ。

		

	
		
			第８話　光の洞窟

			　

			　十一階以降から始まった火山エリアもいよいよ最終。

			　何度も魔物と戦いながら、なんとか地下二十階にたどり着いた。

			　地下二十階も、ぐつぐつと足元でマグマが煮立つ極めて暑いフロアだ。

			「あづいですぅー、ソージくん、もう魔力消費考えずにがんがん冷やしていいですよね」

			　汗に濡れたクーナが、うつろな瞳でとんでもないことをつぶやく。

			　今のところ、クーナは自然回復が追い付くだけの魔力で、周囲を冷やしてくれている。そのおかげで周囲の気温が四〇℃付近まで下がっていた。

			　だが、それ以上に気温を下げることは禁止した。

			　自然回復が追いつかないほどの魔力を使うと、当然だがどんどん魔力が減っていく。

			　戦闘時に魔力がないとどうにもならないし帰りもある。

			「クーナ、もう少しだから我慢してくれ」

			「ううう、自慢の尻尾(しつぽ)の毛をむしりたくなってきました。このもふもふ、暑いですぅ」

			　どうやら、クーナは常に適温になるように無意識に調整していたせいで、暑さに慣れていないらしい。

			　そもそも、キツネは寒いのには強いが暑さには弱い生き物だ。

			　火狐族も、似たような性質を持っているのかもしれない。

			「でも、もうすぐ終わりね。次の地下二十一階からはフロアの性質が変わるわ。そこまで行けば火山とはお別れ。それまでの我慢よ」

			　汗をかきながらも、アンネはいつも通り涼し気な表情だ。

			　とはいえ、かなり辛そうだ。

			　このフロアもそろそろ終わりだし、とっておきを使ってもいいだろう。

			　ポーチの中から水筒を取り出し蓋をあける。

			「クーナ、アンネ、近寄れ」

			　二人がいぶかしげな顔をしながら近づいてくる。

			　そして、水筒の中身を二人にぶちまけた。

			「きゃっ、冷たい。ソージくん、いきなり何するんですか！」

			「でも、気持ちいいわ」

			「言われてみれば、生き返ります。キツネ、大満足です」

			　水筒の中身は冷たい水だ。

			　水分補給用とはべつに確保していたのだ。保冷性が高い水筒を使っているので、中身はまだ冷たい。

			「これで楽になっただろ。さあ、ラストスパートだ。二人とも先を急ごう」

			「がんばります！」

			「ええ、元気が出たわ」

			　濡れて元気が出たクーナとアンネの足どりが軽くなる。

			　俺も苦笑して先を急ぐ。

			　そして、とあるものに気付いてしまった。

			　服が濡れたせいで、クーナの下着が透けていた。

			　クーナが白い服を着ているせいだ。黒い下着というのも透けやすい原因となっているのだろう。

			　ふむ、恋人で裸や下着姿も見慣れているが、これはこれでいいものだ。

			　つい、凝視してしまう。

			「ソージくん、どうしたんですか？」

			「なんでもない。それより、警戒を怠るなよ。ここには突然変異種が出やすい。先手を取られたら死ぬぞ」

			「うっ、それは怖いです。全力で警戒しないと！」

			　クーナが前を向き、キツネ耳をぴくぴくとさせて周囲への警戒を強める。

			　ごまかすために言った言葉だが、嘘ではない。

			　地下十階や地下二十階。

			　そういったフロアの境目には、魔物数体分の瘴(しよう)気(き)を使って顕現する突然変異種が発生しやすい。

			　そいつらは下手をすると、次の階層の魔物よりも強いことが多々ある上に、情報が存在しない。

			　突然変異種は個体数が少なすぎて、ゲーム時代のプレイヤーたちですら、ろくに情報を集められていない、極めて危険な存在なのだ。

			　そんなことを考えながら、前を歩くクーナの透けた下着と、可愛くピクピク動くキツネ耳とわずかに揺れるキツネ尻尾(しつぽ)を楽しむ。

			　眼福だ。

			　アンネがいつの間にか隣に並んでいた。

			「ソージ、あまりいやらしい顔をしているとクーナにばらすわよ」

			　さすがはアンネだ。気付かれていた。

			「わかった。ほどほどに楽しむよ」

			「ええ、そうして。ソージがえっちなことは知っているけど、あんまり他の女の子を見て鼻の下を伸ばされると複雑な気持ちになるの。えっちなことを考えるのはいいけど、そうとは見せないで」

			「気を付けて、きりっとした表情でエロいクーナを楽しもう」

			「……ソージってたまに頭がおかしいことを言うわよね」

			　アンネは変なところで嫉(しつ)妬(と)深い。

			　だけど、そこが可愛いところでもある。

			「ソージくん、アンネ、もしかしてあれが出口ですか!?」

			　クーナが興奮した様子で振り向いて叫ぶ。

			「そうだな。強い瘴(しよう)気(き)の流れが向こうから流れてくる。ここを超えればいよいよ地下二十一階。次のエリアだ」

			「やっと暑さから解放されます！　ソージくん、アンネ、急ぎましょう」

			　クーナのキツネ尻尾(しつぽ)がぶんぶんと揺れる。

			　よほど、うれしいみたいだ。

			「アンネ、急ごうか。俺もそろそろ、この暑さには参っているんだ」

			「私もよ。次のフロアは涼しいといいわね」

			「それは保証するよ。快適な気温ではあるな」

			　クーナに急かされるように、俺たちは最後の火山エリアを抜けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最後の火山エリアである地下二十階を超えて、たどり着いた地下二十一階。

			　そこでクーナとアンネが目を見開く。

			「うわああああ、きらきら光って、すごくきれいです」

			「壁一面に水晶が埋まっているわ。とても素敵ね」

			　地下十階までは樹海エリア。

			　地下二十階までは火山エリア。

			　そして、地下二十一階からは洞窟エリアと呼ばれている。

			　太陽が降り注ぎ天井がないという地下らしくないフロアが多い地下迷宮だが、第三フロアはいかにも地下の洞窟といった趣だ。

			　天井があり光が差さない上に、火山エリアと違ってマグマの光がなく、洞窟を照らすのは壁に埋まっている光水晶だけだ。

			「クーナ、アンネ、手ごろなサイズの光水晶を確保しておこう。この周辺には光水晶があるが、奥に進むと光水晶がない場所に出る。光源がないと危ない。地下二十一階の魔物たちのほとんどが視覚以外で獲物をとらえるから、光がないと不利になる」

			　洞窟エリアの厄介なところは、視界の悪さだ。

			　光水晶があるからと調子に乗っていると、いつの間にか光がないエリアに出て魔物から襲撃を受けるということが多々あるのだ。

			　そして、無数の自然の罠(わな)が存在しており視界の悪さと相まって、回避が難しい。

			「この水晶は壁から引き抜いてもずっと光っているんですか？」

			「そうだ。その性質のおかげで地上に持ち帰れば高く売れるよ。今日は光源として使える分だけだが、地上を目指す明日はできるだけ鞄に詰めよう。ちょっとした小金持ちになれるな」

			　なにせ、光水晶は燃料を一切使わない理想的な光源だ。

			　蝋や油を燃やして光源を確保している時代だ。

			　光水晶があれば一生分の燃料代が浮く。水晶としての美しさも際立っており、貴族や金持ちがこぞって欲しがる。さらに油を燃やす匂いも発生しないし熱が出ないことも大きな魅力だ。引く手数多でとんでもない値段で取引されている。

			　ランク３以上で、火山エリアを突破できるほどの実力者には金になるアイテムとして人気があった。

			　ある程度の数が市場に出回っているが、値段はまったく下がらない。

			　そもそも火山エリアを突破できるほどの探索者の数は少なく、探索者の運べる量にも限界があり、供給が追い付かないのだ。光水晶の需要が飽(ほう)和(わ)するということはありえない。

			「なるほど、素敵ですね。私の部屋にも一つ欲しいです」

			「そうね、夜に勉強しようとするとろうそく代もバカにならないもの。それにきれいだからインテリアにもいいわ」

			「これがあれば、夜更かしし放題です！」

			　もしかしたら、クーナには持たせないほうがいいかもしれない。調子にのって、毎晩夜更かしして体調を崩しそうだ。

			「ソージくん、涼しいですし、一本道で野営しやすそうですよ。わざわざ地下十四階に戻らなくても、ここで野営すればいいじゃないですか」

			　クーナの言う通り、地下二十一階は野営に適しているように見える。

			　入り口は広い一本道で見通しがよく、結界をはれば魔物の接近も簡単に気付けるだろう。しかも周囲から魔物の気配も感じない。気温、湿度ともに快適で寝心地がよく、常に光水晶に周囲が照らされているのもいい。まさに野営のために生まれたようなフロアだ。

			　……そう思って、ここで野営したプレイヤーたちは何十人も朝を迎えられずに死んだのだ。

			　ちなみに、俺も一度やらかしたことがある。気が付いたら死んでいた。当時、トッププレイヤーだった俺は最速で地下二十一階にたどり着いたせいで、ろくに情報がなかったのだ。

			　なぜ死んだのかもわからないプレイヤーたちは、必死に真相を究明し、やがて絶対にここで野営をしてはいけないと結論が出た。

			「死にたくないならやめたほうがいい。ここはダンジョンワームの巣だからな」

			　そう、ここは極めて性質(たち)が悪い魔物の巣なのだ。

			　ゲーム時代の俺は、テントを設置してぐっすり眠っている間に丸のみにされて死んだ。一本道に仕掛けていた警報を鳴らす結界も奴には無力だった。

			「ダンジョンワームですか？」

			　クーナは聞いたことがないようだ。

			　まあ、奴の姿を見たほとんどの探索者が死んでいるので当然だろう。

			「まあ、いやでも後で会うさ。地面が少しでも揺れたら叫んでくれ」

			「それはいいですけど、なんか名前だけでもかなり嫌な予感がします」

			「それは後のお楽しみだ。早速、光水晶を掘ろう。持ち運びやすいようになるべく小さいやつにしておけよ」

			　俺がそう言うと、クーナとアンネは壁に埋まった光水晶を掘り始めた。

			　さて、ダンジョンワームはいつ襲ってくるだろうか。

			　奴らは振動で敵を感知する。

			　すでに俺たちが歩くことで発生した振動が、地面を伝い奴らに居場所を知らせてしまっているはず。

			　あいつらは用心深いし、狡(こう)猾(かつ)だ。

			　きっと、俺たちが油断したところを狙ってくるだろう。

			　数々のプレイヤーを食い殺した厄介な魔物、ダンジョンワーム。

			　かつて、殺された恨みもある。

			　襲ってきたら、返り討ちにして……なんなら食ってやろう。

		

	
		
			第９話　トラウマ量産魔物(ダンジヨンワーム)

			　

			　いよいよ、地下二十一階だ。

			　火山エリアを抜けて、ランク３の魔物が現れる洞窟エリアにたどり着いた。

			　ここからは光が差さない洞窟の中を進んでいく。

			　この場は光水晶によって照らされているが、先に行けば闇に包まれてしまう。

			　俺たちは今後の探索のために壁に埋まった光水晶を採掘しているところだ。

			「見てください、これが一番きれいな光水晶です！」

			　クーナがどや顔になり、採掘し終わったこぶし大の光水晶を見せつけてくる。

			　青い光を放つ水晶だ。

			「クーナ、はしゃぎすぎよ。どれも微妙に光る色が違うのね。青っぽい光と赤っぽい光、その中間の白っぽい色の光を放つものがあるわ」

			「その辺は好みだな。俺の場合は部屋の照明にするなら白っぽいほうが、自然な明るさで好きだ」

			　光水晶にはそれぞれ個性がある。

			　せっかく掘るのなら、部屋で使う時のことを考えたい。

			　青っぽい光だとさわやかで脳を覚醒させる効果があるし、赤っぽい光だと逆に脳を落ち着かせる効果がある。

			　無難に行くなら、白っぽい自然光がいいだろう。

			「私は赤がいいわね。慣れたろうそくの光に似ていて落ち着きそう」

			「私は青です！　きれいですから」

			　全員、きれいに分かれた。

			　今は適当に選んでいい。

			　明日、このフロアを出る時には金策のために、たっぷりと採掘して鞄にいれて帰るのだから。その中から自分用のものを厳選すればいいのだ。

			　その時、クーナのキツネ耳がぴくぴくと揺れた。

			「ソージくん、たぶんですけど揺れました。でも、かすかすぎて気のせいかもしれません」

			　感覚が鋭いクーナが何かを感じ取ったようだ。

			　俺は何も感じ取れていない。

			　奴への対策のために槍の穂先に特製のクリームを塗っておく。

			「クーナ、アンネ、足元に注意しておけ。足元が少しでも揺れれば全力で前に跳べ。おそらく、魔物は俺を狙うだろうが警戒は必要だ」

			　二人が頷く。

			　クーナが感じ取った気配は勘違いではない。

			　奴が来たのだ。

			　奴はひそかに、音を消して近づいてくる。

			　ゲーム時代、俺をはじめとした、情報共有を徹底し、無数の魔物の特徴を知る警戒心も強いプレイヤーたちが、いくら情報がなかったとはいえ、何人も犠牲になったのには、それなりのわけがある。

			　俺たちは並の魔物なら初見でも余裕で対応できるのだ。奴は並ではない。

			「さてと」

			　広い道に出て、つま先でコツコツと地面を叩く。

			　俺を狙わせるためだ。

			　これで注意を引ける。

			　……やっぱりきた。

			　ほんのわずかな揺れ。ささやかすぎて普段なら気にも留めない些(さ)細(さい)な違和感。

			　それこそが奴の予兆。

			　足元をじっと見る。

			　すると、それはやって来た。

			「ギュアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」

			　浮遊感。地面が消えた。固い洞窟の床が溶け、沈んでぽっかりと穴ができたのだ。

			　その穴の先、茶褐色で巨大な丸みをもった芋虫型の魔物が口を開いていた。見た目はミルワームに近い。

			　こいつこそが、何人もの犠牲者を生んだ【洞窟】エリア屈指の難敵、ダンジョンワーム。

			　口は丸く、俺をたやすく丸呑みできる大きさだ。びっしりとキバが生えそろっている。

			「何度見ても、おまえには慣れないよ」

			　いきなり足場を奪われるのはわかっていた。

			　だからこそ、天井にオリハルコンで作った針を突き刺しており、そこから伸びた糸を左手に結びつけている。魔力を込めることで糸が縮んで体が天井に引っ張られる。

			　体が持ち上がったことで、ぎりぎりで奴の食事にならずに済んだ。

			　足場が消えたのだ。対策していなければ重力に引かれて穴に落ち、奴の口の中に飲み込まれていただろう。

			　本来、こいつと戦う場合は前兆となる些(さ)細(さい)な振動。それを感知した時には動いていないと間に合わない。

			　地面が消えてから動いていたのでは遅い。

			　カチンと金属音が鳴った。奴が口を閉じたのだ。そして体をたわませる。突進の準備をしている。

			「キュオオオオオオン、キュオオオン」

			　餌を食いそこなったダンジョンワームが叫び、地中から凄まじい勢いで突進してくる。

			　奴の顔が見えた。

			　八つの赤い瞳とぬめっとした粘液にまみれた体表……なんなら食おうなんて言っていた数分前の自分が信じられなくなる。こいつは生理的に無理だ。

			「こいつを喰らえ！」

			　空いた右手で、機械魔槍ヴァジュラを振りかぶり投げる。

			　眉間に槍が深々と突き刺さった。

			「キュアアアアアアアアア」

			　悲鳴をあげつつも、そのまま突っ込んでくる。

			　別の糸付きの針を壁に投げて、糸を引くことで横に回避し着地。

			　突進が空振りに終わったダンジョンワームが上体をうねらせ、再び地面に潜ろうとする。

			「相変わらず、凄まじい頑丈さだな」

			　神出鬼没な上に、探索者を丸呑みにする一撃必殺の攻撃。眉間に槍が突き刺さっても致命傷にならない生命力。

			　厄介な要素が重なりすぎている。

			　あらかじめ槍に付けていた糸を引っ張って槍を回収。

			　このままでは、槍を持っていかれてしまう。

			　地面に奴が触れた瞬間、まるで地面が溶けたかのように抵抗なく奴を飲み込む。

			　一切の音すらなく、だ。

			「ソージくん、おかしいです！　なんで、あの巨体であの速さで、地面を潜って音が鳴らないんですか！」

			　クーナが悲鳴を上げる。

			　キツネ尻尾(しつぽ)の毛が逆立ち、鳥肌が立っている。あいつの見た目がよほど気持ち悪いらしい。

			「あいつの能力だよ。【流体化】だ。奴は大地を掘っているんじゃない。泳いでいるんだ」

			　それゆえに、地中でのとんでもない速度と静穏性を両立させている。

			　足元から攻撃してくる魔物はいくらでもいるが、あいつほどの速さと静音性を持った魔物は他にいない。

			　だからこそ、何人ものプレイヤーが犠牲になった。

			　地上なら結界を張れば侵入を察知できる。

			　地下からの襲撃だって、それなりに大きな振動と音があるなら、ベテランなら気付いて回避できる。

			　だが奴は、地下から音もなく高速で襲い掛かるのだ。

			　そのせいで俺のように気が付けば丸呑みにされていたなんてプレイヤーが後を絶たなかった。

			　……第三エリア最大の洗礼。初見殺しの極み。

			　それがダンジョンワームだ。

			　ただ、せめてもの救いは数十秒に一回、【流体化】の息継ぎが一瞬だけあることだ。その際にほんのわずかだが振動が地上に伝わる。洞窟エリアでは、それを見逃したら即死となる。

			「とにかく、足元に気を付けておけばいいんですね」

			「攻めてくる方向がわかれば、さほど恐れなくていいわね」

			　クーナと、アンネがとんでもない思い違いをしている。

			　足元だけ注意すればいい？

			　ダンジョンワームはそこまで甘くない。

			　周囲に糸付きの針を十本ほど投げ、糸をピンと張る。

			　地面だけではなく、洞窟の側面、天井にも。

			　あいつらは、最初の一撃は足元から襲う。流体化で足元を崩せば、人間が無力なことを知っているからだ。

			　そして、それを防げる相手と判断すれば……。

			「クーナ、全力で前に跳べ！」

			　壁に刺した針を通してわずかな振動が伝わる……奴の息継ぎを感じたので声を張り上げる。

			　クーナは不思議そうな顔をして全力で跳んだ。

			　その顔には「まったく揺れがないのにどうして？」と書いてある。

			　クーナとアンネは長い経験の中で、理由がわからなくても、とりあえず俺の言う通りに動く。それから悩む。そうしないと死ぬとわかっているからだ。

			　そして次の瞬間、壁からダンジョンワームが飛び出した。

			「なっ!?　壁から」

			「こいつらは、壁だろうが天井だろうが、どこからでも襲いかかってくるぞ」

			　最初の一撃で地面からしか来ないと思わせておいて、そちらに注意を向けた人間を側面から襲撃する。

			「【魔鉱錬成：参ノ型　弓・貫】」

			　ここからでは槍は間に合わない。

			　手持ちのオリハルコンを使って、弓を作り、矢を放つ。

			　糸を矢の尻につけている。

			　深々と弓が突き刺さるが、苦痛に感じていないようだ。それでも次々に矢を射る。

			「【雷撃】」

			　さらに追撃で糸をたどって雷撃を叩き込む

			「キュアアアアアアアアアアア」

			　さすがに体内に電撃を流されれば、ダメージはある。しかし、動きを止めるには至らない。奴は構わず、また地面に潜った。糸を斬る。

			　あの巨体だ。引っ張ろうが、力負けして地面に叩きつけられるのがオチだ。

			　……全長が七、八メートル。人間を丸呑みできる直径。

			　その上、芋虫という急所が少なく部位欠損でも戦闘力が低下しない強(きよう)靭(じん)な体躯。なにもかもうっとうしい。

			「ソージくん、なんていうか、死ぬほど厄介な魔物じゃないですか!?」

			「そう言わなかったか？　神出鬼没。警戒心が強い上に、頭が良くて生命力が桁外れ。加えて、群れで行動するケースが多い。あまり追い詰めすぎると、助けを呼ぶぞ。俺の知る限り、最大で二〇匹が一度に現れたことがある。……今の俺たちでダンジョンワーム二十匹は悪夢だな」

			「悪夢どころか、即死ですよ！」

			　クーナが騒ぐのも無理はない。

			　ただ、この悪夢の生き物にも弱点はあるのだ。

			　……そろそろ効いてきてもいいのだが。

			　針からわずかな振動が伝わる。

			　今度は上か。狙われているのは俺のようだ。

			「クーナ、アンネ、俺に近づくなよ！」

			　二人が頷く。

			　そして、クーナは俺のほうを向いたまま極大の炎の塊を作り出す。

			　アンネも、いつでも踏み込めるように構えたまま居合抜きの準備をする。

			　いい判断だ。出てくる場所がわかれば待ち伏せすることができる。

			　ダンジョンワームが天井から顔を出し、口を開いて落ちてくる。クーナの炎が側面から叩きつけられ、アンネが壁を走り距離を一瞬で詰めて空中で切り裂く。

			　ダンジョンワームは炎の耐性が高い。茶褐色の体を覆う粘液のせいで、クーナの炎は表面をあぶるだけで終わり、アンネの斬撃は深々と切り裂いたものの、そのサイズのおかげで致命傷になりえない。

			　天井から抜け出してきた勢いのまま、俺に襲い掛かってくる。それを前方に跳んで回避する。

			　奴はそのまま再び潜ろうとするが、【流体化】が発動せずに地面にぶつかり、もがき苦しみ始めた。

			　バタバタと暴れまわる。地上に出ればノロマな的だ。クーナとアンネも交えて、徹底的に攻撃を加える。

			　しばらくして、ようやく倒すことができた。

			「ふう、やっと効いたか」

			「ソージくん、どうして急に苦しみだしたのでしょう？」

			「不思議ね。クーナの炎も私の剣もさほど効いた気はしなかったのだけど」

			「槍と矢にたっぷりと毒を塗っておいたからな。毒の正体は街で薬草として売られている紅炎花という火傷(やけど)用の軟(なん)膏(こう)を作るのに使う薬草なんだが、不思議とこいつらにとっては猛毒みたいでね。この巨体でも少量で効果が現れる」

			　……紅炎花がダンジョンワームに対する毒となる。

			　その発見は偶然だった。

			　たまたま、一人のプレイヤーが火山エリアを突破するために火傷(やけど)対策の軟膏を持っており、それを口にしたダンジョンワームが苦しみだした。

			　その発見が共有され、ダンジョンワーム対策が確立したのだ。

			「不思議ですね。火傷(やけど)薬が猛毒になるなんて」

			「まあな。他の魔物にも試したこともあるが、紅炎花が毒になるのはこいつぐらいだよ」

			　当時、この発見はとても大きなものだった。

			　ダンジョンワームのせいで、地下二十一階層以降の探索は難しくなっていたが、かなり楽に探索できるようになった。

			　実をいうと、こいつのうっとうしさは単体のスペックだけじゃない。

			　他の魔物との戦いのさなか、振動を感知して横やりを入れてくるところだったりする。

			「ここにいる間はダンジョンワームを中心に狩る。ただし、この入り口付近でだ。こいつらは地面を叩いたり、光水晶の採掘をしていれば、かなり遠くからでも振動を感知して襲いかかってくるから、呼び寄せるのは簡単だ。その性質のせいで光水晶を採掘している探索者たちがどんどん食われているがな」

			　ちなみに、これも光水晶が値上がりする理由だ。

			　光水晶を掘るだけで、振動が壁や地面を伝いダンジョンワームをどんどん呼び寄せる。一度目を付けられたら、ほとんどの場合ダンジョンワームに丸呑みされるので、ダンジョンワームの存在はあまり知られずに、また次の被害者が出る。

			　ある意味、この光水晶こそが最大の罠(わな)だ。

			「あの、ソージくん。さっきダンジョンワームは群れで行動することもあるって言ってましたよね」

			「ああ、言ったな」

			「そんなダンジョンワームを呼び寄せるようなことしたら、すぐに群れで来ちゃうじゃないですか！」

			「三匹以上一度に来たら、迷わずに地下二十階に戻る。ダンジョンワームは飽きっぽい。三十分もすれば、あっさりと戻っていく。そうやって、二匹以下と戦い続けるのが、ここでの戦いのセオリーだな」

			　これこそがランク３になったばかりでの、もっとも効率のいい狩りと言われている。

			　ダンジョンワームを呼び寄せ、毒をぶちこんで地面に潜れなくなったところを袋叩き。

			　対応できない数が出たら、すぐに地下二十階に戻る。

			　もっと倒しやすい魔物もいるのだが、戦いの振動を感知してダンジョンワームが横やりに入ってきては非常に危ない。だからこそ、ダンジョンワームを意図的に呼びよせて殺すのが安全という逆転の発想だ。

			「ソージ、ずいぶんと姑息な戦い方ね」

			「今の戦力を考えるとどうしてもな。洞窟エリアは本当に怖いんだ。ダンジョンワームの横やりもそうだが、地下二十一階の奥のほうには、もっとやばい奴の巣がある」

			　ちなみに、洞窟エリアすべてが最初から最後まで、鬼畜な魔物のワンダーランドというわけではない。

			　なぜか地下二十一階にやばい連中がたむろしており、むしろ二十二階からは楽になるのだ。

			　そのせいで、ランク３以上の探索者が育ちにくい。

			「うっ、しばらくはダンジョンワーム狩りしかないんですね」

			「ランク３の中位になってきたら、先を目指すが……強くなるまで我慢だ」

			　俺たちはまだ、なんとかランク３になったばかり。

			　今は力を蓄える時期だ。

			「とりあえず、魔石を取り出そうか。魔石を取ったら邪魔だから死体を焼こう。体を覆う粘液のせいで外からは燃やしにくいが中は燃えやすい。クーナ、口から手を突っ込んで、内側から灰にしてくれ」

			「ううう、気持ち悪いです」

			　クーナが嫌そうな顔をしながらも頷く。

			　ダンジョンワームを解体し魔石を取り出してクーナに燃やしてもらった。

			　……そして、冗談でこいつを食おうと言ったら、クーナとアンネも本気で嫌そうな顔で首を振り、全力で止めにきた。

			　ゲテモノを食べるのに慣れてきたとはいえ、さすがにこれは無理なのだろう。

			　ちなみに、味は悪くないらしい。プレイヤーの中でとある勇者が食ったのだ。とはいえ、さすがの俺も今回は素直にあきらめた。強行すれば、クーナとアンネに本気で嫌われそうだ。

			　さて、今日は楽しい楽しいダンジョンワーム狩りだ。がんばっていってみよう。

		

	
		
			第10話　クランとパーティ

			　

			「よっこらふぉっくす、こんこんこん♪」

			　クーナが上機嫌に鼻歌を奏でながら前を歩く。

			　その背中にはパンパンに膨らんだリュックがあり、光が漏れていた。

			「クーナ、ずいぶんと上機嫌だな」

			「だって、やっと気持ち悪い虫との戦いから解放されたんですよ！」

			　クーナが振り向き、頬を膨らませる。

			　今回の探索ではひたすらダンジョンワームを狩った。

			　ダンジョンワームは、他の魔物と戦っている最中に近づき襲い掛かってくる性質を持っている。

			　奴がいるせいで、地下二十一階では多数の魔物を一度に相手にする必要があり、ぎりぎりランク３である今の俺たちでは先に進むのが危険だ。

			　だからこそ、あえて入り口付近でダンジョンワームを引き付けて倒すという狩りを続けた。

			「もう少し我慢してくれ。この魔石の集まり具合だと、あと三回はこの狩場に来る必要がある。今日と同じ効率で狩りを続ければ、それでランク３の中位になるだろうな。そしたら、先に進もう。洞窟エリアは罠(わな)も多いが光水晶みたいに素晴らしいアイテムがたくさんある」

			「それは楽しみです！　先が見えるなら、気持ち悪い戦いも我慢できそうです」

			　クーナはさきほどから気持ち悪いを連呼しているが気持ちはわかる。

			　茶褐色の粘液まみれの巨大芋虫。しかも赤い八目にキバがびっしり生えそろった丸い口。

			　ダンジョンワームは生理的な嫌悪感が凄まじい魔物だ。

			「あっ、アンネ。もうすぐ地下十階に着きますよ」

			「助かったわ。地中や壁、あげくに天井から襲われる不安も、倒れそうになるほどの暑さもない。火山エリアと洞窟エリアを味わった後だと、いつもの森林エリアがどれだけ素敵かがわかるわ」

			　アンネが苦笑する。彼女の背中にも光水晶がたっぷり詰まったバッグがあった。

			「まあな。火山エリアも洞窟エリアも魔物が桁違いに強くなる上に、地形自体が悪意の塊だ。探索者のほとんどは、地下十階より先には行かないが、地下十階までの狩りでも、ちゃんと換金性の高い魔物を知っていれば、小金持ち程度にはなれるしね。そこから先の死が隣りあわせのエリアを踏破する気にはなれないのもわかるよ」

			　だからこそ、封印都市では滅多なことではランク３の探索者が育たないのだ。

			　クーナみたいな気温操作ができるメンバーがいない場合、火山エリアは暑さ対策の装備が必要になる。

			　一般の探索者にとって、ただでさえ十階を超える探索では食料や水などの荷物が嵩(かさ)張(ば)るのに専用装備まで運ぶなど冗談ではない。ましてや、その先など夢物語だろう。

			「ソージくん、不思議ですね。私たち以外のランク３の人たちってどうやって地下二十一階より先に行っているんですか？　行きと帰りを考えると荷物がすごいことになりそうです」

			　クーナの言うことは正しい。

			　地下迷宮は深く潜れば潜るほど、強さ以外の要素が重要になってくる。

			　食料や水を現地調達できる俺たちには考えられない、多くの苦労が待ち受けているのだ。

			「いろいろあるぞ。たとえばランク３にもなれば、【浄化】がなくても迷宮の食料や水を口にできる……もっとも瘴(しよう)気(き)のダメージを負うし、食べるほどに瘴(しよう)気(き)が蓄積して回復が追いつかなくなれば死に至る。そうでなくても体に悪影響が出るな。現地調達で先に進むベテランたちは、迷宮内で水や食料を最小限しか口にしない。たまに失敗してぼろぼろの体で魔物に挑んで殺されたりもする」

			「すっごく、しんどそうです」

			「毒を喰らって苦しみながら生きるか、飢えて死ぬかの二択は辛いぞ」

			【浄化】の開発まではプレイヤーたちも、かなり苦労したものだ。ある程度潜ると穴を掘って水と保存食を埋めて一度地上に戻り、次の探索で掘り返すなんてことをしていたぐらいだ。

			　……俺も同じことをしていたが、いざ補給というタイミングで別の探索者や魔物に掘り返されて物資を奪われたことに気付き、死にかけたことがある。

			「でも、ソージ。この街にはそれなりにランク３の探索者がいるわよね？　全員がそんな命がけで潜っているとは思えないわ」

			　アンネは頭がいい。

			　そう、これはあくまで地下迷宮の探索を行うパーティでの話だ。

			「ああ、他の方法がある。探索者たちはパーティで行動することも多いが、それより規模が大きいクランっていう集まりがあるんだ」

			「あっ、聞いたことがあります」

			「大きなところだと百人を超えるらしいわね」

			　パーティだけでは地下迷宮の探索には限界がある。

			　その限界を超えるために結成された冒険者の相互扶助団体がクランだ。

			「クランは地下迷宮の一定階層ごとに中継地点を持っているんだ。たとえば、低級の冒険者には一つ目の中継点の地下四階まで荷物を運ばせる。ある程度荷物が溜まると中級の冒険者たちがさらに下の階層の中継地点に溜まった荷物を運ぶって感じだね。こうすると、クラン内の強いパーティは、比較的深い階層で補給を受けられるし、低級のパーティも小遣いが稼げる。パーティによっては、中継地点で補給を受けて戻ってを繰り返して、地上に半年ぐらい戻らなかったりするんだ。狩りで得たものを地上まで運ばなくてもいいっていうのも強いな」

			　中継地点を用意できるクランは強い。探索の効率が大幅にアップする。

			「うわあ、便利ですね。ソージくん、私たちもクランに入ってみたらどうですか」

			　楽するためには積極的になるクーナがはずんだ声をあげる。

			「おすすめはしないな。クーナ、中継地点まで物資を運ぶ探索者や、中継地点を守るための探索者に支払う金はどこから出ると思う？」

			「あっ、先頭にいるパーティが稼いだお金ですね」

			「そうだ。どうしても支援がないと先に進めない場合にはクランへの加入もありだ。逆に初心者なら荷物輸送で小遣い稼ぎができるし、ベテランの知り合いが一気に増えて、話を聞けて有用なんだけど、俺たちが行っても上納金を払うだけで損だよ……例をいうと、クーナが背負っているリュックの中身、クランに入ってれば半分はとられるかな？」

			　相互扶助組織などで前にいるものは、いろいろと大変だ。

			　それでも、地下迷宮で安定して食料や水などの支援を受けられるのは大きいが。

			　クーナは、リュックを前に回してぎゅっと抱きしめる。

			　少し笑ってしまった。心配しなくても誰もとらないのに。

			「やっぱり、クランに入るのはないですね。ソージくんの【浄化】があれば、食料に困らないし、ソージくん以上の知恵袋はいません！」

			　それはそうだ。

			　ただ、プレイヤーたちがゲーム時代にクランに頼らずに穴を掘って保存食を埋めたり、必死に現地の食料や水を食べられるようにしたのは、なにも上納金を嫌がっただけではない。

			　実際のところ、上納金を払うだけで済むなら十分黒字になる。

			　上納金以外に、もっと嫌な要素があるのだ。

			「クランは疲れるんだよ。強くなればいろいろと面倒ごとを押し付けられるし、……縄張り意識丸出しの古参どもの嫌がらせが凄まじくてね」

			　こっちのほうが厄介なのだ。

			　洞窟エリア以降の探索者に支援できるようなクランのほとんどは、かなりの歴史がある。

			　歴史だけではなく、序列や派閥なども。

			　そこに急成長する新参が現れれば、嫉(しつ)妬(と)と自分の立場を守るため、徹底的に叩かれる。

			　プレイヤーたちも、それが表だってのものなら防ぎようも抗議のしようもあるが、補給した水が腐っていたり、罠(わな)に嵌(は)められたり、悪評をばらまかれたりと、がりがりと裏から心を削ってくるのだ。

			　俺もクランにはトラウマがある。よほどのことがない限り、近づきたくない。

			「ソージ、すっごく嫌そうな顔しているわよ」

			「まあな。年季が入ったボス猿の性格の悪さと悪知恵はすごいよ」

			　クーナとアンネが首を傾げる。

			　二人にはきっと想像できない世界だろう。

			　しばらく歩いているとようやく地下十階にたどり着いた。

			「涼しいです！」

			「ええ、緑があると安心するわね」

			　肌で風を感じて、木々の香りを楽しむ。

			「二人とも、そろそろ暗くなってきたし、疲れもある。今日は地下八階で野営しよう。夕食になりそうな魔物を見逃すなよ」

			「任せてください！　火山エリアではカメとかトカゲとか、ゲテモノばかりでしたからね！　そろそろ普通のお肉を食べたいところです。狙うは牛か豚です！」

			　クーナがキツネ耳をぴくぴく動かして周囲を探索し始めた。

			　これなら期待できそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　地下八階にある開けたフロアに、野営のためテントを設置する。

			　地下四階ほどでもないが、ここも野営が推(すい)奨(しよう)される階層だ。

			　他にもちらほらと、探索者たちの姿がある。

			「クーナ、噂をすればなんとやらだ。クランの中継点が設置されてるぞ。あのシンボル、【白狼旅団】か」

			「ああ、本当です。大きくて立派なテント、それに結界もいいのを使っていますね」

			　クランの中継地点は二パターンあり、年がら年中用意しているものと、大規模な探索が行われる時に短期間設置されるものがある。

			　今回は後者だろう。

			　もしかしたら、俺たちが野営していた地下十四階にも別の探索者が中継点を設置していたのかもしれない。あそこも野営の名所だ。

			　とにかく、クランには近づかないようにしよう。中に入っても面倒だが、近づくだけでも面倒だ。

			　アンネとクーナが手際よくテントを張っている間に、俺は料理の支度をする。

			「にしても、クーナは本当にすごいな」

			　クーナは地下十階で、ダイヤホーン・ブルという牛の魔物を発見した。

			　その名の通りダイヤのような硬度と輝きを持つ角を持った魔物だ。倒したあと、角は高額で売れるので確保し、サーロインと上質なロース肉だけ数キロ包んで持ってきた。

			　この肉でステーキを作る。

			　いい肉が手に入ったので調味料も奮発するつもりだ。スパイスをたっぷり使った上質なソースを作る。

			　材料を石で作ったまな板に広げていると足音が聞こえてきたのでそちらを向く。

			「よう、ソージ。また会ったな」

			「……驚いた。まさか本当に野営で一緒になるとはな」

			「俺たちもおまえたちの姿が見えて驚いたぜ。約束忘れてないだろうな」

			「もちろんだ。肉を多めに用意しておいてよかったよ」

			　四人組のパーティが現れた。見知った顔だ。

			【群青の鷹】。かつて魔物ステーキを振舞い窮地を救った相手であり、逆に満身創(そう)痍(い)になった俺たちを地上まで送り届けてくれた恩人でもある。

			　野営で一緒になれば、魔物ステーキを振舞うと約束していたが、まさか現実になるとは。

			「ソージたちは、ここを拠点にして狩りをしていたのか？」

			「いや、地下十四階を拠点にして地下二十一階で狩りをしていた。明日には地上に戻るつもりだ」

			　俺がそう言った瞬間、男の顔がこわ張る。

			「嘘だろ、ソージも冗談を言うんだな」

			「あれを見ても、嘘だと思うか？」

			　テントの横に置いてある光水晶がたっぷり入ったリュックを指さす。

			　長く探索者をやっていて、光水晶を知らない者はいない。

			「はは、驚きだ。どんな魔法を使ったんだ」

			「適度な運動と、うまい飯かな？」

			　ふざけろと彼は笑う。

			　だが、それ以上の詮索はしない。

			　気になっているだろうが、必要以上に踏み込まないのが探索者のルールなのだ。

			　俺たちは、とりとめのない会話をする。

			　彼は長年リーダーをやっているだけあって、話し上手で話題も豊富だ。話していて楽しい。

			　話しながらも手は動かし続ける。特製ソースが完成した。

			　人数が多いので、【魔鉱錬成】で巨大な鉄板を作って分厚く切った肉を次々に焼いていく。

			　肉のいい匂いが漂い始め、クーナとアンネが引き寄せられてきた。

			　皿に盛り付けて、たっぷりのソースをかけて、できあがり。

			　誰かの生(なま)唾(つば)を飲む音が聞こえてきた。

			「さあ、みんな。肉が焼けたぞ。追加はまだまだあるから、どんどん食べてくれ」

			　元気な返事が響き渡る。

			　あっという間に肉が胃袋に消えていく。上質な肉と特製調味料のおかげだ。

			　俺は苦笑し、追加で肉を焼いていく。

			　にぎやかな食卓だ。

			　全員探索者だけあって、食べるペースが速い。肉を焼くのが追いつかない。

			　失敗したな。これじゃ俺が食べる暇もない。

			　そう思っているとクーナが隣に座って俺の顔を見る。

			　手には皿と小さくカットされたステーキ。

			　反対側にはアンネがいて、同じようにしている。

			「ソージくん」

			「ソージ」

			　二人がフォークに突き刺した肉を口元に持ってくる。

			　俺はありがたく肉を頂いた。これなら焼きながら肉を食べられそうだ。それに自分で食べるより美味しい。

			　ノリのいい【群青の鷹】の面々が冷やかしてくるが甘んじて受け入れる。これだけ幸せなんだ。冷やかしぐらい構わない。

			　本当に楽しい夕食だ。

			　明日には、地上に戻る。

			　これだけ浅い階層だと事故も起きないだろう。

			　……そして、明日は修復された機械魔槍ヴァジュラの外殻を持って、エルシエからユキナがやってくる日だ。

			　やっとヴァジュラが真の姿に戻る。

			　ただ、楽しみだが少し不安だ。シリルが手を加えたらしいが、どう変わったのだろう。

			　そんなことを考えながら、アンネとクーナ、【群青の鷹】の面々と食事を楽しんだ。

		

	
		
			第11話　手荒い招待

			　

			　野営で合流した【群青の鷹】の面々と話が弾んだ。

			　肉の力は偉大だ。うまい肉には幸せ成分が詰まっている。

			　酒を持ってくれば良かったなんて考えてしまう。

			　実は探索者の中には酒をもって地下迷宮に挑む者がいる。

			　探索はストレスとの戦いだ。酒を飲むことで気を静めるのも有用だ。何より、水と違って腐らない。

			　長期の探索を行う場合は役に立つこともある。

			　とはいえ、なんだかんだ水とどっちかを選べと言われれば、普通は水を持つ。

			　アルコールで喉の渇きは潤せるが、体内の水分は奪われてしまう。

			　それに地下迷宮内で酔うこと自体が危険だ。こうして魔除け香を焚いてテントで野営していても襲われる時は襲われる。

			　魔物はもちろん、人間にも。

			　そういうわけで、俺は迷宮に酒は持ち込まない。

			【群青の鷹】を見送り、三人でテントに引きこもる。

			　結界の設置もしっかり行っておいた。

			　クーナとアンネはパジャマに着替え始める。

			「勉強になりましたね。ベテランの人たちの話って面白いです」

			　着替え終わったクーナが、夜の会話を思い返しながらつぶやく。

			「そうね、ソージがいるおかげでどれだけ楽をしていたか思い知らされたわ。……普通の探索者ってあんなに大変なのね。限界までがんばって、引き返そうとしたら、地形が変わって迷ったあげく食料が尽きるなんて悪夢そのものよ」

			　アンネがしみじみとつぶやく。

			【群青の鷹】は場を盛り上げるために、ベテランならではの探索の苦労話をしてくれた。特に食い物と水の話が多かった。

			「ですね。ソージくんとの探索を語るたびに、【群青の鷹】の皆さん、すごい顔してましたよね」

			「はじめは羨ましがっていたけど、それがどんどん殺意に変わっていたわ。前からちょくちょくソージが自慢をするものだから聞き流していたけど。ソージってすごいことをやっていたのね」

			「何を今更。クーナとアンネには一度、俺の魔術なしでの辛い探索を味わってもらったほうがいい気がしてきたな」

			「うっ、それはごめんです」

			　ようやく俺の偉大さがわかってくれたようだ。

			　クーナとアンネは探索における本当の苦労を知らない。

			　俺たちのパーティは魔物の肉を食い、魔物の血から水を作れるおかげで、迷宮探索で食い物と水に困ったことがない。

			　さらに言えば、俺が調味料を大量に持ち込んで作る美味しい料理に、どれだけ精神的に助けられているのかもわかっていない。娯楽のない地下迷宮での美食の効果は非常に大きい。

			　道に迷わないのは瘴(しよう)気(き)の流れを読む俺の技術の賜物だし、交替で見張りをせずにテントでぐっすり眠れるのも、結界があるからだ。

			　……ゲーム時代のことを思い出す。

			　初めから、こんなに便利な魔術が開発されていたわけでも、ノウハウが集まっていたわけでもない。

			　プレイヤーたちだって、最初はかなりの苦労を味わってきたのだ。

			　何度も心が折れそうになった。

			　実際に折れて引退したプレイヤーも多数いる。

			　俺だって飢え死にしたり、我慢しきれず迷宮の水に口をつけて死んだこともある。……最低の死に方だ。

			　そんな中、一歩一歩、快適に探索するための技を開発し共有してきたから今がある。

			「そんなに、あいつらの話が面白かったのなら、もっと話してやろうか？　地下迷宮残酷物語なら俺もいろいろできるぞ。あいつらの話なんてまだまだ序の口だ」

			「いえ、いいです」

			「……興味はあるけど、食事中に排泄物の話なんて聞きたくはなかったわ」

			　体外に出ていく水分の再利用は、地下迷宮探索のなかではわりとポピュラーなほうだったりする。

			　末期は、共食いまであるからな。

			　地下迷宮の深くで荷物を失った探索者はそこまですることがある。魔物を食えば瘴(しよう)気(き)で死ぬが、人間を食っても死にはしない。

			「前も言ったが、地下迷宮は深くなればなるほど、魔物よりも人間が怖くなる。……飢えて死ぬぐらいなら人から奪う。というのは極めて自然な発想だ。他人の眼もない。極限の状態になれば、人の理性の皮なんてあっさりはがれる……そうでなくても気が狂う奴もいる。クーナやアンネのような若くてきれいな女の子は特に危険だ」

			　ちょうどいいので忠告だ。

			　俺が近くにいればいいが、常に傍にいられるとは限らない。

			　特に洞窟エリアは罠(わな)や崩落のオンパレード。俺たちが分断される危険性もある。

			　……クーナもアンネも人が良すぎるのだ。

			　騙されて食い物にされる危険がある。

			「はい、地下迷宮ではソージくんとアンネ以外は全員敵で私を騙そうと思っている。それぐらいの気構えでいます！」

			「クーナ、いくらなんでもそれは行きすぎていると思うわ」

			「いや、それぐらいでいい」

			　クーナの言っていることは正しい。

			　それぐらいじゃないと、あっさりと騙される。

			　……そして、今も。

			　まったく、なんてタイミングだ。

			　槍を構えて入り口を睨(にら)む。

			　結界に反応があった。

			　俺がテント周辺に張った結界は、魔力消費が激しく維持が難しい防御型ではなく、侵入者の存在を術者に伝える感知型だ。

			「クーナ、アンネ、衣服を整えろ。来客だ」

			　クーナとアンネが頷いて、それぞれの武器を手に取る。

			　それを確認してから口を開く。

			「いったい、こんな時間に何の用だ？」

			　結界に引っかかったのは三人。

			　その三人組の侵入者が止まる。

			「夜分、遅くに済まない。話がしたくてやってきた。我々は怪しい者ではない。【白狼旅団】そう言えばわかるであろう？」

			　妙に偉そうな口調だ。

			　というか、【白狼旅団】そう言えばわかるであろう？　なんて、完璧に上からの発言だ。

			　……めんどうな匂いしかしない。

			【白狼旅団】は、封印都市では三番手か四番手に位置する巨大クランだ。

			　クランには関わらないようにしているからこそ、大手クランの情報収集は定期的に行っている。

			　彼らと鉢合わせをしないようにするには情報を集めるしかない。

			「すまないが今日は帰ってくれないか？　こちらのパーティには若い女性が二人いる。このテントに男を招き入れるつもりもなければ、目を離すのも不安だ」

			　テント越しに、いらっとした空気が伝わってくる。

			　おそらく、【白狼旅団】の名前を言えばぺこぺこと頭を下げるとでも思っていたのだろう。

			　荒々しい足音が聞こえた。

			　クーナとアンネを背中にかばう。

			「そう言われても帰るわけにはいかん。我々も子供の使いではないのでな」

			　ついにテントの中まで入ってきた。

			　均整のとれた体つきの三十半ばで嫌味な顔をした男と、背後に別の大男が二人。

			　嫌味な顔をした男がリーダーだろう。

			　魔術を行使してランクを見抜く。

			　リーダーはランク２上位。残り二人はランク２下位と言ったところだ。

			　荒事になっても問題ない相手。二十秒あれば全員無力化できる。

			　……とはいえ、【白狼旅団】全員を敵に回すリスクは負えない。

			　話し合いをするとしようか。

			「許可なしに押し入ってくるとは、失礼な客だな。こちらに用事はない。手早くすませて帰ってくれ」

			「貴様！　小僧のくせに生意気な！　我々を誰だと――」

			　後ろの大男が怒鳴る。

			　その大男を、リーダーらしき男が手で制する。

			「私は【白狼旅団】のバフォルだ。単刀直入に言おう。君たちをスカウトに来た。……【魔剣の尻尾(しつぽ)】の噂は聞いている。君たちは若いパーティであるにもかかわらず、目覚ましい活躍をしているようではないか。だが、そろそろ単独での探索は辛いだろう。君たちは我々のサポートがあればもっと羽ばたける。そしてその資格がある。だからこそ、こうして幹部である私が直々に来てやったのだ」

			　やっぱりそう来たか。

			　噂という言い方をしているが、実際のところは常に素材の換金所で聞き込みをしているのだろう。

			　どの素材をどれだけ持ち込んでいるかで、パーティの狩りの成果や強さなんて一目瞭然。

			　大手クランともなれば、それなりの情報網は持っている。

			　そこで、躍進するパーティがあれば、こうしてスカウトに来る。

			　稼げるパーティは、どのクランも喉から手が出るほど欲しい。ましてや、若く経験が浅い。……世間知らずで利用しやすいカモとなればなおさらだ。

			　とどめは光水晶がたっぷり入ったリュックを無造作に置いていたことだ。

			　疲れていたとはいえ、ずさんなことをしてしまった。

			　もっとも、遅いか早いかの違いだろう。

			　光水晶を換金した瞬間、次々に大手クランからスカウトが来ることは予想できていた。

			　どこのクランも洞窟エリア以降で戦えるパーティを放っておきはしない。

			「お断りだ。俺たちは騎士学校の学生だ。もともと、長期間の探索を行う予定がない。四日程度の探索を行うだけの荷物は独力で持ち運べる。支援の受けようがない」

			【白狼旅団】のバフォルの表情が少し歪(ゆが)んだ。

			　いらっとしているようだ。

			　だが、それを押し殺そうとしている。

			「君たちは勉強不足だな。クランというのは君が思っているより、ずっと多くのメリットがある。クランに所属していれば物質的な支援だけじゃなく、いざという時はクランの面々と助け合えるし、外に出回らないありとあらゆる情報を手に入れられる。一つのパーティでは倒せない大物も狩れる」

			「それも結構。他のパーティの助けが必要になるような危ない狩りはしない。それに、【白狼旅団】に集められる程度の情報に興味はない」

			　同じクラン同士の助け合い？

			　寝言は寝て言え。極限状態で助け合いなど期待できない。

			　それどころか、クラン内の政治抗争で足を引っ張られるほうがよっぽど怖いのだ。

			　情報とやらにもまったく期待できない。

			　その後も、バフォルはクランの魅力をアピールし続けるが、そのすべてを断る。いい加減うっとうしくなってきた。

			「もう、この辺にしてくれ。言っただろう。俺たちはクランに入るつもりがない」

			　断言する。

			　すると、ついに我慢の限界が来たらしい。

			「そんなことを言っていいんだな。優しくしてやったらつけあがりやがって！　【白狼旅団】を拒んだらどうなるかわかっているだろうな!?　明日からまともな探索なぞできないと知れ！　もう一度だけ言うぞ。【白狼旅団】に入れ！　脅(おど)しじゃないぞクソガキ！」

			　薄々気付いていたが、これがこの男、バフォルの本音だ。

			　そして、そんなことは覚悟の上だ。

			「好きにすればいい。俺たちは全員ランク３だ。ランク３のパーティに喧(けん)嘩(か)を売って、無事に済む間抜けがいるとは思えないが……いるならやってみるといい。おまえたちの稼ぎ頭が潰されないといいな？」

			【白狼旅団】は三つほどランク３のパーティを持っているし、二人ランク４がいる。

			　しかし、それぐらいの戦力なら、俺たちが切り札を使えば突破は容易い。

			　黙って殴られはしない。戦いを挑むなら受けてたとう。

			　大人しく【白狼旅団】に入って、搾取されてストレスを受け続けるぐらいなら戦争したほうがましだ。

			「てめえ、もう我慢できねえ！」

			　後ろの大男が剣を振りかぶって襲い掛かる。

			　遅すぎる。一歩踏み込んで、顎(あご)に掌底をぶち込む。

			　骨を砕いた感触。大男がテントの外に吹き飛ばされ、ぴくぴく痙(けい)攣(れん)し始めた。大男の顎から青い加護の光が立ち上る。

			　傷は加護で癒せても、脳を揺らした。半日は目を覚まさないだろう。

			「これは正当防衛だ。……こっちから仕掛けるつもりはなかった」

			「クソガキども、後悔するなよ」

			　バフォルが去っていく。

			　もう一人の大男が慌てて気絶した男を担いで出ていく。

			　クーナとアンネが口を開く。

			「怖かったです。やっぱり、クランってろくなものじゃないですね。入らなくて正解です」

			「そうね。あんな人たちと一緒にやっていける自信はないわ」

			　二人が正直な感想を漏らす。俺は苦笑する。

			「すまない。もうちょっと穏便にできると思ったけど無理だった」

			「いいです！　ソージくんがやらなければ私がやっていました！　新必殺。ふぉっくすらっしゅで、えいえいっと」

			　謎の新必殺技名をクーナが告げる。

			　ふぉっくすらっしゅとは何だろう。フォックス・ラッシュ(キツネ連撃)、もしかしたら、フォック・スラッシュ(キツネ斬撃)かもしれない。微妙に気になる。

			「私も同意見ね。あんなに失礼な相手だもの。謝る必要はないわ。ただ、これからは注意が必要よ」

			「だな。いつも以上に気を付けよう。とりあえず、今日は寝ようか」

			　二人が頷く。

			　強くなれば目立つ、目立てば面倒な奴らが寄ってくる。

			　これは探索者をやっていれば逃れられない。

			　明日は、早朝には出発しよう。

			　まったく、最後の最後で余計なトラブルを抱えてしまった。

			　一応、騎士学校にも、【白狼旅団】とのトラブルを報告しておこう。

			　……【白狼旅団】も王立の騎士学校と表立って争いたくないだろう。ある意味、騎士学校というのは一つのクランのようなものだ。

			　頼れる権力には頼るのも俺のポリシーだ。

			　結界の感度を上げておく。

			　念のため感知型の結界に、攻性防壁の結界も接続しておこう。

			　防御力のある結界を常時発動すれば魔力がいくらあっても足りないが、感知型と連動させ、侵入者が現れた場合だけ迎撃するようにすれば魔力を節約できる。

			　火矢をぶち込まれても安心な強いものを用意しておこう。

			　よし、これでぐっすり眠れる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　深夜、感知型の結界が反応したので目をこすりつつ表に出る。

			　無事だったほうの大男が感電して倒れていた。

			　電撃はいい。傷を負っても加護で回復できる世界ではいかに気を失わせるかが重要だ。電撃はいい感じに意識をとばしてくれる。

			　……うん、やっぱり結界は便利だ。

			　とりあえず、服が焼けきれて見苦しい大男を思い切り蹴っ飛ばしてからテントに戻る。クーナやアンネにあんなものを見せたくはない。

			「まったく、わかりやすい奴らだ」

			　テントに戻る。

			　今度こそゆっくり眠れそうだ。

		

	
		
			第12話　ヴァジュラ復活

			　

			　バカが一人罠(わな)にはまってからは【白狼旅団】の連中もちょっかいをかけてこなくなった。

			　奴らが「勝てる」と思えるだけの戦力が集まらない限り、もう襲撃はないと思っていいだろう。

			「ソージくん、おはようございます」

			「おはよう、クーナ」

			　クーナが眠そうに眼をこすりながら起き上がり、アンネをゆすって起こしている。

			「クーナ、俺は外で朝飯の準備をしてくる。その間に支度を済ませてくれ」

			「はい、任せてください。……アンネ、起きてください。起きないと、いたずらしちゃいますよ」

			　クーナが気になることを言って怪しげな笑みを浮かべた。

			　そのいたずらというのを見届けたい気もするが、我慢して外に出る。

			　早く朝食を済ませて、地下迷宮を出たほうがいいだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　無事、朝食と片づけを終わらせて地上に出た。

			　ちょうど昼過ぎで太陽が眩しい。

			「うーん、やっぱり本物の太陽はいいですね！」

			「なんとか昼過ぎに帰って来られたわね。これなら、課題を終わらせることができるわ」

			「アンネ、せっかくいい気分でいるんですから、課題のことは思い出させないでください！」

			「……早めにやらないと、あなたは夜になってから泣きついてくるじゃない」

			　ほとんどの課題を地下迷宮に持ち込み夜にテントの中でこなしていたが、一部参考書が嵩(かさ)張(ば)るものがあり、そちらは部屋に置いてきていた。

			　アンネの言う通り、早めに手を付けないと泣きを見るだろう。

			　四日も探索したので疲れているが、やらないわけにはいかない。

			「やっぱり、四日をすべて探索に回すのは辛いな。今までみたいに、三日で探索を終わらせて一日は休息と学園の準備に費やしたい。……とはいえ、洞窟エリアまで向かうなら四日ないと移動時間だけで終わるからな」

			　騎士学校の場合、週の最初の三日は学校での授業があり、残りの四日で探索を行うことになる。

			　四日まるまる休みではなく、授業がないだけで、授業の少なさを埋める多数の課題が出される。

			　四日すべてを探索に回すと、そのうちクーナたちが倒れてしまうだろう。

			「ソージの言う通りね。一月ぐらいなら耐えられるけど、これがずっと続くのは辛いわ」

			　我慢強いアンネが弱音を吐くのも無理はない。

			　地下迷宮探索は、心身ともにかなり疲れる。休みなしで挑み続けるのは無理がある。

			「ですね。一日もお休みがないのはしんどいです。かといって、洞窟エリアに行かないのはありえません。ソージくん、なにかいい手を考えておいてください！」

			「……クーナは相変わらずだな」

			　この人任せな感じは、クーナ特有だ。

			　いろいろと裏技を使ってでも、三日で洞窟エリアに行って十分な狩りをする方法を考えておこう。

			「まずは、換金だ。光水晶がたっぷりあるから、かなりの金額になるぞ」

			　背負っているリュックをゆらすと硬質な音が響く。

			　リュックの中すべてが高価な光水晶だ。

			「やった！　今日はごちそうです！　前から気になっていたお店があったんですよ」

			「私は、鞄(かばん)と靴(くつ)を買い直したいわね。だいぶガタが来ているから」

			「これだけあれば、ごちそうだって鞄や靴だって余裕だな」

			　二人の表情がほころぶ。

			　ランク３にならないと、たどり着けない場所にあり、需要もあるお宝だ。高く売れるだろう。

			　……いや、全部売るのはやめたほうがいい。一つずつ自分たちの分を確保したいし、そのほかにも素敵な使い道を思いついた。

			「クーナ、クーナはエルシエで光水晶は見たことがないんだな？」

			「ないですね。エルシエの地下迷宮には存在しないと思います」

			「光水晶をシリルさんたちは喜ぶと思うか？　喜んでもらえるなら世話になったお礼に送りたいんだ」

			　彼らにはずいぶんと世話になった。

			　少しでもお礼をしたい。

			「すごく便利ですし、きっと喜ぶと思います！」

			「わかった。なら、俺の取り分からプレゼントしよう。クーナ、アンネ、換金前に食事をしながら、良さそうなものを選ぶのを手伝ってくれ」

			　二人がこくりと頷く。

			　恩を感じているのは二人も同じようだ。

			「ソージ、あなたの取り分を減らす必要はないわよ。プレゼントにするのを選んでから三等分にしましょう」

			「はい、私も同じ意見です。ソージくんばかりにいい格好はさせませんよ。三人からのプレゼントです！」

			　苦笑してしまう。

			　やっぱり、俺たちはいいパーティだ。

			　さっそく換金所に向かおう。二人に背中を向ける。

			　すると、左腕に温かくて柔らかい感触。

			　クーナかアンネが抱き着いてきたようだ。……アンネじゃない。それなりに大きな胸だ。これはクーナだな。

			「クーナ、街中で抱き着いてくるな。恥ずかしい。そういうのは部屋でだ」

			　そう言いつつ振り向くと、少し離れた位置にいたクーナがきょとんと首を傾げる。

			　あれ、おかしい。

			　クーナじゃない。だとしたら誰だ？

			　俺は常に周囲を警戒している。気を許しているクーナとアンネ以外なら、近づかれれば気付くはず。

			　……超一流の刺客か？

			　おそるおそる左腕のほうを見る。

			「ソージ、久しぶり。お届けものを持ってきた」

			　そこにいたのは、銀の火狐。

			　どこか無表情なクールビューティ、クーナと同じくキツネ耳ともふもふ尻尾(しつぽ)をもつ、……クーナの姉のユキナだ。
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			「ユキ姉様!?　どうしてソージくんに抱き着いているんですか」

			「ノリと勢い。……がっしりしてなかなか好み。ソージ、クーナに飽きたら教えて。私がもらってあげるから」

			「ユキ姉様！　何を言っているんですか!?」

			「冗談」

			　ユキナがくすりと笑って、軽やかな足取りで離れる。

			　相変わらず、いい性格をしている。

			「思ったより早く着いたようだな」

			「ん。急いで来た。寮についたらまだ地下迷宮から戻って来てないって聞いて、ここに来た。ソージ、受け取って」

			　ユキナが背中に巻き付けていた巨大な布に包まれた棒を渡してくる。

			　それは、俺の槍。

			　機械魔槍ヴァジュラの外殻。

			　これを付けることで、ヴァジュラは真の姿を取り戻す。

			　シリルさんが弄(いじ)ったというのは本当のようだ。彼の魔力を強く感じる。

			「ありがとう。……シリルさんに礼を伝えておいてくれ」

			「ちゃんと言っておく。それから、三人ともご飯はまだ？」

			　俺たちは頷く。

			　朝食からだいぶ時間が経って、今は昼食時だ。

			「なら、付き合って。食事代は気にしないでいい」

			「いや、わざわざ来てもらったのに、奢(おご)ってもらうのは悪い」

			「気にしないでいい。無料だから。エルシエワインは、美味しい料理を出す店にしか仕入れさせない。何か月かに一回、エルシエワインを扱うのにふさわしい店かを確認する。代金は店持ち。四人で行くことを事前に話してる。一人だと複数のお店を回るのはきつい」

			　なるほど、そういうことか。

			　エルシエワインは大人気だが、数が少なく入荷が難しい。

			　どうやって、店が入荷しているのかは気になっていた。

			　まさかユキナが気に入った店に卸していたとは思わなかった。

			「そういうことなら、甘えさせてもらう」

			「ん。どこも美味しい店。だからエルシエワインを卸している。回る店は五軒。徹底的に付き合ってもらうから覚悟して」

			　美味しい店が五軒と聞いて、クーナがキツネ尻尾(しつぽ)をぶんぶんと振り始めた。

			　アンネのほうも目を輝かせている。

			　俺も楽しみだ。

			　そうして、ユキナに案内されて、次々に店をはしごすることになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うぷっ、もう食べられないです……」

			「どこのお店も美味しいけど、さすがに五軒は苦しいわ」

			「だな、食いすぎた。しばらくは、あっさりしたものが食べたいな」

			　ようやくレストラン回りが終わった。

			　今は公園のベンチで休憩中。

			　俺たち三人がぐったりする横で、ユキナはメモを読み返していた。

			　ユキナは、味のチェックの他にも客の様子を眺めたり、店主から意見を聞いたり、少しでもエルシエワインを良くしようとしていた。

			「三人とも情けない」

			「いったい、その細い体のどこに入るんだ……」

			　ユキナは妖精のように可憐な少女だ。

			　それなのに、俺たちよりもたっぷりと食べていた。

			　クーナもかなり食べるほうだが、そのクーナを上回る。

			「美味しいお酒を造るには、いっぱい食べて、いっぱい飲むことが必要。……今回もいい勉強になった。どのお店もすごくがんばっている。出荷の継続は決定」

			「たしかに食べすぎて苦しいけど、どのお店もすごく美味しかった」

			「はい、そのせいで苦しくてもがんばりすぎちゃいました。うぷっ」

			「クーナは食い意地が張りすぎよ」

			　ユキナの選ぶ店は、いい材料を使い、手間を惜しまない店だった。

			　それでいて、驕(おご)り高ぶった感じがなく、親しみやすい店ばかりだ。

			　彼女の話では、料理以外に金をかけて値段を吊り上げる店は好きになれないとのことだ。

			「気に入ってもらえてよかった。本当に美味しい店じゃないとエルシエワインは卸さない」

			　このセリフはよほど自分の造ったものに自信がないと言えないセリフだ。

			　彼女がまぶしく映る。

			「ソージ、クーナ、アンネ。今日は楽しかった。そろそろ帰る」

			　ユキナが立ち上がった。俺も慌てて立ち上がる。

			「待ってくれ。お土産があるんだ」

			　背負いっぱなしだったリュックを下ろし、光水晶を広げる。

			「これはいったいなに？」

			「封印都市の地下迷宮でとれる鉱石で、永遠に輝き続ける。夜の照明にもってこいだ」

			「素敵。蝋(ろう)の臭いが酒に移るから、酒蔵での明かりはいつも困ってた。これがあればお酒造りが楽になる」

			　ユキナの表情が柔らかくなる。

			　いつも無表情な彼女にとって、最大級の喜びの表現だ。

			「必要なだけ持っていってくれ。色も光の強さもいろいろあるから。ちゃんといいのを選んでくれよ……その間に俺たちはシリルさんとライナさん向けのを選ぶ」

			「ソージくん、任せてください！　父様や母様、姉様の好みは、ばっちりです。兄様はわりとどうでもいいです！」

			「クーナ、そのセリフをライナさんが聞いたら泣くわよ？」

			　クーナは素知らぬ顔だ。

			　ライナはひどいシスコンで、愛が重すぎてあまりクーナに懐かれていない。

			　悲しい。ユキナがくすりと笑う。

			「素敵なお土産。ありがとう。遠慮なくいただく。……お礼がしたい。いつでもいいから、エルシエに来て。秘蔵のお酒を出すから。ソージに昔渡したヴァリス・エルシエワインよりすごいの」

			「それを聞いたからには、絶対に行かないとな」

			「はい、ユキ姉様の秘蔵の酒とか飲まないわけにはいきません！」

			「ヴァリス・エルシエワイン以上のものなんて、値段をつけることすらできないわね」

			　それから、ユキナは真剣な顔で三つの光水晶を選び、俺たちは協力してお土産用のものを選別した。

			　……とはいっても、ライナ以外に渡す光水晶はシリルさんたちの好みを知っているクーナ任せだが。

			　ライナのは、俺とアンネが彼に似合いそうなのを選んだ。

			　選び終えた後は、門までユキナを見送る。

			　彼女の馬車が見えなくなるとクーナが口を開く。

			「ソージくん、ヴァジュラがやっと完璧になりますね」

			「だな。外殻がないとやっぱり格好がつかない」

			　次に地下迷宮に潜る時には、ヴァジュラを真の姿で暴れさせられるだろう。

			【白狼旅団】の脅(きよう)威(い)がある今、戦力アップはありがたい。

			「さて、寮に戻ったら今日は早めに寝ちゃいましょう！　明日から授業です。ちゃんと備えないと」

			　クーナが鼻歌を奏でながら背を向ける。

			　寝言をいうクーナの首根っこをしっかり押さえる。

			「……帰ったら、まずは課題だ。クーナ、まさか明日の朝になって泣きつけば写させてもらえるなんて思ってないよな？」

			「なっ、なんのことかわからないです。そっ、そんなこと思ってないですよ」

			　これほどわかりやすい嘘はない。クーナはけっこうずるがしこい。

			「帰ったら、三人で勉強会ね。……クーナ、忘れたなんて言わせないし、明日の朝になってできてなくても写させないわよ？」

			「ううう、騎士学校辛いです。もうずっと地下迷宮もぐっていたいです！」

			　俺とアンネは顔を見合わせて笑う。

			　地下迷宮暮らしが続けば絶対にクーナは学校に戻りたいと騒ぐだろう。

			　こうして、俺たちは満腹になったお腹を押さえて寮に戻った。

			　しっかりとクーナにも宿題をやらせて就寝した。

			　明日からの学園生活。

			　そろそろ魔術師たちを集めての講演会の日時が決まる。

			　明日からもがんばっていこう。

		

	
		
			第13話　講演会に潜む陰謀

			　

			　俺たちは寮で朝食を終えてから学校に向かう。

			　昨日、寮に戻ってからは大変だった。

			　ユキナのレストラン巡りに付き合ったおかげで、かなり遅い時間になっていた。

			　しかも、満腹感と四日間もの地下迷宮の探索の疲れにより眠気が押し寄せる。

			　そんななか、課題をしなければならなかった。

			　疲労と眠気と戦いながら、俺の部屋で課題に取り組んだ。

			　課題を終わらせるのに深夜までかかってしまった。

			　さっそく光水晶が役立ってくれた。

			　やはり、ろうそくよりずっと便利だ。交換の必要もないし火事の心配をしなくていい。

			　いろいろあって、光水晶の換金タイミングを逃してしまっている。早めに換金しないと。

			「ううう、眠いです。授業中に倒れちゃいそうです」

			「講師によっては、居眠りは、即欠席扱いになるから注意しろよ。俺たちは出席日数が危ないんだから」

			「わかってます……私はこう見えて、ばれない居眠り、キツネ寝入りが得意なんです！」

			　まったく自慢できないことにクーナは胸を張る。

			　クーナは、ドジをしがちなくせにさぼることに関しては妙に要領がいい。

			　見つかるようなドジはしないだろう。

			「ソージは元気ね。私たちが帰ってから、まだ何かしていたみたいなのに」

			　アンネも、目をこすりながら聞いてくる。

			　四日分の地下迷宮の探索は、やはりきついと再認識する。

			　彼女が言う通り、課題を終わらせたあと、俺は一人で作業をしていた。

			　その作業とは、シリルが直してくれた機械魔槍ヴァジュラの調査。

			　砕かれたヴァジュラを修復する際に手を加えたと彼が言っていたのだ。

			　調べないわけにはいかない。

			　……調べてみて驚いた。やってくれる。いい勉強になった。

			　いつか、どこかで意趣返ししてやらないとな。やられっぱなしは趣味じゃない。

			「まあ、俺はいろいろと裏技を使っているからな」

			「眠気が覚める裏技ですか！　うらやましいです。教えてください。それさえあれば、夜更かしし放題になります！」

			　クーナがキツネ耳をピンと伸ばしながら詰め寄ってくる。

			「俺のはただ、即座に深い眠り……ノンレム睡眠状態にもっていって、そのまま持続させるってだけの魔術だよ。言うだろ？　死んだように眠るって。あれだな。だけど、この魔術はクーナに教えられない。たまにする分には短時間でばっちり疲れが抜けていいが、レム睡眠にも、ちゃんと大事な役割がある……クーナのように調子に乗る奴に教えて毎日使われるのが怖い」

			　この魔術は、どうしても睡眠時間がとれない時の緊急措置でしかない。

			　とはいえ、いつでも一瞬で深い睡眠に入れるというのは便利で、使いやすい魔術だ。

			「ううう、人を子供みたいに！」

			「クーナ、あなたの今までの行動を振り返ってみなさい」

			　アンネが鋭い突っ込みをする。

			　調子にのってドジるのはクーナの十八番だ。

			「もういいです！　私は大人しく、寝ていい授業では寝つつ、眠っちゃ駄目な授業ではキツネ寝入りしますから！」

			　俺とアンネは顔を見合わせて苦笑する。

			　……クーナ、お願いだから真面目に授業を受けてくれ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　授業はつつがなく終わった。

			　クーナは朝よりもずっと元気だ。目の下の隈がなくなり、元気はつらつといった様子だ。

			　きっと、ぐっすり眠ったのだろう。

			　居眠り宣言していたので、厳しい講師の授業中、クーナの様子を見ていたが、キツネ寝入りはすごかった。

			　あれなら、たしかに居眠りなんてばれない。それを習得する努力をもっと別のところに割いてほしいものだ。

			　片づけをしていると、クーナとアンネが寄ってくる。

			「ソージくん、せっかくの放課後です！　街に行きましょう。デートです、デート」

			　やけにテンションが高い。その理由を考えると、すぐに答えが出た。

			「光水晶の換金ついでに、奢(おご)ってもらえると思っているだろう？」

			「うっ、そっ、そんなことないですよ」

			　クーナは視線を逸らして口笛を吹く。

			　わかりやすい奴だ。

			「昨日は、ごちそうはこりごりです。なんて言ってなかったか」

			「記憶にないですね。たしかに、ちょっと胃はもたれていますが、あっさりして美味しいごちそうなら問題ありません！」

			　……もう、なんでもありだな。

			　たしかに、光水晶は換金したほうがいい。

			　かなり高価なものだし、あまり手元に置いておきたくない。

			　それに、そろそろ銀行に行って口座を作っておくか。

			　あれを売ればかなりの金額になる。

			　金貨というのは嵩(かさ)張(ば)るし重い、全財産を持ち運ぶとそれだけで荷物が多くなるし、不用心だ。

			　今までは、寮に備え付けの金庫で資産の大部分を管理していたが、金額が金額なので銀行を使うべきだろう。

			「わかった。行こう。アンネはどうだ？　軽い物なら食べられそうか」

			「ええ、大丈夫よ。……海産物が食べたいわね。新鮮な白身魚がいいわ」

			「それなら、たしか【群青の鷹】が教えてくれた店があったな。あっさりして酸味があるソースをかける、蒸し魚が看板料理の店だ」

			　やけに、うまそうに語っていたから覚えている。

			　あの時は、魚よりも肉だろうと思っていたが、あれだけこってりしたものを食べた後だとさっぱりした白身魚が魅力的に思えてくる。

			「いいですね！　じゃあ、さっそくレッツゴーです！　その前に寮へ戻って着替えですね」

			　いつもならそうする。

			　騎士学校の服というのは、それなりに有名だ。

			　着ているとそれに恥じない行動をしないといけないし、いろいろと色眼鏡で見られる。

			　だが……。

			「いや、今日は着ておいたほうがいい。【白狼旅団】の連中がちょっかいを出してくるかもしれないからな。制服がある程度の抑止効果になる」

			　騎士学校は国立の機関だ。そして、優秀な探索者を何人も生み出し、その探索者たちはいたるところで活躍している上、裏で繋がっている。

			　そこの学生に、理不尽に喧(けん)嘩(か)を売るのは【白狼旅団】にとってもデメリットが大きい。

			　今日の昼休みに、学校で一番頼りになりそうなスゴート教官に彼らとのトラブルを報告している。スゴート教官は釘を刺すと言ってくれていた。

			「ソージの言う通りね。制服の格好のまま街に向かうわ。どっちみち部屋に戻らないといけないのは面倒ね」

			　光水晶は部屋の金庫の中にあるから、そこはあきらめないといけないだろう。

			　三人で、街に出てからのプランを話し合う。

			　そうしていると、扉が開いた。

			　現れたのは俺たちの担任である童顔の女教師、ナキータ教官だ。

			「あっ、良かった。ソージたち、まだいたんだ。今から、スゴートの部屋……ごほん、教育主任室に来て。君の【浄化】の件だよ」

			　そういえば、それもあったな。

			　たぶん、講演の日取りが決まったとかだろう。

			　面倒だが、行かなければいけない。

			「わかりました。すぐに行きます」

			「そうして。あと、クーナとアンネは来ちゃ駄目。わりーと、大事な話をするからね。部外者……でないのはわかっているけど、聞かせられないこともあるんだよ。ごめんね」

			　クーナとアンネは頷く。

			　クーナは一国の姫だし、アンネだって元貴族だ。そのあたりの事情は理解できる。

			「悪いな、二人とも。一緒に行けなくなった。換金と蒸し魚の店は二人で行ってきてくれ。大金だから、ちゃんと銀行に口座を作って預けておくこと。大金を持ったまま、飲みに行ったりするなよ」

			「ソージくん、子供じゃないんだから、それぐらい言われなくてもわかってます！　それから、ソージくんがいないのに、ごちそうなんて食べに行くわけがないです！」

			　クーナの心遣いがうれしい。

			「ソージ、お酒と美味しそうなものをたっぷり買って帰るわ。今日は、あなたの部屋で楽しみましょう」

			「あっ、それはいいですね。さすがはアンネです」

			　部屋飲みか、それも楽しそうだ。

			「じゃあ、任せる。行ってくる。頼んだぞ、二人とも」

			「任せてください！　金にものを言わせて楽しい宴会にしますよ！」

			「……ちょっと、一人でクーナの暴走を抑えられるか心配になってきたわ」

			　こうして、俺はナキータ教官と教育主任室に向かい、二人は街に行くことになった。

			　さて、これで【浄化】関連は終わってくれるといいが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　教育主任室に入る。

			　そこには、スゴート教官、それに初老ながらも鍛え抜かれた体と獅子のような風格を持つ騎士がいた。

			　この人は騎士学校の校長だ。

			　入学式の時に、インパクトのある挨拶をしたので覚えている。

			「ソージ、面談は講演会後の予定だったのに急に呼び出して悪かった」

			「いえ、話が進んでいるようで何よりです」

			　校長まで来ているということは、もうスケジュールは決まり、そして、学園側の意向も決まったと考えていい。その校長が口を開く。

			「やはり、君はいい目をしている。入学式で新入生の代表を務めた時のことは良く覚えている。……大口を叩いただけはある」

			「覚えていてくださったのですか？」

			　俺は新入生の挨拶でかなり派手なことを言った。

			　あの時、その言葉を信じたのはクーナとアンネだけかと思っていたが、この人も何かを感じ取ってくれていたのだろう。

			「何万人もの生徒を見ていると、何かを持っている生徒はわかるものだ……スゴート、彼に今の状況を話してくれ」

			「かしこまりました」

			　スゴート教官は資料を取り出す。

			「まず、講演会については十日後に決まった」

			　十日後となると、一般的な休日だ。

			　研究者たちが集まるには都合がいい。

			　だとしても、あまりにも急すぎるな。

			「……もう少し準備期間が欲しいところです」

			「すまないが、そこは許してほしい。その代わり、今週の授業はすべて出席扱いにする。……普通の生徒であれば、後日に補習などでバックアップするが、君には必要ないだろう」

			　それはそうだ。

			　この学校で学ぶことなどない。

			　学校にいる間は、意識の一割ほどを授業に向けて、残りの九割で探索の準備と、魔術の開発、クーナたちの育成プランをたてている。

			「そうしていただけるなら間に合わせますが……なぜ、そこまで急ぐのです」

			「それがだな。上から圧力がかかっているのだ。まがりなりにも、高位の魔術師なら使える術式が作られた。問題だらけとはいえ、何人かの高位魔術師にかかれば魔石の【浄化】ができてしまったんだ。上も期待している。一日、いや一秒でも早く、常人にも使える【浄化】を開発したいのだ」

			　俺の渡した【浄化】の術式は、普通の人間には使えないぐらいの超高難易度魔術。

			　その簡略を目指して、最高の頭脳が集まり、なんとか超高位魔術師なら失敗は多いが、わずかばかりの瘴(しよう)気(き)を【浄化】することはできたと聞いていた。

			　そんなもの、できたところで意味がないと思っていたが……。

			　なるほど、そこに可能性を見出したというのであれば、納得だ。足がかりができたのなら、いずれは……という考えだ。

			　校長は、そこで言葉を被せる。

			「特に、軍部の連中がいきり立っておる。こんなまどろっこしいことをせずに君を拉致して研究に従事させろと言っているぐらいだ……我が校は生徒の意志を曲げさせることなどはしない。陛下の力添えもあり、突っぱねられたが。講演を一日でも早くという要望は断れなくてな。これでも、ぎりぎり、ここまで延ばしたのだ」

			　それだけの圧力があり、約十日も時間を稼いでくれたのなら、逆に礼を言わないといけないだろう。

			　……待てよ。

			「その日は確か……学園祭では？」

			　そのはずだ。

			　再来週は、地下迷宮に行けないからこそ、先週と今週は無理をしてでも四日間フルに潜って経験値を稼ごうとしていたのを思い出した。

			「そうだ。そのほうが都合がいい。学園祭の成果発表として君の講演を行う……いろいろときな臭い話があってな。その日が一番我らとしても君を守りやすいのだ。護衛のものも多く配置できる」

			　なるほど、そういうことか。

			　……そうだ、いいことを思いついた。

			「あの、校長。招待したい人物がいるのですが？」

			「ああ、構わんよ」

			　ちょうどいい機会だ。

			　彼を呼ぼう。

			　恩返しと、意趣返し、をまとめてできる。……それに保険にもなる。

			　俺がそんなことを考えているとも知らずに、スゴート教官と校長は、淡々と講演について詳細を説明してくれた。

			　これは、いろいろと面白いことができそうだ。

			　……あの人はクーナの制服姿を見たいと言っていたからな。無理にでもスケジュールを作ってやってくるだろう。

		

	
		
			第14話　ソージの怒り

			　

			　スゴート教官に呼び出されて、講演会の日程を聞かされた。

			　来週、学園祭と合わせて行われる。

			　それなりにきつい日程ではある。

			　しかし、講演会までの授業を免除してもらえたおかげで準備はできる。

			　ただ、悩みどころなのは地下迷宮の探索を行うかどうかだ。

			　四日間をフルに使った探索は、クーナとアンネにもかなりの疲労を残した。

			　今週もとなると、かなり厳しいだろう。

			　だが、来週は学園祭がある。つまるところ、今週休んでしまえば、二週間連続で探索ができない。

			「今週は三日で切り上げるか……」

			　ほとんど【洞窟】エリアに行って帰ってくるだけになるが、それでも何もしないよりはましだろう。

			　今週は効率が悪いながらも狩りをし、来週は学園祭。

			　そして、再来週からは本番と行こう。

			「あの、ショートカットを使うか？　でも、あれをやると苦情がすごいからな」

			　……ランク３になった以上、実は切り札がある。

			　いわゆるぶち抜きショートカット。できなくはないが、めちゃくちゃ疲れるし、いろいろとリスクもある。

			　あれはもしものための切り札にしておこう。

			　まずは部屋に戻ろう。考えるのは後だ。

			　クーナたちが戻って来ているかもしれない。クーナたちにも意見を聞いたほうがいいだろう。

			　しかし、部屋に戻ったがクーナたちは戻って来ていなかった。

			　光水晶を換金して、懐が温かくなったはず。

			　探索の疲れをとるために、遊んでいるのかもしれない。

			　さて、俺は講演会のための資料作りでもしようか。相手が猿以下だと想定した上で、それでもわかるように資料を作らないといけない。

			　骨が折れそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今日は、ここまでか。にしても、クーナとアンネは遅いな」

			　そろそろ日が暮れるというのにクーナたちが戻って来ない。少し、心配になってきた。

			　クーナたちは美少女で、今日は大金を持っている。

			　カモネギ状態なのは間違いない。

			　とはいえ、騎士学校の制服を着ているし、彼女たちはランク３。そうそう変なことにはならないはずだ。

			　心配は無用だと理性は言っている、だが、胸騒ぎがする。

			　何かが起こっている気がするのだ。

			　探しに行こう。そう、決める。

			　その矢先に、扉が開いた。

			　クーナたちが帰ってきたようだ。

			「遅かったな。心配したよ」

			　ほっとした。

			　扉のほうを向く。しかし、そこにいたのはクーナでもアンネでもなかった。

			「クーナとアンネだと思った？　残念、ユウリ先輩でした！」

			　ショートカットの元気の良さそうな少女が、おどけた調子で声を張り上げた。

			　……少しだけいらっとした。

			「なんの用だ。ユウリ先輩」

			「ふふふっ、つれないな。せっかく後輩のために来てあげたのに」

			「ユウリ先輩とバカ話をする気分じゃない。帰ってくれ」

			　二人のことが心配だ。

			　この人と楽しくおしゃべりをする気にはなれない。

			「いいのかな？　そんなことを言って。君が心配している二人について教えてあげるために来たのに」

			「なに？」

			　なぜ、知っている？

			　そんな疑問が頭に浮かんだが無視する。

			　この人相手に、そんな疑問をもっても何の意味もない。

			　実際、彼女は知らないはずのことを知り、嘘だけは絶対に言わなかった。

			「教えてください。美しく聡明なユウリ先輩。そう言ったら、教えてあげるよ」

			「教えてください。美しく聡明なユウリ先輩」

			「一切の躊(ちゆう)躇(ちよ)がない!?」

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)している場合じゃない。

			　二人がピンチならなんとしてでも情報を集めないと。

			「ソージはさすがだな。うん、いいよ。好きな子のために必死なソージのために教えてあげる。二人はね、【白狼旅団】の団員から逃げてるところ。【白狼旅団】は換金所で張っていたみたいだね。ソージがいないところを好機と見た感じかな」

			「なっ!?」

			　驚いた。【白狼旅団】に襲撃されたことにではない。

			　それは予想できていたことだ。

			　俺が驚いたのは、あの二人が逃げないといけないほどの戦力を出してきたこと。

			　クーナもアンネもただのランク３ではない。クーナは九尾の火狐になることで、アンネは【第二段階解放】によってランク４を上回る力を発揮できる。

			【白狼旅団】はランク４が二人しかいない。その虎の子を出してくるとは思わなかったのだ。万が一があった場合、収入がガタ落ちになる。

			「ソージ、そんな顔して。状況を根本的に勘違いしているようだね。あのさ、たしかにクーナもアンネも強いよ。向こうがランク４を出してきても、勝てるだろうさ。だけどさ、あの二人に人間を傷つけられると思う？」

			　そう言われて、ようやく現状が理解できた。

			　魔物ならともかく、あの二人に人間を相手に戦う。それも、殺してしまうかもしれない戦いは無理だ。

			　エルシエでの戦争。あれは、そういう空気があった。だけど、今回は違う。

			　ただの厄介な探索者が相手なのだ。二人は躊(ちゆう)躇(ちよ)してしまう。

			　……急がないと大変なことになりかねない。

			「ユウリ先輩、どうせ二人の居場所を教える代わりに、何か交換条件を提示してくるつもりだろ？　交渉している時間はない。どんな条件でも飲む。だから、今すぐ二人がいる場所を教えろ。おおまかな位置がわかれば探索魔術で見つけられる」

			「へえ、そんなこと言っていいんだ」

			「ああ、構わない。時間がないんだ」

			　ユウリ先輩はにやりと笑う。

			　この人は、根は悪い人じゃない。俺が破滅してしまうようなことは頼まないだろう。

			　そもそも、今までのやり取りの中で、彼女に何かしらの目的があり、俺が必要だということはわかっている。

			　だからこそ、この条件を切り出した。

			「二人は、北区画に逃げてるよ。寮のある方面から、うまく反対方向に誘い込まれてる。君に頼みたいことは後で言うね。じゃあ、がんばれ男の子」

			　二人の居場所は知れた。

			　俺はユウリ先輩に返事もせずに窓から飛び出した。

			　一秒でも速く、二人のもとへ行こう。

			　無事でいてくれ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　クーナとアンネは逃走していた。

			　換金が終わってすぐに襲撃を受けたのだ。

			　ランク３が四人。それなりに戦力差はあるが、勝てる相手だった。

			　いきなり、襲い掛かってきて反撃をした。

			　実力の差を知れば引いてくれると思ったからだ。

			　だが、相手の敵意はまったく萎えなかった。

			　実力差は明白なのに、戦いを止めない。

			　……おそらく、意識を落とすか加護をすべて削り切って重傷を負わせない限り引いてくれない。

			　ソージのように器用に脳を揺らして気絶させる術も、加護をすべて削り切るほどの致命打を与えつつ殺さない方法も、二人には思い浮かばなかった。

			　人を殺してしまうかもしれない。

			　そう判断した二人は逃げることにした。

			　二人とも、足には自信があり、逃げきる自信はあったのだ。

			「しつこいです！」

			「なにかしらの手段で、情報をやりとりしているようね……目が張り巡らされているわ」

			　引き離しても引き離しても、すぐに居場所がばれて追撃される。

			　逃げ込んだ先も最悪だった。

			　他人を巻き込まないために人が少ないほうへと移動していたが、結果、いわゆるスラム街に逃げ込んでしまった。

			　ここでは助けも呼べない。

			　二人は、路地裏に入って息を整える。

			「今度こそ、まけてればいいですけど」

			「きっと、無理ね……もしかしたら、ソージみたいに探索魔術が使える人がいるのかも」

			　二人はかなり疲れていた。

			　逃走を始めて二時間、いつもならこれぐらいの運動量を苦にもしないが、人に追われるというのは精神的な疲労が大きい。

			　その精神的な疲れが肉体にも悪影響を与える。

			　クーナのキツネ耳がぴくぴくと動く。

			　足音を感じ取ったのだ。

			　路地裏の前と後ろ両方から男たちがきた。

			　いつの間にか二十人にまで男たちの数が増えている。

			　クーナはソージに教わったランク識別の魔術を使用する。

			　四人のランク３に、六人のランク２、残りがランク１。

			　二人は顔を合わせて頷き合う。

			　もう、手加減なんて言っていられない。殺す気でやらないと殺される……あるいは殺されたほうがマシな目に遭う。

			　クーナとアンネは、それぞれの武器を構える。
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			　だが、震えていた。殺すかもしれない本気の一撃が撃てるかは怪しい。

			　……二人は気付いていない。

			　人を傷つけるという行為のハードルは高い。

			　慣れていない者は、本気のつもりでも技が鈍る。

			　そして、この人数差でのそれは致命的だ。

			「やっと追い詰めたぞ、小娘ども。そう逃げるなよ。これから楽しいことをしてやるんだから」

			「おまえらが悪いんだぜ。【白狼旅団】にたてつくから」

			「生意気な新人にしつけをするのが、俺らのルールなんだよ」

			　獣欲にまみれた目。

			　二人が委縮する。

			　いくら強くても少女であることには変わりない。

			　むき出しの性欲をもった大男二十人に囲まれて、いつも通りというわけにはいかない。

			　腰は引けて、戦意は薄れる。

			　逃げ出したい、その弱気が二人の顔に出る。

			　それを感じ取った男たちが、より強気に出る。

			　男たちはわかっているのだ。二人は自分たちより強い。だが、空気に呑まれた今ならやれる。

			　取り押さえて、とっておきの麻(ま)痺(ひ)毒を飲ませれば、あとは、やりたい放題。

			　二人ともとんでもない美少女だ。

			　今日はたっぷりと楽しめるだろう。……しっかりと教育すれば二度と逆らうことはない。

			　男たちが武器を構えて踏み出す。男たちの股間が膨らんでいた。

			「おまえら、あのキツネ耳は俺の獲物だ。ああいう生意気そうな女が大好きなんだ。たっぷり、ベッドの上で泣かせてやるぜ」

			　リーダーの男がクーナを見て所有権を主張する。

			「別にいいですけど、壊さないでくださいよ。俺たちも後で使うんでね」

			「おまえはいっつもやりすぎるんだよ」

			「そう言うなよ。あのメスは頑丈そうだ」

			　そう言って笑った男は、何気なく上を見上げる。

			　リーダーの上に影ができた。

			　上を見上げる。

			　リーダーが目を見開く。

			　少年がいた。巨大な馬上槍を構えてまっすぐに落ちてくる。

			　魔力を推進力にかえて、青い燐(りん)光(こう)を放ちながら。

			　その少年は、全身に黒い呪文字が描かれている。

			　逃げないと死ぬ、リーダーがそう思ったときには遅かった。

			　その少年はあまりにも速かったのだ。まるで流星のような速度だ。

			　男はかろうじて直撃は避けたが、右腕をもっていかれた。さらに少年の槍は、地面に突き刺さり、クレーターができ、衝撃波で吹き飛ばされ、壁に叩きつけられる。

			　男は血を吐いて気絶する。

			　そう、少年はたった一撃ですべての加護を削り、さらに右腕を粉砕した。

			　加護を失い、欠損した右腕はもう二度と戻らない。

			　彼は知らない。黒い呪文字は、少年の切り札の一つ、【紋章外装】。

			　瘴(しよう)気(き)の鎧(よろい)を纏(まと)うことで圧倒的な力を得る邪法だ。その少年は合わせて【精霊化】という技術も使っている。

			　ランク３でありながら、ランク４上位の力があるのだ。ランク３までしかいない彼らには抗うすべはない。

			「ソージくん！」

			「ソージ！」

			　クーナとアンネは涙目で、うれしさと安心感を込めて、少年の名を呼ぶ。

			　逆に【白狼旅団】の男たちはパニックに陥る。

			　リーダーである最強の男が一瞬で無力化された。

			　そして硬直してしまった。その一瞬が致命的だった。

			　少年は、もっとも人が密集しているところに巨大な馬上槍を構えて、四つの魔力ブースターを全力で起動し【槍突撃(ランスチヤージ)】を放つ。

			　超質量、超高速の槍が襲いかかる。

			　固まっていた八人が、紙くずのように吹き飛ばされ、中心にいた副リーダーの腹に深々と先端が突き刺さる。

			　少年は軽々と、副リーダーごと槍を持ち上げて地面に叩きつける。

			　ぐしゃっとつぶれる音がしてから、槍からずぶりと副リーダーが抜ける。

			「ぎゃああああああああああああああああ」

			　副リーダーが悲鳴をあげて失神する。

			　……死ななかったのは少年が最後の一線で手加減したからだ。そうでなければ、槍はそのまま男の腹を完全に貫いていた。

			　あの【槍突撃(ランスチヤージ)】にはそれだけの威力がある。

			　ぎりぎり、少年には男たちを殺さない程度の理性があった。

			　とはいえ、リーダーも副リーダーも、加護が切れた状態で、これだけ壊されてしまった。重度の後遺症が残る。探索者としては再起不能だろう。

			　少年は口を開く。敵意を込めて。威風を纏(まと)いながら。

			「よくも、俺の女に手を出した。おまえたち、全員無事で帰れると思うな……死なないようには努力する。だが、手元が狂っても文句を言うな。なにせ、俺は殺したいほど憎みながら、手加減してやっているんだ」

			　そうして、再び、彼は槍を構えた。

			　外殻をパージし、巨大な馬上槍は取り回しのいい両手槍に変わる。

			　残された男たちは、すでに自分たちが狩猟者から獲物になったと理解していた。

			　同時に逃げられないことも。

			　それほどまでに、目の前の少年は圧倒的で、殺意に溢れていたのだ。

			　彼らには、少年が死神にしか見えなかった。

		

	
		
			第15話　本当の大人

			　

			　クーナとアンネを襲っていた集団を蹴(け)散(ち)らした。

			　槍を構えたまま、息を吐く。そして、大きく吸う。

			　やばかった。

			　相手は数が多い。初手で蹴(け)散(ち)らさないと詰む。

			　だからこそ、ペース配分なんて考えず、全力でとばした。

			　……幸い、俺はブチ切れていた。今の俺にはぴったりな戦法だ。

			　やっと息が整う。

			　敵の残党を睨(にら)みつける。

			　クーナとアンネを襲っていたのは、約二十名の集団。

			　ランク３の二人が中心。【白狼旅団】の切り札である、ランク４の二人がいなかったおかげで一瞬で始末できた。

			　ランク４がいないとはいえ、この人数相手に真っ向勝負ならもっと苦戦しただろう。

			「重傷者をかついでどこかに行け。今回は見逃してやる……だが、次はない。そのときは殺す。おまえたちのボスに伝えろ。そちらがやる気なら容(よう)赦(しや)はしない」

			　本音を言えば、今すぐ殺してしまいたい。

			　だが、ダンジョン内ならともかく街の中で人を殺せば犯罪だ。

			　かろうじて死なないよう手加減した。

			　……まあ、これでもまだ向かってくるバカや、後日仕返しに来るバカなら殺すが。

			　本物のバカは殺すしかない。

			　軽傷者が、重傷者をかかえて逃げていく。

			　とりあえず、今回の襲撃者には釘をさせた。

			　もう、俺たちに向かってくる勇気はないだろう。

			【精霊化】と【紋章外装】を解く。

			　真の切り札である疑似九尾の火狐化と【紋章外装】を合わせた【蒼銀火狐】は使える時間が短すぎる上に反動がひどすぎる。

			　二人を寮まで送り届けることを考えると使用できなかった。

			「ソージくん」

			　クーナが涙目になって胸に飛び込んでくる。

			　頭をぽんぽんとしてやる。クーナの嗚(お)咽(えつ)が聞こえてきた。よっぽど怖かったみたいだ。

			　アンネが立ち尽くしてうらやましそうに見ている。手招きするとアンネも飛び込んでくる。

			　クーナほど、アンネは素直になれない。だから、甘えるように促す必要があった。

			「二人とも、よくがんばったな。間に合ってよかったよ」

			「怖かったです」

			「ごめんなさい。勝てるはずの相手なのに何もできなくて」

			「仕方ないさ、人間相手で、しかも男だ。悪いのは二人きりで行かせた俺だ。見込みが甘かった」

			　ここまで直接的な手をいきなり使ってくるのは予想外だった。

			　地下迷宮ならともかく、騎士学校の制服を着ていれば人目のある街中で襲われないと思っていた。

			　なにせ、【白狼旅団】は中堅ギルドの一つであり、構成員もかなり顔が割れている。

			　その構成員が騎士学校の女性二人を襲っているという評判が立つのは嫌がるはず。

			　それでも構わず、俺たちへの嫌がらせをしたのはメンツ以外の何かしらの意味があるはず。

			　……再来週の講演会の作業と並行しながら探ってみよう。

			　ただ、嫌な予感がする。

			　もし、俺が【白狼旅団】なら、この状況でもう一手打つ。

			　念のために、手回しをしておこう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アンネとクーナを寮に送り届けたあと、二人を慰め、一歩も部屋を出ないように伝えてから、街を走り回る。

			　……一応の自衛のためだ。

			　アンネとクーナに、どういうルートで逃げたのかを聞いて、そのルート上にある店に顔を出して頭を下げる。

			　腰を低くし、時には同情を引くような身振りと口調で。

			　今やっているのは、証人探しだ。

			【白狼旅団】の連中が、司法に頼る可能性がある。

			　被害者面して自警団に駆け込んで、俺を裁かせようとする。

			　そうなったときに、あくまで仲間が襲われて、それを救うための正当防衛であることを証言してくれる人を探していた。

			　俺の予感は当たったようだ。

			　その口ぶりから、すでに【白狼旅団】の連中に有利な証言をするように根回しされたであろう連中が何人かいた。

			　こういう根回しをしている以上、俺への報復手段の一つに司法を用意しているとみるべきだ。

			　それが知れただけでも意味がある、そして証言してくれる人たちをかなり見つけた。

			　これで、もし敵が動いても対抗できるだろう。

			「わずらわしい」

			　組織で動いている連中は、ただ数が多いだけじゃなくからめ手も得意とする。

			　だから、今まで敵対することを避けていた。

			　しかし、一度敵対した以上泣き言も言えない。

			　淡々と対応しつつ反撃の手を考える。

			　あまりにもうざいようなら、構成員を一人ひとり闇に潜んで襲撃し、灰も残さずに燃やして証拠隠滅なんて手も考慮しないと駄目だろう。

			　クーナとアンネを守るためなら、何だってしてやる。

			「ありがとうございます」

			　証言をしてくれると約束をしてくれた八百屋の老人に礼をし、高めの商品を購入してから外に出る。

			　これだけ、協力をしてくれる人がいればなんとかなる。

			　……ほら、来た。

			「貴様がソージだな。我々は警備団だ」

			「【白狼旅団】から被害届を受けた。貴様に闇討ちを受けて重傷者多数という報告だ。傷害罪で逮捕する」

			　逆らわずに手を差し出す。

			　逆らったところで無駄だ。騎士学校の学生だと割れている以上、逃げられはしない。

			　封印都市エリンは、冒険者が多く、基本何があっても自己責任の街だが、警備団も被害届が出されると対応せざるを得ない。

			　にしても、今回は仕事が早いな。

			　もしかしたら、こちらにも手を回しているのかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　警備団に連行されて、簡易牢にぶち込まれた。

			　抜け出そうと思えば、一分もかからない。

			　しばらくすると別の部屋に連れていかれる。さっそく取り調べを受けた。

			　そこで、今回の経緯を説明した。恋人が多数の男に追いかけまわされ、暴行を受ける直前だった。

			　制止をするも、聞き届けられず、暴力を振るわれたため、やむを得ず反撃をした。

			　警備団の連中は一応話は聞いたというスタンスだ。

			　聞くと、どうやら俺は【白狼旅団】たちが二十人、仲良く散歩しているところにいきなり現れて喧(けん)嘩(か)を売り、十四人を重傷、六人を軽傷にまで追い込んだらしい。

			　一人で二十人以上に喧(けん)嘩(か)を吹っ掛けるなんて、どんなマヌケだ。

			　こんな話を信じるのは、真正の無能か、【白狼旅団】と繋がっているかのどちらかだ。

			　間違いなく後者だろう。

			【白狼旅団】の被害届を裏付ける証人もいるらしい。

			　もし、俺がただの学生ならここで終わりだ。罪人になり騎士学校は退学。

			　地下迷宮の探索許可証も失効し、再発行もされない。

			　だけど、残念ながら俺はただの学生ではない。

			　扉が開かれる。

			　警備団の責任者とスゴート教官だ。

			「騎士学校の責任者として、本校の生徒が拘束された経緯は聞かせてもらった。【白狼旅団】の被害届の内容と、生徒の発言に食い違いがあると聞いている。状況を見る限り、【白狼旅団】の被害届の内容は信頼するに値しない。加えて【白狼旅団】から、生徒とそのパーティは悪質な嫌がらせを受けていた。今回もその一環だろう。生徒を返してもらう」

			　有無を言わさない口調でスゴート教官は断言する。

			　隣にいる警備団の責任者は汗をせわしなく拭きながら、口を開く。

			「とは言いましても、はいそうですかというわけには。実際、【白狼旅団】側には証人がいますし、はい」

			　警備団の責任者は下手に出ながらも、きっぱりと拒否の言葉をはなった。

			　さて、保険を使おう。

			「俺のほうにも証人がいる。クーナとアンネ……俺の仲間が【白狼旅団】の男たちに追いかけまわされているところを見た者たちがいる。証言してくれると約束をしてくれた。これがそのリストだ」

			　保険として、街を回って手に入れたものをスゴート教官に渡す。

			　彼なら、うまくやってくれるはずだ。

			「被疑者本人からの紹介ではとても信用は」

			　まだ、粘るのか。

			　金を握らされているのかと思ったが、弱みを握られているのかもしれない。

			　スゴート教官が、警備団の男の襟を持ち上げる。

			「貴様はどういうつもりだ。【白狼旅団】にいくら積まれたのかは知らないが、街中であれだけ少女たちを追いかけまわしておいて、知らぬ存ぜぬが通用すると思っているのか。すでに街では噂になっている。証人などなくても、被害届と生徒の説明、どちらが正しいかは明白だ」

			「ですが、ですが」

			「正しい判断を期待する。……ここにいるソージは陛下からの勅(ちよく)命(めい)を受けている。彼をこれ以上、ここに拘束するということは、陛下への叛(はん)意(い)だ。ましてや、冤(えん)罪(ざい)での拘束ともなれば、職を失うだけで済むと思うなよ……ここで貴様が冤(えん)罪(ざい)を押しとおしても、すぐに軍が介入して真相究明に動く。私が動くように依頼する。真実はすぐに明らかになるだろう」

			　スゴート教官が言う通り、【浄化】の講演というのは軍の上層部からの強い要請によって、陛下から勅命が出ている。

			　それを冤(えん)罪(ざい)で妨害したとなれば、国家反逆罪にもなりえる。

			【浄化】の講演はわずらわしいだけだと思っていたが、俺の命綱となった。

			　……この警備団の責任者も、【白狼旅団】の言っていることを本気で信じているわけではない。

			　そして、これだけ雑な冤(えん)罪(ざい)事件の真相を隠しきれるなんて、どれだけお気楽な人間でも信じられはしない。

			　警備団の責任者がハンカチを落とす。

			　この男の誤算は、俺のことをちゃんと知らなかったことだ。

			　この男だって、もし俺が陛下からの勅(ちよく)命(めい)を受けているなんて知っていれば、こんなことに協力しなかった。

			「かっ、解放しろ。ソージを、いえ、ソージさんを今すぐにだ」

			　泡を食って、叫ぶ。

			　部下たちは戸惑いつつも、そのための手続きを開始する。

			　……だけど、駄目だ。

			　これだけ迷惑をかけられたんだ。

			　解放しただけで済ませない。ついでに【白狼旅団】への嫌がらせをしないと。

			　さてと、追い詰めるとするか。

			　そう思っていたら、スゴート教官が警備団の上司の肩に手を置く。

			「貴様には二つの選択肢がある。貴様がソージをただ解放しただけで許されるとでも思っているのなら、この件を私は上に報告し、しかるべき罰を受けさせるように進言する」

			　スゴート教官はもともと巨漢の強面なので、すごむと凄じい迫力がある。

			「そっ、そんな、許してください。私には、養わないといけない、妻と子が。そんなことをされたら、露頭に迷って」

			「当然だろう？　貴様は冤(えん)罪(ざい)をかけることで、ソージをそうさせようとしたのだから。自分がそうなる覚悟ぐらいはあったはずだ」

			　スゴート教官はあまり敵には回したくない。改めてそう思う。

			「だが、私も鬼ではない。そもそも、こんなことで仕事を増やしたくない。二つ目の選択肢をやろう。今回の事件を、【白狼旅団】による我が学校の女生徒への暴行未遂事件として扱い、さらに【白狼旅団】から賄(わい)賂(ろ)による警備団の買収の話があり、それを貴様は断り、贈(ぞう)賄(わい)罪で裁く。そうしろ。……貴様は冤(えん)罪(ざい)に加担していない。ただ、提案されて断っただけ。そういう体にしてやる。どちらが得かはわかるだろう？」

			　俺が考えていた落としどころと同じだ。

			　今回の件を利用して、逆に【白狼旅団】を叩く。

			　力なく、警備団の上司が頷き、俺を解放するための手続きがなされた。

			　警備団への買収未遂。【白狼旅団】は解体もありえるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　スゴート教官と街を歩く。

			「助かりました。スゴート教官」

			「今回の件は私の不手際でもある。【白狼旅団】との確執を聞いていたのに、有効な手を打てず、守るべき生徒を危険にさらした。すまなかった」

			　……この人は本当にいい人だ。

			　いや、ちゃんとした大人だ。

			「それに、今回の件は私情も……いや、なんでもない」

			　彼が顔を逸らす。彼の言葉の続きは予想ができる。

			　私情も入っている。

			　スゴート教官は学生時代、先輩だったアンネの母親に惚(ほ)れていた。彼女を想い今も独り身を貫いている。

			　そして、生き写しのアンネのことをそれとなく見守っていた。

			　今回の件、冷静そうに見えて内心ではかなり怒っていたのだ。

			「お礼に一杯奢(おご)りましょうか？　いい店があるんですよ」

			「……ソージ、それは生徒としてどうかと思うぞ。生徒に奢られるなど、教官として面目がたたん。そして、私は酒は好かん。まだ、飯を食べていないだろう。ついてこい、いい麺料理を出す屋台がある。私の奢りだ。奢る理由は聞くな」

			　俺は苦笑する。そして、頷く。

			　スゴート教官が案内した屋台ではラーメンのようなものを出された。

			　具材が山盛りで空腹だった俺にはありがたい。

			　ラーメンもどきを食べながら、今度はクーナとアンネも連れてこよう。

			　俺はそう決めていた。

			　あとで、彼女たちの部屋を訪れよう。

			　今日の件でのフォローが必要だ。

		

	
		
			第16話　ユウリ先輩の依頼

			　

			　なんとか寮に帰って来られて良かった。

			　しばらく拘留されることも十分考えられたので助かった。

			　スゴート教官のおかげだ。あの人は頼りになる。

			「意外に重かったな。まさか、異世界でジロウ系ラーメンみたいなものが食べられるとは」

			　スゴート教官おすすめの屋台で出された料理は凄まじかった。

			　スープはおそらく豚の骨と野菜を長時間煮込んで作られたものだろう。それを魚醤で味付けしている。

			　そこに豚の脂をこれでもかとぶち込む。

			　麺はもっちりした太麺で超大盛。３００グラムは軽くあった。

			　何よりすごいのが具の量だ。湯がいた葉野菜をこれでもかと山盛りにし、肉塊と表現したくなるような分厚いチャーシューを乗せる。

			　さらに、ホルモンの煮込みがスープの中にたっぷりと入れられており、凄まじいボリュームだった。

			　美味しかったが、量は半分程度にしてほしい。

			　クーナならぺろっと平らげてしまうだろう。

			　今度連れて行ってやろう。きっと喜ぶはず。だけど、俺とアンネの分は少なめでオーダーしないと悲惨なことになりそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　自室にたどり着いた。人の気配がする。

			「ただいま」

			「ソージくん！」

			「ソージ！」

			　クーナとアンネが駆け寄ってくる。

			　俺の部屋で待っていてくれたようだ。

			「悪かったな、心配をかけて」

			「悪くなんてないです。むしろ、私たちがちゃんとできていれば」

			「……話は聞いているわ。私たちも行こうとしたけど、邪魔だから来るなと言われてしまったの」

			「スゴート教官なら、そう言いそうだ。でもなんとかなったよ。【白狼旅団】は大打撃を受ける。俺たちに嫌がらせをしている余裕なんてなくなる」

			【白狼旅団】はクーナとアンネへの暴行未遂。それを組織立って実行した。

			　その上、警備団の買収もしくは恐喝。

			　下手をすればクランの解散、下手をしなくても懲罰をくらう。

			　生半可な処罰をすれば警備団のもとに騎士学校と、さらに上から圧力がかかる以上、ぬるいことにはならない。

			　気になるのは、【白狼旅団】の切り札たるランク４の探索者の二人。

			　今回の襲撃には参加していなかった。

			　今後、個人として陰に潜み報復してくる可能性はあるので、そっちは別途警戒しよう。

			「よかったです。やっぱり、怖かったですから」

			　クーナがどこかほっとした顔をする。

			　アンネのほうを見るとちょっと指先が震えていた。

			　……二人とも、昼間の件が堪えている。少女たちにとって、暴漢に襲われるというのはそれだけの恐怖がある。

			　それは、魔物との戦いとはまた違うものだ。

			　フォローしておかないとな。

			「今日は三人で寝よう」

			　たっぷりと愛してやる。

			　こういうときは、肌で温めあうのが一番安心する。

			　強い男が傍にいると体に教えてやる。

			「もう、ソージくんはエッチです」

			「でも、うれしいわ。今日は一人で寝るのは怖いから」

			　二人を抱き寄せ、それぞれと口づけを交わす。

			　そして、そのままベッドへと向かう。

			　今日はいつも以上にたっぷり愛そう。不安も恐怖も忘れるぐらいに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昨日は、ずいぶんとがんばった。

			　二人ともいつも以上に甘えてきた。

			　目を覚ますとクーナが魔法を使い、温かいコーヒーを淹れていた。

			　全裸でコーヒーを入れる姿はなかなかマニアックだがそそる。

			　コーヒーの香りでアンネも目を覚ましたようだ。

			「おはようございます。ソージくん、アンネ。クーナちゃん特製コーヒーを淹れてあげますからね」

			　声が明るい。

			　無理をしている様子もない。昨日のケアがしっかり効いている。

			　アンネの顔色ももとに戻っている。

			　良かった。トラウマになっていなくて。

			　クーナがコーヒーをサイドテーブルに置く。

			　彼女は鼻歌を奏でながら、自分の分には粉末ミルクを入れる。

			　溶けていくミルクをじっと見ながら、アンネが口を開いた。

			「ずっと気になっていたのだけど、ソージは避妊していると言っているわりに、なにもつけないし、最後まで……その、するわよね。どうやって避妊しているのかしら？」

			「あっ、それ、実は私も気になっていました」

			　ミルクでそれを連想するのはどうかと思う。

			　ただ、そういえば説明してなかったな。

			「そういう魔術がある。精子を殺しているんだ。これがあるから、余計なものをつけずに二人を感じながら愛せる」

			　ちなみに、この魔術の開発者は俺だ。

			　ライブラリにも登録されており、プレイヤーたちには大人気だった。

			　この世界の避妊具はかなり性能が悪い。

			　分厚い上にもろくて、はっきり言って気持ちよくなれないのだ。

			　かつて、プレイヤーたちがコンドームプロジェクトを立ち上げたことがある。

			　必死に0.02mmのコンドームを作ろうとしているのを見たとき、天啓のようにひらめいた。

			　そんなめんどくさいことをするぐらいなら、中で出しても大丈夫な魔術を作ったほうが早いのではないか？　そっちのほうが気持ちいいし。

			　そうして、できたのが精子を殺す魔術。

			　これが完成したとき、コンドームプロジェクトにかかわっていたプレイヤーたちからひどく恨まれたものだ。

			　これのおかげで、プレイヤーたちは快適な性生活を送れるようになった。ぶっちゃけて言えば、俺のオリジナル魔術でもっともプレイヤーに使われたのはこれだ。

			　俺の代名詞、【神槍】より使われているのはちょっと寂しい。

			「魔術と才能の無駄遣いです。そんな魔術を作るなんてバカですか！」

			「ソージらしいといえば、らしいわね」

			　クーナは呆れ顔、アンネは微(び)笑(しよう)する。

			「逆に聞きたいが、そのことを不安に思っていたのに、よくそのままにしていたな？　怖くなかったのか」

			　二人が顔を赤くして逸らす。

			「女の子の口から、そんなこと聞けるわけがないじゃないですか！　それに、ソージくんなら……って何言わせるんですか！」

			「私は、その、ソージを信じていたのよ。既成事実が欲しかったわけではないわ」

			「そっ、そうか。避妊はしっかりしているから心配しないでくれ」

			　……ただ、この魔術にも欠点がないわけではない。

			　興奮したり夢中になりすぎて、うっかり魔術のかけ忘れ、失敗、他にも相手が可愛すぎて途中で使う気をなくしたりとトラブルの報告はある。

			　注意しておこう。二人は魅力的すぎる。

			「そろそろ食堂に行こうか、二人はそろそろ準備をしないとまずい。俺は講演の準備のために図書館に行く」

			「ううう、ソージくんだけずるいです」

			「クーナ、あなたは授業を休めば、課題を解けなくなったり定期試験で赤点とるでしょう？　あとで必死にがんばるぐらいなら、普通に授業を受けなさい」

			「正論なんて聞きたくないです！　今が楽ならそれでいいんです！」

			　相変わらずのクーナ節だ。

			　これが出るぐらいなら、もう大丈夫だろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　図書館に行くと言ったのは嘘だ。

			　俺の頭にある情報は図書館に貯蔵されている本を上回る。

			　もっと大事な仕事がある。

			　寮の裏手には、老朽化されて放置されている旧寮がある。

			　ユウリ先輩に、ここへ来るように言われていた。

			「やあ、やっと来たね。待ちくたびれたよ」

			「ユウリ先輩は出席日数が大丈夫なのか？」

			「あはは、そんなの関係ないよ。うすうす気付いているでしょ。……あたしが普通の学生じゃないことぐらい」

			「まあな」

			　権力がありすぎる、情報を知りすぎている。

			　この人が普通のわけがない。

			「まずは、礼を言わせてくれ。おかげで間に合った。ユウリ先輩の情報がなければ、二人を守れなかった」

			「感謝したまえ。まあ、君が思っていたようなことにはならなかったはずだけどね。最後の最後には二人とも、きっちりブチ切れて皆殺しにしていたかな？　ソージと違って、殺さないようになんて余裕がないだろうし。そしたら、さすがにスゴート教官も庇(かば)えなかったから、そっちの意味ではまずかったかも」

			　おそらく、そうなる可能性が高かった。

			　特にクーナは本気で怒ると、半自動的に九尾の火狐となる。

			　そうして、すべてを焼き尽くしただろう。

			　王の勅(ちよく)命(めい)を受けている俺ならともかく、街中で大量虐殺して無事に済むわけがない。

			「それで、いったい俺に何を頼みたい。そのために情報を提供したのだろう」

			　この人は敵ではない。だが、味方でもない。

			　俺たちを救うためだけに動くわけがない。

			「素直な後輩は好きだよ。君に倒してほしい人がいる。君のやろうとしている講演会はめちゃくちゃになる、そいつの手によってね。だから、気にせずやっちゃっていいよ。ちゃんと正当防衛になるから」

			「……話が見えない」

			「君の【浄化】さ、この国の上層部は隠そうとしているけど、うちの国には、たくさん間者が入り込んでいるから、きっちり漏れてる。それをかすめ取りたい国がたくさんある。それ以外にも、探索者の強さを底上げされると困るって連中もいるからね。特に後者が、あたしの敵ってわけ」

			　そういうわけか。

			【浄化】にはそれだけの価値がある。

			「その敵とやらを教えてもらえないか」

			「それはできないルール。いろいろと縛られているんだよね。あたしも、シリルも。というわけで、そいつらは講演の時に君を襲ってくるから、かっこよく皆殺しにしてね。一応忠告……君は強くなったけど、そのままじゃ死ぬよ」

			　ユウリ先輩の話はそれで終わりだ。

			　彼女は去っていく。

			　……今のままじゃ死ぬか。

			　エルシエで徹底的に鍛え上げた俺をも上回る化け物が現れるのか？

			　あるいは数で押し切ってくるのか。

			　そもそも、講演会の場は厳重な警備が予定されている。参加者たちも高名な魔術師たちが多い。

			　そんななか、本当に攻めてくるのかという疑問もある。

			　どちらにしろ、備えは必要だ。

			　本来、講演会のためにしばらく授業を休ませてもらったが、その時間を俺の強化に当てよう。

			　形を繕うだけなら、短時間ででっち上げられる。

			　クーナとアンネが授業に出ているのもちょうどいい。

			　一人でならばこそできる、そんな特訓もあるのだ。

		

	
		
			第17話　捨て身の狩り

			　

			　ユウリ先輩に呼び出され、講演会が襲撃されること、そして講演会を襲うであろう刺客を倒せと依頼を受けた。

			　彼女にはクーナとアンネを助けるために情報をもらった恩があり、断るわけにはいかない。

			　もとより国からの要望である講演会をキャンセルなどできはしないし、降りかかる火の粉を払わないわけにはいかない。

			　講演会の準備をしつつ、全力で鍛えておこう。

			　幸いなことに授業が免除されている。

			　今日から一週間ぶっ続けで地下迷宮に潜るつもりだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　部屋に戻り、長期探索向けの準備を始める。

			　一人での探索は危険度が数段跳ね上がる。

			　状態異常＝死。ミスをカバーしてくれる仲間もいない。

			　だが、それでも行くしかない。

			　今回は一人でないとできない無茶をするつもりだ。

			「クーナ、悪いが使わせてもらうぞ」

			　前回の探索時に使わずに持ち帰っていたクーナ特製のソフトクッキーをたっぷりと鞄に詰める。

			　保存ができて、一つ食べれば一日分の栄養が摂取できるので非常に助かる。

			　クーナたちに書置きを残しておく。

			　……地下迷宮に潜るときはいつも一緒だという約束を破ってすまないと追記した。

			　扉に取り付けられたポストを開いて手紙を確認する、一週間も留守にする。ちゃんと見ておこう。

			「シリルさん、時間を作ってくれたのか」

			　学園祭への招待状を送っており、その返事がきた。

			　クーナの学校生活を見るためにも絶対に来るとのことだ。

			　彼がいれば、講演会の守りは盤石になる。シリルに真正面から挑み勝てる存在はいない。

			　……ただ、気になるのはユウリ先輩がわざわざ俺に倒してくれと依頼したこと。

			　あの人の謎の情報網なら俺がシリルを呼んだことは知っているはずだ。

			　シリルがいるなら手を打つ必要などない。

			　ユウリ先輩の行動には必ず意味がある。用心に越したことはないだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンジョンに潜り、ひたすら奥へ奥へと進んでいく。

			　気配感知が得意なクーナがいない分、いつもより神経が消耗する。

			　それでもやらないといけない。

			　ランクを上げることがもっとも手っ取り早く強くなる方法だ。

			　すでに一泊し、今日は二日目。

			　きっと、書置きの手紙を見たクーナたちは一人でダンジョンに向かったことを怒っているだろう。

			　二人に説明したら、たとえ留年する危険を冒してでもついてくると言い出すのはわかっている。

			　それが嫌だった。彼女たちの夢を壊すわけにはいかない。

			　クーナの特製クッキーを食べながら走る。

			　少しでも速く進むためにろくに魔物を倒していないので食料は持ち込んだもの頼り。

			「まずいけど、うまいな」

			　栄養最優先で過剰に糖分と脂質を含んだソフトクッキーは、甘すぎる上にしつこくて、けっして美味しくない。

			　それでも疲れた体に滋養がいきわたり、体が喜んでいる。

			　さあ、ここからが本番だ。

			　洞窟エリアにたどり着いた。

			　前回は入り口付近でダンジョンワームをおびき寄せて一体一体倒していた。

			　なぜなら、奥へ行けばよりやばい魔物がいる上に、音を立てればダンジョンワームまでやってきてしまう。

			　ダンジョンワームを秒殺できるぐらいでないと洞窟エリアの奥へと進むのは自殺行為だ。

			　今回は、その自殺行為をあえて行う。

			　息がぎりぎり乱れない限界まで加速する。

			　数秒先まで俺がいたところをダンジョンワームが口を開けて通り過ぎていった。

			　サイドステップ。別のダンジョンワームが正面から襲撃してきたのを躱(かわ)す。

			　こうなるのも当たり前だ。

			　洞窟の中を走っているのだ。音と振動を地面越しに奴らに伝えてしまっている。

			　ダンジョンワームの厄介さ、一度見つかって戦闘になればその戦闘音や逃げる際の足音で他のダンジョンワームを呼び寄せる。

			　入口付近なら前の階層に逃げ込めたが、ここまで奥に来てしまうとそれもできない。

			　逃げながら奥へと進むほど、奴らの襲撃頻度がどんどんあがっていく。

			　さきほどから俺を狙うダンジョンワームの数は、五体。

			　冷汗が流れる。

			　追いつかれたら即死だ。この数の同時攻撃には対応できない。

			　だから、ひたすら避けながら前へ進む。

			　あそこへ行けば、こいつらは逃げていくだろうから。

			　開けた場所に出た。半径二十メートルほどはある天井が高い空間。

			　この部屋には光水晶はなく、視界が闇に覆われる。

			　目を閉じて、魔術を行使。魔力の波長を放ち、反響によって周囲の地形を把握する魔術、【レーダーサイト】。

			　これがあれば、目に頼らずに周囲の様子が視える。

			　キリキリキリ、独特の音が聞こえる。

			　奴らのテリトリーに入った証。ダンジョンワーム以上に恐れられる暗殺者。

			　ダンジョンワームが地面の中を泳ぐ音が聞こえなくなった。天敵の気配を察して逃げていったのだろう。あの生命力が高いダンジョンワームですら逃げる相手。

			　深呼吸して、構える。

			　そろそろダンジョンワームと並んで、無数の冒険者を殺した奴らの洗礼が来る頃だ。

			　……それは突然やってくる。

			　地面が消失する。

			　この開けた場所自体が奴らの罠(わな)だ。

			　冒険者たちは、こういった開けた場所に出ると安心する。

			　壁からも天井からも襲い掛かってくるダンジョンワームの脅(きよう)威(い)から解放され、一息ついてしまう。

			　ダンジョンワームの奇襲を回避するために壁から離れて中央までいき、あたりを照らそうと足をとめ、こうして足場を崩され真っ逆さま。

			　しかし、俺はこうなると知っている。

			　機械魔槍ヴァジュラの能力を発動。四機の魔力ブースターを点火。落下を免れる。

			　足元を、魔術の眼で見る。

			　数メートル下まで穴は続いており、その穴には……。

			　カサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサカサ

			　人間サイズの紫色のサソリたちが蠢(うごめ)いている。

			　不気味なことに頭が肥大化しており、牙がびっしり生えそろった口を大きく開いている。

			　ここは奴らのコロニーだ。

			　洞窟内の開けた空間はこいつらが作った罠(わな)だ。奴らの分泌液でできた非常にもろい地面で、獲物が上を通ると地面を崩す。

			　そして、落ちてきた獲物を自慢の毒針で突き刺し群がって食べてしまう。

			　その名をパンドラ・スコーピオン。

			「初見なら対応できないだろうな」

			　足元が崩れること自体はここまで来た冒険者なら何度も経験しているだろう。

			　だが、ダンジョンワームの脅(きよう)威(い)からやっと解放されたという安(あん)堵(ど)、急に暗くなったことに意識が向けられること、さらに崩れるのが部屋ごとで逃げ場がないと非常に性質が悪い。

			　クーナとアンネが一緒なら、あえて罠(わな)に嵌(はま)るなんてことはしなかった。危険すぎる。

			　だが、リスクさえ背負えば一か所に獲物が密集しているという最高の狩場に早変わりだ。

			　スラスターで天井ぎりぎりまで上昇する。

			　そして落下していく。

			　落ちるのを避けるために飛んだのではない、詠唱の時間を稼ぐために飛んだのだ。

			　ランク３の演算能力を得て、極限まで効率的なコードを紡ぎ、それでもなお、詠唱時間が必要な大技を放つ。

			　敵の数は三十四体。

			【蒼銀火狐】で身体能力を向上させて倒すという方法ではきりがない。大規模破壊魔術を使う。

			　紡ぐのはゲーム時代に作った魔術ではない。

			　この世界に来てから作り上げた魔術。

			　限界ぎりぎりの状況で、クーナとアンネの期待に応えるために完成させたもの。

			　槍を背負い、両手を合わせて竜の口を形どる。

			　限界まで周囲のマナをかき集めて圧縮し続ける。

			　マナが悲鳴を上げ始めた。

			　さらに力を込めることでマナが崩壊し、マナが有していたすべての力が放出され、あばれ狂う。

			　その力を束ね指向性を持たせていく。

			　竜の口を形どった両手から、周囲を白く染め上げる圧倒的な光が放たれ、地をはいずる。

			　死の具現たる竜種が使う必殺技(ブレス)を模した魔術。

			「【銀龍の咆(ほう)哮(こう)】！」

			【レーダー・サイト】でパンドラ・スコーピオンの位置はすべてわかっている。一匹たりとも逃さない！

			　落ちながら、魔術を放ち続ける。

			　マナの崩壊現象によって引き起こされるのは消滅の力。

			　地面も、パンドラ・スコーピオンも光と共に消えていく。

			　魔術を打ちつくし、着地。

			　落とし穴はえぐれて、ずっと深くなった。

			「こんな無謀な狩り。二人には付き合わせられないな」

			　鞄から光水晶を取り出し周囲を照らす。

			　魔石が周囲に転がっている。

			　魔石は高位の魔物の物ほど頑丈になっていく。

			　俺自身、なるべく魔石は壊さないように努力した甲斐があって、三十四体のパンドラ・スコーピオンのうち、二十一個の魔石は消滅させずに済んだ。

			　その魔石をすべて拾い上げてから、機械魔槍のブースターで地上に戻る。

			「【銀龍の咆(ほう)哮(こう)】は二回が限度か。相変わらず燃費が悪い」

			　最強の威力を持つ分、消耗もとんでもない。

			　これをランク１で放った過去の俺はどうかしていた。

			　だが、わずか数時間でランク３の魔石をこれだけ手に入れた。

			　片っ端から【浄化】してから取り込めば、今よりもずっと強くなる。

			　少し休憩したら、別のパンドラ・スコーピオンのコロニーを潰そう。

			　一人だからこそできる無謀な狩り。

			　無茶をしてでも、俺は強くなり。クーナとアンネを守る力を手に入れる。

			　今日から、この階層のパンドラ・スコーピオンのコロニーを根こそぎ破壊して回ろう。

		

	
		
			第18話　【魔剣の尻尾】の絆

			　

			　笑えるぐらいにぼろぼろだな。

			　薄暗い穴の底で笑う。洞窟エリアで狩りをし続けた。

			　日付の感覚がおかしい。ただでさえ地下迷宮の中では感覚が狂いやすいが、日の光が入らない洞窟エリアならなおのことだ。

			　俺は、最大まで狩りの効率を上げるためにパンドラ・スコーピオンの巣で眠るようになっていた。

			　パンドラ・スコーピオンはコロニー内に独特のフェロモンを大量にばらまく。

			　ダンジョンワームはわざわざ天敵のコロニーに近づかないし、他のパンドラ・スコーピオンも別のコロニーを襲ったりしない。

			　つまるところ、コロニーを壊滅させさえすれば洞窟エリア内で一番安全なのがここだ。

			　ただ、居住性は最悪もいいところだ。

			　パンドラ・スコーピオンのひどい匂いが充満して吐き気がする。

			　そもそも、こんなところで気が休まるわけもない。

			　洞窟は音が響く、常にダンジョンワームやパンドラ・スコーピオンのうごめく音が耳に届く。

			　懐中時計とメモ帳を取り出す。そうして、何回時計の針が回ったかを書いておき、日付感覚を失わないようにする。

			「今日で潜り始めてまる五日か。そろそろ戻るか」

			　そろそろ戻らないとまずいし、これ以上はもたない。

			　一度のミスで終わってしまう一人旅という重圧、劣悪な環境、命を投げ捨てるような狩りを行っていることも俺を追い詰める。

			　体調よりも精神がやばい。クーナとアンネが恋しい。

			　荷物のほうもまずい。大きめのリュックでテントを抜いてスペースを確保しているが、もう魔石でパンパンだ。

			　連日の狩りで魔力を大量に使うため【浄化】するための魔力が確保できずに、こうして手に入れた魔石を使わずに詰めることになってしまっていた。

			　食料も残っていない。

			　クーナの作ってくれた最後のクッキーを口に運んだ。

			　甘みとナッツの栄養、それにラードのカロリーが染み渡る。

			「ありがとう、クーナ」

			　パンドラ・スコーピオンの肉は食おうとしたが……いろいろと残念すぎた。

			　体液だけは、魔術で水にろ過することでありがたく使わせてもらった。

			　血の滴る肉が食べたい。地上を目指す途中で狩りをしよう。できれば哺乳類型の魔物がいい。美味しいものが食べたい。

			　立ち上がる。視界がぼやけ、足がふらつく。

			　きっと、今の俺はひどい顔をしているだろうな。

			　さあ、がんばって地上を目指そう。俺は穴から抜け出し、地上を目指し始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　火山エリア十四階、火山エリアの野営スポットとして有名な場所で思わぬ再会をはたした。

			「それで、なんでクーナとアンネがこんなところにいるんだ」

			「それはこっちのセリフです！」

			「ソージが一人で書置きをして出て行ってから、すぐにダンジョンに潜ったの。ここを拠点にしてずっとソージを探したわ。さすがに、洞窟エリアには入らなかったけど」

			「残念だったな。俺はその洞窟エリアにいたんだ」

			　地下十四階に夕方になってたどり着いたところ、見慣れたテントがあり、クーナとアンネがいた。

			　問答無用でクーナに首根っこを掴まれてテントに連行された。

			「見つからないわけですよ。まさか、一人で洞窟エリアに行くなんて思ってなかったです」

			「ダンジョンワームがうじゃうじゃいるのに、よく生き残れたわね」

			　二人が驚く。

			　それはそうだろう。ダンジョンワームには三人がかりでてこずっていたからな。

			　一匹倒す間に三匹現れるダンジョンワームの脅(きよう)威(い)は二人ともよく知っている。

			「戦ってないさ、ダンジョンワームからは逃げ回っていた。俺が狩っていたのは別の魔物だ。おかげで、五日でこれだけの成果が出た」

			　リュックを開くと、限界まで詰められたランク３の魔石があった。

			「どれだけ稼いでいるんですか!?」

			「普通の方法じゃないわね」

			「命がけだ。さすがに死ぬかと思った」

			　冗談抜きで、何度も死を覚悟した。俺の技量ならできると判断してやっていたが、わずかなミスで即死という捨て身の狩りだ。

			　俺でも恐怖や不安、重圧を感じ続け、気が狂いそうになった。

			「そういう危険なことはしないでください！　私たちはパーティなのに」

			「信用されていないみたいで悲しいわね」

			「悪かった。俺の命をかける分にはいいが、ギャンブルみたいな狩りに二人を巻き込みたくなかった。俺だって好きでやったわけじゃない……理由は言えないが短時間で強くならないといけない理由があった」

			　いつもの俺なら、こんな命がけの綱渡りなどしない。

			「巻き込んでください！　命がけでもソージくんが行くなら行きました。あとすっごく怒っているんですよ。【魔剣の尻尾(しつぽ)】の誓いを破ったこと」

			「そうね、私たち三人はいつも一緒にダンジョンに挑んで、必ず全員そろって帰還すると誓ったはずなのに」

			　二人が恨めしそうに見てくる。

			「そうだったな。……だけど、おまえたちも学園を休んでくるのはどうかと思うぞ。俺たちはただでさえ出席日数がぎりぎりなんだ。これで留年が確定してアンネの貴族に戻る夢が叶えられなかったら元も子もない」

			　二人を置いてきたのは危険だからだけじゃない。

			　ランク３で卒業した際に貴族になれるのは、ストレートに卒業したときだけ。留年すると資格を失う。

			「ああ、それなら大丈夫です。ふふふ、クーナちゃんを甘く見ないでください」

			「いやな予感しかしないが」

			　クーナはいつものどや顔をしながら、びしっと指さしてくる。

			　微妙にいらっとする。

			「スゴート教官を説得しました。私の華麗な交渉術でアンネともどもソージくんの助手として授業免除です！」

			「……ほとんど泣き落としだったけどね。クーナの甘える才能は異常よ」

			　その光景が目に浮かぶようだ。俺はクーナのお願いを断れたためしがない。

			「そういうわけで、ソージくんが出発した翌日にはアンネと二人で出発して、ソージくん捜しをしていました。こっちはこっちで大変だったんですよ」

			「ええ、水や食料のやりくり、ソージと違って次の階までの道筋もわからないし、今までどれだけソージに甘えてたかよくわかったわ。ここまで来るのに三日かかったわ。ソージとなら一日でこれたのに」

			　二人も二人で苦労していたようだ。

			　それでも俺を探してくれたことがうれしい。

			「あと、ソージくん。さっきからずっと言おうと思っていたことがあります。臭いです。それもすっごく」

			　クーナが鼻をつまんで涙目になる。

			　無理もない。この五日風呂に入るどころか体を拭いてもいない。そしてパンドラ・スコーピオンの体液まみれだ。

			　まあ、これはあえてのことだが。

			　パンドラ・スコーピオンの体液を浴びているとダンジョンワームが避けてくれて多少は安全になる。

			「……不可抗力だ。だけど、さすがにまずいな。そういうクーナたちも臭うぞ」

			「うっ、仕方ないじゃないですか！　ソージくんがいないと水なんてなかなか手に入らないし。体を拭くためになんて使えないんですよ。ソージくんをいつ見つけられるかもわからなかったし」

			「自覚はしていたけれど、ソージに言われるとぐさっとくるわね……悪いけど、水を作ってもらってもいいかしら？」

			　アンネが恥ずかしそうに顔を背けながら自分の匂いを嗅ぐ。

			　魔力はまだある。だけどぎりぎりか。

			「二人で、適当にでかい魔物を狩ってくれ。俺が【浄化】して水を作る。そしたら風呂だ」

			　二人が目を輝かせる。

			　いつもなら、二人は毎日桶一杯の水で体と髪の汚れを洗い流していたからな。こういう普通の探索の苦労は初めてだろう。

			「じゃあ、行ってきます。瞬殺してばばっと大物を持ち帰ってお風呂です！」

			「待ちなさい、クーナ。動脈を傷つけては駄目よ。血が流れるから。あと炎も禁止ね。水分が飛ぶから」

			「アンネ、細かい！」

			「お風呂に入れなくてもいいの？」

			「努力します！」

			　そうして、二人が去っていく。

			　俺は横になる。久しぶりのテントだ。やっぱりテントはいい。天井があるし、地面も冷たくない。久しぶりに心が安らいだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばらくするとクーナとアンネが帰ってきた。

			　大型の牛の魔物を仕留めてきたようだ。水分の確保だけでなく、夕食も確保できたのか。うまそうだ。

			　今晩は久しぶりに肉が喰える。

			「どうですか、ソージくん！　この見事な手際」

			　牛の魔物は首から上がなかった。

			　一瞬で頭を燃やし尽くし、傷口を炭化して血の流出を防いだのか。

			「今回は文句のつけようがないな。早速、風呂の準備をしよう」

			　俺は魔術で土の柱を作り、牛をつるす。動脈を傷つけ出口を作り、電撃で無理やり心臓をポンプさせて根こそぎ血を噴出させる。血はあらかじめ作っておいた穴に注がれる。土魔術を使い表面を固めてあり、しっかりと血が溜まる。

			【浄化】し、さらに水分以外の不純物をすべて魔術で取り除く。

			「うわあああ、いつ見てもソージくんの魔術はすごいです」

			「きれいな水がたっぷり。感動ね」

			　二人が手持ちの水筒に水をより分ける。

			　肉も解体して、不要なものは離れた場所に穴を作り埋める。

			　さてようやく、お待ちかねの風呂だ。

			「じゃあ、あとは風呂だな。幸い、この周辺は魔物も寄り付かないし、今は人もいない。クーナ、このままお湯を沸かしてくれ」

			「任せてください！」

			　クーナの炎の魔術でお湯が適温になる。

			　普段なら絶対に、こんな場所で露天風呂なんて嫌がると思ったが、風呂に飢えすぎて理性がなくなっている。

			「待ちなさい、二人とも」

			　アンネがテントを持ってやってきた。組み立て方を工夫して、床の部分が畳まれたままだ。それを風呂穴に被せる。

			「万が一、誰かが通りがかったらまずいわ。ソージ以外に見られたくないもの」

			　アンネが恥ずかしそうにつぶやく。

			「そうだな。じゃあ、入ろうか」

			「久しぶりのお風呂です！」

			　俺たちは服を脱いで、風呂穴に入る。

			　即席の物なので、三人入るといっぱいいっぱいだ。

			　だが、汚れが落ちていく。そして、ある程度汚れを落とした後、魔術で水をきれいにして、不純物だけを取り除く。だから、お湯はきれいなままだ。

			　クーナもアンネも気持ちよさそうにお湯をかぶって汚れを流し、タオルで肌をこする。

			　生き返った気がする。

			「ソージくん、あたってます」

			「ずいぶん疲れているようなのに、そっちは元気なのね」

			「……ずっとしてなかったからな」

			　こうやって安心できる状況になってようやく溜まっていたことを体が思い出したようだ。

			　さすがに虫臭い穴で発散できるほど、俺は変態でもない。

			「ソージくん、この階で食料を補充したら、明日は洞窟エリアにまた潜るんですか」

			「それはない。講演会の日までに今回確保した魔石を全て【浄化】できるかすら怪しいからな」

			　魔石を【浄化】する場合、消費魔力は自身と魔石のランク差によって変わる。今の俺はランク３下位、そしてパンドラ・スコーピオンはランク３中位。必要な魔力量が多い。そのせいで明日以降すべての魔力を【浄化】に回してもぎりぎりだ。

			　これもまた、引き返す理由だ。

			「良かったです。もう無茶をしなくていいんですね」

			「できることは全部やったから、地上に戻ろうと思う」

			　命がけの狩りはもう終わりだ。

			　近くにいたアンネを抱き寄せる。風呂の中なのでお互いの肌が当然触れる。

			　そして、彼女の肌に指を這わせ、首元に顔をうずめる。

			「きゃっ、ソージ。いきなりは駄目」

			「風呂に入ってすっきりして、きれいになったし、次はあっちのほうもすっきりしたい。さっきから二人と肌が触れ合って我慢できそうにない」

			「ソージくんってたまにすっごく親父臭いことを言いますね。でも……いいです」

			「そうね、私もソージと離れ離れになって寂しかったわ」

			　クーナと、アンネ、順番にキスをする。

			　それから、たっぷりと風呂を楽しんだ。二重の意味で気持ちよくなる。

			　やっぱり、一人で無茶するより三人のほうがずっといい。

			　照れくさくて言わないが、二人が俺を探すためにやってきてくれたことがうれしくて仕方なかった。

			　その感情を、二人を愛することで表現する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ううう、やっと外です」

			「今回は本当に疲れたわ。こういうのは二度とごめんね」

			「だな、やっぱり三人がいい。夜も楽しめるし」

			「「ソージ（くん）本当に反省してる（ますか）？」」

			　翌日、三人そろって地上に戻ってきたのだが、いきなり怒られた。

			　夜の楽しみがあるのは精神の均衡を保つために極めて重要だ。俺は真面目なことを言っただけなのに。

			　今日からひたすら魔石を【浄化】して取り込む。これでランク３上位になれるはずだ。やれることは全部やった。

			　あとは本番に備えるだけだ。

		

	
		
			第19話　始まった学園祭と講演会

			　

			　騎士学校の祭り、そして講演会の日がやってきた。

			「ソージくんだけ免除なんてずるいです！　ううう、スゴート教官はケチです」

			　スゴート教官は、あくまで単独で地下迷宮に潜った俺を助けるために二人が行くのを許可しただけのようだった。

			　クーナが言った助手云々はそういう建前を認めてやっただけ。

			　俺が戻ってくると、クーナとアンネには再び学校に来るように言った。

			「この格好で人前に出るのは恥ずかしいわね……」

			「めんどくさいですけど、恥ずかしくはないですね。ソージくん、見てください。可愛いですよね」

			　今、俺がいるのは授業で使っている教室だ。

			　ただ内装はいつもとまったく違う、テーブルにクロスがかけられ全体的に華やかだ。

			　クーナがくるりと回り、スカートがひらりと舞う。

			　二人は今、ウェイトレスの格好をしている。

			　

			　なぜか、メイド服っぽいものになっている。

			　二人ともよく似合っているが不思議だ。メイド喫茶なんてものがどういう奇跡的な確率でこの世界で実現したのか気になる。

			　二人がこんな格好をしているのにもわけがある。

			　騎士学校は各クラスで出し物をしないといけない。俺たち平民クラスは喫茶店をすることになった。

			　ちなみに俺は、免除されている。

			　二時間後には講演があるので、そっちの準備優先だ。

			　準備は万端、体調は万全、大量の魔石を喰らって得た力も十分馴染んだ。

			　あれから、ひたすら【浄化】をしては魔石を喰らい続けた。

			　すべての魔石を【浄化】し、魔力が回復しきったのが今日の朝。

			　ランク３上位へとたった数日でたどり着いたのだから上出来と言える。

			「ソージくんのコック姿見たかったです」

			「そうね、すごく似合うと思うわ。料理もうまいし」

			「見たいならあとで着てもいい。そうだ、クーナとアンネの服はレンタルだって言ってたよな。あとで買い上げよう。そうしたら……」

			　二人がジト目で俺を見てくる。
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			「ソージくん、またエッチなこと考えましたよね」

			「ええ、そういう顔だったわ」

			　二人に見抜かれてしまった。

			　だが、俺は動じない。

			　真正面から説得する。最後には二人とも納得してくれた。

			「しょうがないです。そこまで言うなら付き合ってあげます。あと、そろそろ注文してください。周りの目が痛いです」

			「そうね。わがままを言って二人で接客させてもらったけど、かなり忙しくなってきたわ」

			　この喫茶店はすでに開店しており、客もかなり入っていた。

			　俺は客として来店した。

			　クーナとアンネがこんな可愛い格好をしているのだ。

			　何をおいても来るに決まっている。

			　さきほどから二人と仲良く話す俺に対する嫉(しつ)妬(と)の眼が集中していた。

			「紅茶とおすすめケーキを」

			「わかりました。すぐに持ってきますね」

			「ソージ、ゆっくり楽しんで」

			　二人が去っていく。

			　その後ろ姿も、また可愛い。

			「相席を頼んでもいいか？」

			　涼やかな声が、不思議に人を引き寄せる。

			「シリルさん、来てくれたんですね」

			「まあね。前から娘の学校がどんなところかは気になっていたから」

			　世界で唯一のランク６にして、ハイ・エルフ。

			　クーナの父、シリル・エルシエ。

			　金色の髪と翡(ひ)翠(すい)色の瞳の美青年。実年齢は四十近いが、どう見ても二十代にしか見えない。

			「それに君の講演にも興味がある。魔石の【浄化】。俺も似たようなことはやっているし、君たちが作った【浄化】も知っている。君は偽(いつわ)りの世界のときからさらに進化させているね。それが気になった」

			「……よく気付きましたね」

			「あれだけ目の前で見せてもらえばわかる。君の講演を聞くのが楽しみだよ」

			　そう言いながら、シリルが手を上げてウェイトレスを呼ぶ。

			　クラスメイトたちは、呆けた顔できゃぁきゃぁ言うだけで近づいてこない。

			　シリルの圧倒的なオーラのせいだろう。

			　しかし、シリルのオーラをものともしない奴が一人、肩をいからせてやってきた。

			「もう、父様！　来ないでって言ったじゃないですか」

			「クーナを見るために来たのに来ないわけがないだろう。本当はルシエやクウも連れてきたかったがね。どうしても時間が取れなかった。代わりに……」

			　どこからどう見ても、カメラとしか思えない道具を取り出す。

			　そんなもの、当たり前だがこの世界には存在しないはず。シリルはいろいろとありえないものを発明していた。

			　いちいち突っ込んでいたらきりがない。

			　シリルはカメラでクーナの姿をパシャパシャと写す。

			　その姿には威厳もなにもなく、ただの親バカだった。

			「クーナの元気な姿を撮ってきてくれと頼まれた」

			「父様のバカ！　そのカメラ、渡してください」

			　シリルは笑いながら、クーナの手を余裕で躱(かわ)す。クーナの動きは速いが、それ以上にシリルは素早く老(ろう)獪(かい)だった。

			　しばらくするとクーナがあきらめた。

			　息を荒くしてシリルを睨(にら)んでいる。そこにアンネがやってきて、クーナの襟首をつかんだ。

			「シリルさん、お久しぶりです」

			「アンネロッタも元気そうで何よりだ」

			「申し訳ございませんが、これ以上、クーナをさぼらせるわけにはいかないので連れて行きます」

			「そうしてくれ。しっかりものの君がおっちょこちょいのクーナの傍にいてくれて助かるよ」

			　アンネは礼をして、クーナを引きずっていく。

			「アンネ、待って、待ってください。あんな写真がエルシエでばらまかれたら死んじゃいます！」

			「あなた、さっきは可愛いから恥ずかしくないと言ってなかったかしら？」

			「身内だけは無理です――――」

			　クーナが奥に連れて行かれた。

			　きっとあとで、クーナは俺に文句を言ってくるだろう。どうして助けてくれなかったんですか!?　って。それはそれで楽しそうでもある。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一度奥に引っ込んだクーナが再び出てきた。

			　よくアンネに教育されたようで、シリル相手にオーダーをとって去っていった。

			　その様子をシリルはほほえましそうに見つめている。

			　その仕草がクーナを余計に恥ずかしがらせるようで、クーナは顔を真っ赤にしてぷるぷると震えていた。

			「ソージ、やっぱりクーナは世界で一番可愛い」

			「同感です」

			　クーナが世界で一番可愛いということに疑いの余地はない。

			　特に今日は普段は見られない姿で、普段にはない反応を見せてくれて大満足だ。

			「君とはいい酒が飲めそうだ」

			「お供します。お義父(とう)さん」

			　クーナがまたやってきた。

			　きっと、アンネに説得されて父親にサービスするように言われている。アンネは父親を失った分、そういうことにはこだわる。

			「お待たせしました。ソージくんの紅茶とショートケーキ、父様のコーヒーとアップルパイです」

			「ありがとう、クーナ」

			「美味しそうだね」

			　クーナは事務的にケーキと紅茶を置いて背を向ける。

			「それで、ソージ。孫はいつごろできそうだ」

			　あっ、クーナがこけた。

			「何を言っているんですか、父様！」

			　顔が真っ赤だ。

			　こういう冗談は俺がいつも言っているのに、父親に言われるとまた別の恥ずかしさがあるらしい。

			「早くても卒業後ですね。学校を卒業するまで避妊はしっかりしようと思っています」

			「残念だが、妥当な判断だな。孫ができたら連絡をくれないか。俺も楽しみにしているが、それ以上に妻がね」

			　クーナが、なにかわめいている。

			　そんなクーナを肴(さかな)にして、俺たちはケーキとお茶を楽しんだ。

			　さすがはシリルさんだ。クーナの楽しみ方をよくわかっている。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　中庭をクーナとアンネを含めた三人で歩く。

			　屋台が多く並び、人が多く活気がある。

			「父様も父様ですけど、ソージくんもソージくんです！」

			「悪かった」

			　クーナが頬を膨らませてそっぽを向く。

			　今は講演会の三十分前だ。

			　クーナとアンネは講演会に参加するために前半の部でウェイトレスに参加していた。

			　短い時間だが三人で祭りを純粋に楽しむ。

			　学生の出し物以外にも、プロの出店もあり幅広い楽しみ方ができる。

			「……ほんとに反省してます？」

			「いや、ぜんぜん。むしろいい父親じゃないかって思ってた」

			「ソージくんのバカぁぁぁぁぁ」

			　クーナは尻尾(しつぽ)の毛を全力で逆立てながら怒る。

			　こういう仕草を見せるから、からかわれることにクーナは気付いていない。

			　それから、屋台で甘いお菓子を買って、口に突っ込み、雑談をしているうちに機嫌が治った。

			　アンネはそんなクーナを見て苦笑しつつ、口を開く。

			「ソージ、クーナ、知っているかしら？　私たちが試験に使った闘技場では大会が行われてるみたいよ。一般の冒険者も参加可能らしいわ。優勝賞品も豪華よ」

			「知っているさ。講演がかぶらなければ出たんだがな」

			　優勝賞品はたしか、強力なマジックアイテム。なかなかに興味をそそるのだが、いかんせん開催時間がまずい。

			　たしか、ライルは参加すると息巻いていたな。優勝賞品をクーナ様にプレゼントすると言っていた。

			　あそこまで打たれ強いのはある意味才能だ。

			「俺に遠慮せずに、二人は出ても良かったのに」

			「ソージくんの晴れ舞台のほうが大事です」

			「そうね。ソージの活躍を楽しみにしているもの」

			　俺は苦笑する。期待してもらっている以上、がんばらないと。

			「そろそろ行こう。準備を考えるとぎりぎりだ」

			「ですね」

			「私たちは招待席で清聴しているわ。がんばって、ソージ」

			　そうして、俺たちは講演会を行うホールに移動した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いよいよ講演が始まる時間がきた。

			　大きめのホールで、半円状に受講者たちが座っている。ホールは満員だ。

			　招待席はすべて埋まり、一般席でも立ち見が出ている。

			　俺はあまり詳しくないが、招待客のほとんどは名だたる魔術師や研究者ばかりらしい。

			　ひときわ目立つのはシリルだ。クーナの隣に座り、会話を楽しんでいた。

			　エルシエで会った時よりも丸くなった気がする。

			　あの【戦争】を乗り越えたことで心に余裕ができたのかもしれない。

			　深呼吸。

			　さあ、講演を始めよう。

			　事前に俺が開示した魔術式はプリントとして配ってある。

			　それを使いながらの説明だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　講演開始から一時間経った。

			　ダミーコード部分を説明しても仕方がないので、重要な部分。

			　それも、おそらくは参加者が知らないであろう魔術式の役割と、【浄化】の中でどういう意図で組み入れられたものかを順序だてて説明する。

			　何が辛いかと言うと、俺はかなり配慮してかみ砕いて説明しているつもりだが、理解されないことだ。

			　聞き手の前提知識が少なすぎるのだ。

			　四則演算をできない相手に、因数分解を教えているようなものだ。

			　わからないことを教えるなんてレベルじゃない、なにがわからないかから教え、それをわからせるための前段階の知識を解説する。

			　……それではおさまらずに、前段階の知識を得るための前段階の知識を得るための前段階の知識ぐらいから説明している。

			　頭がおかしくなりそうだ。

			　当然、そんなことをしていれば時間が足りない。

			　最初は逐一質問を受けるスタイルだったが質問が止まずにまったく進まない。それどころかどんどん逆方向に進んでいくので、質問をシャットアウトして、先に一通り流すことにした。

			　ちゃんと準備をして、誰にでもわかるようにがんばったが、シリル以外がついてこれてない。

			　もう、あきらめよう。

			　俺は心を無にして、要点を話し終えた。

			　もちろん、みんな置き去りで顔には不満や、わけがわからないと書いてある。

			　問題は、相手が自分を天才だと思い込んでいる連中なので、理解できないのを自分の知識不足のせいだと思わないのだ。

			　俺が適当なことを言っている、あるいはわざとごまかしていると思い込んでいる。

			「では、一通り説明は終わったので質問を」

			　そう言った瞬間、恐ろしいまでの質問攻めが始まる。

			　丁寧に答えているのに、さきほどまでのリプレイ。足りない前提知識の説明をしてからの、さらにそれを理解するための……。

			　心が折れそうだ。だけど、それはある程度の効果があったらしい。

			　ましな連中の何割かが、俺が適当なことを言っているのではなく真(しん)摯(し)に説明し、わからないのは自らの知識不足だと気付いてくれた。

			　だけど、それはごく一部。大多数は自分の無能を認めていない。

			　そんな荒れた雰囲気の中、一人が手をあげる。

			　誰もが注目する。エルシエの王、シリル・エルシエ。彼は有名人だ。

			　シリルは指名されると拍手をした。

			「いい講演だった。いくつか気になることがある。まずは……」

			　シリルの質問は鋭かった。

			　俺が【浄化】を進化させる際に工夫したポイントを明確についてくる。

			　それに対して返事すると、別のアプローチを提案してくる。

			　それらは俺があえて選ばなかった手法だったり、あるいは見落としていたものだった。

			　二人でよりよい【浄化】のための議論に発展する。

			　シリルとの議論は楽しい。新しい発見がある。

			　気が付けば、もうシリルとの議論に集中していた。……時間を忘れて一時間ぶっ続けでそんなことをしてしまった。

			「すみません、時間切れなのでここまでです。今日はお集まりいただきありがとうございました」

			　ホールをいつまでも使えるわけではないので終了時間は存在する。

			　俺とシリル以外は、皆呆然としていた。

			　図らずもシリルのおかげで、俺が適当なことを言っていたわけではなく、ただ彼らが理解できないことを証明してしまった。

			　いや、シリルはそうなるようにあえて議論に発展させたのだろう。また、助けられた。

			　……そういえば、結局、襲撃されることもなかった。

			　予定が変更されたのか。

			　あるいはユウリ先輩が心配しすぎたのか。

			　そう思った瞬間だった。

			　二つの異変が起こった。

			　一つ、観客席の何人かの体が膨らみ、内側から鬼のような魔物が数体現れた。

			　もう一つ。

			「足元に巨大な魔法陣だと!?」

			　事前に仕掛けられていたはずはない。

			　会場入りする前に、念入りに罠(わな)はないか調べた。

			　魔法陣の空間転写!?　こんな技術が存在するのか。

			　体が重い、一歩も動けない。

			　この魔法陣はやばい。俺も使えない魔術、何度か巻き込まれたあれだ。

			【空間転移】

			　俺だけを誰かがどこかへ運ぼうとしている。

			「まったく、こういう手があるとはな」

			　俺は会場内に隠していた槍をとる。

			　どこに転移させられようと対応して見せる。

			　パーティに招待されたのだ。それなりの対応をしてみせよう。

			　さあ、鬼が出るか、蛇が出るか。

			　槍をぎゅっと握りしめるのと、転移特有の浮遊感に包まれたのは同時だった。

		

	
		
			第20話　白い部屋の戦い

			　

			　講演会で襲われるのはわかっていた。

			　そのために備えもしていた。

			　シリルを招待したのは、彼に娘であるクーナががんばっているところを見せてあげたかったのもあるが、それ以上に保険の意味合いがあった。

			　世界最強であるシリルがいれば、何があろうと対応できる。

			　だが……。

			「甘かったな。【空間転移】とは」

			　こんな手で分断されてしまうとは想定していなかった。

			　俺ですら使えない超高難易度魔術。

			　いや、難易度というよりも特別な魔術回路でないと使えないのだろう。

			　過去に使用したのは俺が知る限り、【神聖薔薇騎士団】だけ。

			　しかし、彼らは【戦争】の結果によって手を出せないはず。

			　第一、あいつらの狙いはクーナだ。

			　クーナを守る俺をまず始末することも考えられなくないが、こんな真似が可能ならクーナを連れ去ったほうがずっと早い。

			「さて、ここはどういう部屋だ？」

			　真っ白い何もない部屋。

			　天井は高く、壁から壁までおおよそ三十メートル。

			　わざわざ転移させたんだ。罠(わな)があるか、あるいは敵が複数いる可能性が高い。

			【レーダーサイト】。魔力を波長として放ち、周囲を調べる魔術。これなら、罠(わな)だろうが伏兵だろうが見つけられる。

			　わかったのは、この部屋自体に結界が張られており、けっして逃げられないことだけ。

			　力ずくで破るには、切り札すべてを使った全力の一撃を結界の起点となる急所に叩き込むしかない。

			　それを使ったら最後、あとはまともに戦えない。

			　白い部屋の外に何があるかもわからないのに、すべての力を使うのはバカだ。

			　かと言って、ここにずっといるわけにもいかない。

			　時間をかけて結界を解析してほころびを見つけよう。

			　そうすれば、少ない魔力で抜け出せるかもしれない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　懐中時計で時間を確認する。

			　二時間が経った。

			　結界のほころびは見つけた。本当に小さな穴だ。俺でないと気付かなかっただろう。

			　この世界の魔術師の水準じゃない。俺と同等、あるいはそれ以上の魔術師が作った結界だ。

			　こんなものを作れる奴が敵という時点で警戒レベルを引き上げる。

			「さて、壊してみるか」

			　完璧に思えた結界に存在するほころびに毒を流す。それは物理的な毒じゃない、端から徐々に侵食させていき、魔術式を乱し、最後には自壊させるようなもの。

			　これなら、ほとんど魔力の消費はない。

			　ただ、時間がかかるのが難点だ。

			　結界が壊れるまでに、誰も現れないことを祈る。

			　残念ながら祈りは届かなかったようだ。

			「君はいったい誰だ」

			　部屋の中央に一人の少年が現れる。

			　十二歳ぐらいで、全裸で宙に浮いている。

			　その表情には大よそ、人間性というものがなかった。

			　匂いがしない、熱を感じない、表情がない。

			　有機的な機械。なんて表現が脳裏に浮かぶ。

			「わざわざ、俺を呼んだぐらいだ。よく知っているんじゃないか」

			　質問に質問を重ねるのは行儀が良くない。

			　だが、少しでも相手のことを知りたい。

			「君は存在してはいけなかった。この世界は完全に詰ませたはずだった。あとは流れに任せれば、この世界にいる誰が何をしようと、【破滅】を完遂できた。わずかな希望も摘んだはずなのに、大きくシナリオが変わった。現時点で消滅しているはずのシリル・エルシエと神聖薔薇騎士団の双方がいまだ存在している」

			　シリルが死に、神聖薔薇騎士団が消滅しているはずだった？

			　そんな未来は俺も知らない。

			「君はあまりにもか弱く、我々も気付くのに時間がかかってしまった。君というイレギュラーが確定した【破滅】を揺るがしてしまう」

			　まるで神様気取りだな。

			　もしかしたら、本当にそうかもしれない。

			「なら、どうする？」

			「削除する。君は危険すぎる。あるいは君という存在を終わらせる。厄介だ。君はたくさんの種を撒いた。君が死んでも君が撒いた種は消えない。【天使】としての存在意義を実行する」

			　その発言でおおよそ何かがわかった。

			　俺をこの世界に呼んだ、【女神】の敵。

			【破滅】とやらを起こす者。

			　相手の強さを見る。ランク４程度。天使と名乗った以上、こいつは端末にすぎない。天使というのは崇められているが、所詮は神の道具であり、数ある手駒の一つ。

			　なら、潰せる。

			　そう思い俺が踏み出すのと、その天使が動き出したのは一緒だった。

			　天使が鋭い眼光で俺を睨(にら)む。

			　いや、睨んだだけじゃない。眼光に光が集まっている。

			　来る!?

			「ちっ」

			　まっすぐな突進を慌てて軌道修正、斜めへの移動に変えて避けた。

			　天使から殺意の光が放たれた。

			　あれはまずい。

			　光の速さと、まともに喰らえば人体などたやすく貫通する威力。加護など一瞬で削りとられる。

			　かといって距離をとることに意味はない。

			　光の一撃を持つ天使と対峙する際、距離をとることは相手の利にしかならない。

			　ならば、速攻で距離を詰め、片付ける。

			「【紋章外装】、合わせて【精霊化】」

			　速攻で倒すために二つの魔術を発動する。

			　相手はランク４。素の俺では有効打を与えられない。

			　せめてのもの救いは強力な光の魔術を持っているようだが、身のこなしは並みだということ。

			　ならば、消耗の激しい疑似火狐化を合わせた【蒼銀火狐】は必要ない。これで十分。

			　……もっとも使おうと思っても使えないが。

			　俺が疑似火狐化するには二つの条件がある。体内にクーナの変異魔力をストックしていること、そしてクーナが隣にいて変異魔力を励起していること。

			　クヴァル・ベステの精神世界では使用できたが、ここでは不可能だ。

			　それでも【精霊化】と【紋章外装】を合わせればランク一つ分ぐらいの水増しはできる。

			　俺はランク３の上位、ランク一つ水増しする以上、ランク４の天使に負ける道理はない！

			　加速、ステップ、加速。

			　今の身体能力だからできる残像を残しながらの高速移動。天使の光は次々に空を切った。

			　そして、槍の間合い。

			　柔らかい口の中に槍をぶち込む。貫通した。

			　まぎれもない致命傷。一瞬で加護を使い切らせ、さらに肉を貫く。

			「あっけなかったな」

			　口ではそう言いつつも、まだ油断はしない。

			　俺はこれを、端末だと推測した。

			　もし、本当に端末なら……。

			「一体だけとは限らないよな」

			　周囲に二〇体もの天使が現れた。

			　一斉にその目が光る。

			　回避するスペースはない。

			　以前の俺なら詰みだっただろう。

			　今なら手はある。シリルが俺の槍に新たな能力を授けてくれた。

			　シリルはバラバラになった機械魔槍をただ修理しただけじゃなく、改造した。

			　新機能は巧妙に隠され封印されていた。

			　まるで、それを見つけるのが課題とばかりに。……今ここで、ありがたく使わせてもらう。

			「【吸収】」

			　シリルが槍に追加した機能、それは魔力の吸収。マナを使った属性を持つ力はうまく吸収できないが、魔力だけを使った魔術は吸収してしまえる。

			　天使たちの光はマナを使わない体内魔力だけの一撃。

			　それも極めて癖がない素直な魔力。実に【吸収】しやすい。

			　槍を盾にする。

			　衝撃。目の前で槍の外殻に光が吸い込まれていく。死地は免れた。

			　だが、槍が震え始める。

			　魔力を吸収できるとはいえ、吸収できる量に限度はある。

			「なら！」

			　吸収した光を前面に放出。

			　それだけじゃない。魔力ブースターを俺の魔力で全開で起動。

			　吸収した光を放ちながらの突撃。

			　天使たちの光と、槍が放つ光が相殺し合う。

			　するとどうなるか？

			　答えは簡単、双方の光が消えれば魔力ブースターで加速した槍の威力だけが残り、一瞬で距離をゼロにし、天使どもに叩きこめる！

			「まず、三つ！」

			　三体の天使を貫き殺した。

			　しかも吸収した魔力を全放出することで、再び魔力を吸収できる容量を確保した。

			　これでまた光線を受けることができる。

			　これなら、二〇体全員相手にできる。

			　……ただ、脳裏に嫌な予感がよぎる。

			　この二十体で本当に終わるのかと？

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はあ、はあ、はあ」

			　機械魔槍の外殻がパージされた。

			　したくてしたわけじゃない。度重なる吸収と放出で限界がきた。

			　せっかく直してもらったばかりだというのに、また壊れた。

			　ただ、残念には思わない。これのおかげでここまで耐えられた。

			　外殻を外したことで槍が軽くなる。

			　これなら……。

			　無機質な天使。その最後の一体が放つ光をぎりぎりで躱(かわ)した。

			　頬を光が焼く。肝を冷やしながら足も手も緩めない。

			　渾身の一撃を心臓めがけて放つ。

			「これで……ラスト！」

			　最後の天使が砕かれた。

			　その場に膝をつく。

			　全身から瘴(しよう)気(き)の模様が消えていく。体内の火のマナを吐き出す。

			　限界だった。

			　もう、【精霊化】も【紋章外装】も使えない。

			　しかも【紋章外装】起動時は【瘴(しよう)気(き)】が肌を焼き続けていた。そのおかげで、加護もほとんどゼロ。

			　結局、二〇体の天使を倒す代償に、すべてのリソースを使い切った。

			　……一つだけいい変化があった。

			　どうやら、大量の魔石を摂取していた俺はすでにランク４になるために必要な力は蓄えていたらしい。

			　この天使たちとの戦いで、ランク４になるに十分な器が育ち、魔石の力が体になじんだ。

			　今の俺はランク４になっている。

			「こんな状況じゃなかったら、もっと喜べたんだけどな」

			　息を必死に整え槍を構える。

			　これで終わったなんて思うほどお気楽じゃない。

			　二〇体の増援が来たのだ。それ以上が来てもなんの不思議もない。

			　気配を感じた。

		

	
		
			第21話　ユウリ先輩の二つの願い

			　

			　パチパチパチパチパチ。

			　拍手の音がいくつも聞こえ始め、白い部屋に反響する。

			　なんだ、これは？

			　その疑問に答えるように、白い部屋が変化する。

			　今まで壁だと思ったものがモニターになり、何十人もの人間の顔が映る。

			　それらの人物は一様に笑っていた。

			　……これじゃまるで俺が見世物みたいだ。

			「さすがはイレギュラー。一筋縄じゃいかない。勝率0.0000001%の戦いで生き残るなんて驚きだ」

			　最初の天使の声が響く。

			「それは、計算ミスだな。俺からすればあんな人形ども100%潰せるとわかっていた」

			　笑って見せる。強がりだ。

			　今の俺が一番やばいのは、大量の敵を一度に送り込まれることじゃない。

			　波状攻撃だ。

			　もう、魔力も加護も体力もやばい。どれだけ立っていられるかすらわからない。

			　短期決戦しかできない。
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			　ふう、最初の仕掛けはまだ発動しないか。あれが発動してくれれば状況が変わるかもしれないと言うのに。

			「みんな、奇跡を起こしたソージに拍手を。そして褒美を与えよう。私たちはゲームにクリアした者には選択肢を与える。１　百体の天使と戦う。２　巨万の富と権力を得て帰る。ただし、代償はもっとも大事な者の命」

			　壁と天井に移された者たちの顔が醜く歪(ゆが)む。

			　一番大事な者。クーナの顔が浮かんだ。

			　百体の天使と戦う。ランク４になった今の俺でも死しか見えない。そんなことはわかっている。

			　だけど、答えはわかり切っている。

			　俺と同じくぼろぼろの相棒(やり)を構える。

			　一番得意な型だ。満身創(そう)痍(い)だろうが、心が折れようが、体どころが魂(たましい)に刻まれた型、一点の曇りもない。

			「１だ。クーナより大事なものなんてない」

			　さあ、必死に考えよう。

			　勝つ術を、生きる術を、何かがあるはずだ。

			　……二つの希望があった。

			　一つ目、ユウリ先輩の言葉にはすべて意味がある。あの人は俺に勝てと言った。

			　ぶっちゃけた話、普通に考えれば今回の相手はあまりにも理不尽で勝つことは不可能。それでもあの人は勝てと言ったのだ。

			　なら、勝てるはずだ。何一つ見落とすわけにはいかない。

			　あるいは二〇体の天使に勝ったことに意味があるかもしれない。

			　俺は、なぜかあの人のことを信用していた。

			「では無謀な選択をした若者に楽しい楽しい次のゲームを用意しよう」

			　俺を笑う嘲(ちよう)笑(しよう)が全方向から響き渡る。

			　そして、それは現れた。表情が引きつるのを抑えきれなかった。

			「……これは反則じゃないか」

			「はははは、当然だろう。さっきの天使なら百体でも君なら勝つ可能性があったからね。特別な駒を呼んだ。さあ、ソージよ。主人公気取りでバカな選択をしたことを悔いるがいい。まあ、もっとも２を選んだところで君は終わっていた。選んだ瞬間、世界に関わる資格を失い、路傍の石になり果て、【破滅】への干(かん)渉(しよう)ができなくなっていただろう」

			　世界に関わる資格、【破滅】への干(かん)渉(しよう)。

			　これらのワードにはきっと意味がある。

			　だが、その考察は後だ。目の前に敵が現れたのだから。

			　さきほどまでの天使ではない。

			　鍛え抜かれた肉体を持つ青年たち。全員、間違いなくランク５。それだけじゃない、それぞれが得意とする最上級の武器を構えている。

			　さらに見間違えでなければ……。

			「全員、見知った顔だな。いったいこれはどういう手品だ」

			　彼らは戦友たちだ。

			　データベースで情報交換を行い、競い合ったかつてのプレイヤーたち。その中でも最前線にいた者。

			　俺とほぼ同等の技術を持つ凄腕ばかりだ。

			　それが百人。

			　なぜ、こんな者を呼びだせたかなんて知らないし、考える必要もない。

			　ただ、どうやって戦うか。この質も量も最強の連中に。

			　万全の状態で一対一でも、勝てるか怪しい。

			　そんな相手を百人同時に何もかもが尽き果てた体で挑む。笑えてくる。

			　百人のプレイヤーが溜を作った。

			　とびかかる前の予備動作。

			　そんな中、俺はにやりと笑う。

			「ようやくか。やっと仕掛けが効いてきた」

			　待ちわびた。

			　世界がひび割れる。

			「なんだ、これは、【聖域】が砕ける」

			　この白い部屋には非常に強力な結界があった。

			　力技では、俺のすべてをかけてでないと壊れないほど強い結界。

			　そんな結界に毒を注入し、自壊するように仕向けた。

			　初めて、モニターに映る無数の顔が驚(きよう)愕(がく)に浮かぶ。

			　どうやら、あの結界は彼らを守るためのものらしい。

			　パリンっと砕ける音がした。

			　目の前の男の顔が怒りに染まり、とんでもなく莫大な魔力が膨れ上がった。

			　男が新たな結界を構築し始める。

			「化け物か」

			　即座にこれほどの結界を!?　俺が壊したものより、数段上の結界が張り直された。こんな真似をできるのはもはや神としか思えない。

			「はははは、残念だったな。これで、逃げられない。いやっ、この再構成までの時間に侵入された。まさか、封印が緩んで」

			　目の前の空間がひび割れた。空間の亀裂から手が生えて、誰かがはい出てくる。

			　そこから出てきたのは……。

			「ユウリ先輩、遅かったな」

			「ありがと。約束通り勝ってくれて。おかげで、バカが焦って自滅してくれたよ。【聖域】までくずしてえらいえらい。お礼に先輩が助けてあげる。君にはあたしの本気は一度も見せてなかったよね」

			　ユウリ先輩は弓を構える。

			　かつてダンジョン内で見た大剣への変形機構を持った弓。

			　矢を番(つが)え引き絞る。

			　矢を放つと光へと変わり、天井ではじけた。千の光の矢が降り注ぐ。

			　一発一発がホーミングし、かつてのランク５たちをすべて吹き飛ばす。

			　ありえない。

			　この力、シリルと同じくランク６、いや、それ以上の何かだ。

			「調子に乗ったね。ソージを倒すために、これだけのものを【具現化】してリソースを使いすぎた。おまけに慌てて全力の結界なんて作っちゃうから……あたしたちを縛り付けていた枷(かせ)が緩んじゃったんだよ。バカは死んでも治らないって本当だね。まさか、前と同じ失敗をするとは。もう一回死んだら治るかな？」

			　矢を大剣に変形させ、ユウリ先輩は男に突きつける。

			「女神の端末が！　こんな介入は反則だ。無効だ！」

			「半分正解。〝ユウリ〟は消える。罰則でね。でも半分は間違い。こんなことで無効にはならない。まあ、今回はあたしたちの勝ちかな。端末一つで君たちを根絶やしにできるんだから」

			　ユウリ先輩の体が崩れていく。体のハシから光になっていく。

			「最後にゴミ掃除させてもらうよ。あーあ、ソージが怖くて頑丈な結界を作ったのにねー。そのせいでもっと怖いあたしたちの枷(かせ)を緩めちゃうなんて、ばっかじゃないのかな」

			　大剣がまばゆく光り輝く。その光はどんどん強くなる。

			　光の増加は止まらない。甲高い音が周囲に響き渡る。

			　モニターに映るすべての顔が引きつり、どこかに逃げようと押し合い、ののしり合う。

			　目の前の男は止めろと叫ぶ。

			「ありがと。ソージ、ちゃんと勝ってくれて。君がバカを焦らせたから介入できた」

			「待ってくれ、ユウリ先輩、これはいったい」

			「まあ、近いうちにわかるよ。……君のおかげで【破滅】の確定は防いで、道を開くことができる。だから、お礼。これはお礼であって浮気じゃないから安心して」

			　ユウリ先輩が頬に口づけをしてきた。
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			「最後のお願い、できればあたしのことを忘れないでほしいな。まあ、こういう役割をもった存在だけど。感情がないわけじゃない。せめて、誰かに覚えておいてほしいじゃないか。それじゃね。そのうち、本体(ほんとうのあたし)が挨拶に行くから。伝言頼むよ。次のあたしを生み出す時は、遠隔操作(リモート)にしてねって、人格を持たせられる身にもなってほしいよ。あっ、願いが二つになっちゃった」

			　ユウリ先輩が限界まで力を蓄えた光の剣を振り下ろす。

			　白い部屋が、さらなる白に塗りつぶされる。

			　そして、俺は何かに引っ張られた気がした。

			　最後に見た光景は、ユウリ先輩が手を振る姿だった。

		

	
		
			エピローグ　真実を知るために

			　

			　目を開く。

			　すると講演会を行っていたホールの中央にいた。

			　シリルやクーナ、アンネたちが緑の鬼としか表現できない魔物たちと戦っていた。

			　シリルは宙を舞いながら、獅子奮迅の働きで、劣勢な者がいればサポートに入り死傷者を出さないようにしていた。

			　そして、クーナとアンネは背中合わせになり、お互いの死角を潰しながら戦っている。

			「邪魔しないでください！　早く、ソージくんを探しにいかないといけないんです！」

			「戦っても戦っても、キリがないわ……魔物たちが消えていく」

			　彼女の言う通り、鬼の魔物たちがすべて青い粒子になって消えた。

			　もしかしたら、あの白い部屋にいた連中によって作られていた魔物だったのかもしれない。

			「あっ、ほんとです。あれっ!?　ソージくんが帰ってきました！」

			　クーナが走り寄ってくる。

			　それもキツネ尻尾(しつぽ)をたなびかせて全力で。

			「ソージくん！」

			　クーナが飛び込んできた。

			　その突進を受け止め……きれずに尻餅をついてしまった。

			　いつもなら大丈夫だが疲れ切っているらしい。

			「ソージくん、いきなり魔法陣が現れたと思ったら消えちゃって。父様に聞いても、死にはしてない。連れ去られただけだってことしか言ってくれなくて」

			　よほど、俺のことを心配してくれたらしい。

			　涙声で胸板に顔を擦り付けてくる。

			「クーナ、抜け駆けはずるいわ」

			　アンネもやってきた。

			　俺と、俺にしがみつくクーナを見て苦笑している。

			「二人とも、心配かけたな」

			「まったくですよ！」

			「ソージが悪くないことはわかっているわ。でも何があったかを説明はしてほしいわね」

			「ああ、ちゃんとあとで話すさ」

			　白い部屋に飛ばされ、天使どもと戦い、謎の存在と話をした。

			　そして、俺を救いに来たユウリ先輩が現れ、最後には光になって消えていった。

			　あの人はずっと、あくまで自分のために動いており、味方でも敵でもない。俺たちを利用しているだけと言った。

			　その言葉を疑ってはいない。事実、そういう行動を続けていた。

			　だけど、どうしても今回、俺を助けにきたのが自分の目的だけだとは思えなかった。

			　彼女が最後に見せた表情はあまりにも感情的すぎて、俺の胸をえぐった。

			　彼女の本心を聞きたい。

			　だが、それが叶うことはないだろう。ユウリ先輩は消えてしまったのだから。

			　足音が聞こえて、そちらを向くとシリルがいた。

			　激闘の後なのに息一つ切らしていない。

			「やっぱり、生き残ったか」

			「あなたは知っていたんですか？」

			　あえて、主語を抜いた。彼ならその意図を悟ってくれるから。

			「ほんの少しだけだな。あれとは付き合いが長い、正確に言うとあれを作った奴からの付き合いだ」

			　あれを作った奴というのは、ユウリ先輩が本体(ほんとうのあたし)と言った存在のことだろう。

			「どうして、教えてくれなかった？」

			「前にも言わなかったか。そういう制限がある。教えたところで何ができたわけじゃない」

			　また、それか。

			　歯がゆい。まるで、舞台の上にすら立ててないように思えてしまう。

			　俺は何かに巻き込まれており、おそらく重要な役割を果たしている。

			　それなのに蚊帳(かや)の外に置かれている不快感。

			「ソージ、今回のことで君が気に病むことはない。むしろ、君はよくやった。俺やあいつの期待以上にな。……何が起きているかを本当に知りたいなら。あいつに会うといい。今のあいつならソージに説明ができる」

			「ユウリ先輩が連中を倒したからですか？」

			「そうだな。おかげでいくつかの制限がなくなった。……だが、覚悟が必要だ。聞いたら戻れなくなる」

			「聞かなくても、こうやって巻き込まれています。なら、行くしかない。せめて自分の意思ですべてを理解して、道を選ぶ。誰かの駒なんてまっぴらです」

			　どうしても夢想してしまう。

			　ユウリ先輩は、許されない介入をして罰則を受けた。

			　もし、俺がすべてを知っていれば別の結末を用意できたのではないかと？

			　そんな力があると考えるのはうぬぼれかもしれない。

			　それでも、せめてあがきたい。

			「わかった。近いうちに迎えに来よう。あいつは変わり者でひねくれてる。住んでいる場所までな。普通にはたどり着けない」

			　シリルが背を向けた。

			　去り際にクーナを頼むと言って。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、学園祭は魔物の襲撃によって中止になった。

			　シリルのおかげで死傷者や重傷者は一人も出なかった。

			　俺の講演も無事終わったものとみなされた。

			　何人かの研究者は、きっちり吸収すべきことは吸収し、俺のことを高く評価してくれたようだ。

			　山ほど研究所や大学からのスカウトが来たが、全部断った。

			　その道はその道で楽しいのだろうし危険もなく収入も安定するだろう。

			　だけど、俺は別の道を進むと決めている。

			「ソージくん。置いてけぼりはいやですよ」

			「ソージが首を突っ込むなら、私たちも当然首を突っ込むわ」

			　あの襲撃の影響で一週間ほど騎士学校が休校になった。

			　その期間を利用してシリルの紹介でユウリ先輩の本体(ほんとうのあたし)とやらに会いに行く。

			　きっとそこで、さまざまな真実を知ることになるだろう。

			　俺がこの世界に呼ばれた意味も。

			　ずっと、見て見ぬふりをしていた。【破滅】を止めるために呼ばれたと知っていたはずなのに。

			「馬車が来ましたよ。ソージくん」

			「ああ、行こうか」

			　シリルが手配した馬車が来て、俺たちはそれに乗り込む。

			　さあ、行こうか。

			　真実を知り、そして俺たちがどう進むのかを決めるために。

		

	
		
			番外編　ユウリ先輩の思い出作り

			　

			　エルシエから戻ってきてからは普通の学校生活を送れると思っていた。

			　だが、【浄化】についての講演を依頼されたり、襲撃されるから強くなれと言われたり、エルシエにいたころ以上に忙しい日々となっていた。

			　とはいえ、やるべきことはやらないと。

			　あの時にああしていれば良かった。なんてあとから悔やむ情けない男にはなりたくない。

			　講演の準備はひと段落着いた、命がけの狩りで大量の魔石を手に入れた。

			　魔石のランクが高いこともあり、講演当日まで【浄化】しきれるかも怪しいので、これ以上狩りに行っても仕方がない。

			「それでも強くなる方法はまだある」

			　ランクをあげる以外でも強くなろうとしていた。

			　ゲームだと思っていた当時に開発した魔術の数々を再検証する。

			　最近、新たに得る力に囚われすぎて、すでに身に付けている力の有用な使い方の研究をないがしろにしているのではないかと思い始めていた。

			　なので、改めて俺には何ができるかを再検証する。

			　こういうことをする時間をなかなか取れなかった。

			「……灯台もと暗しとはこのことだよな」

			　ランク３になったことで、ランク２の時には使えなかったゲーム時代に開発した多くの魔術が使用可能になった。

			　それらは何千ものプレイヤーたちによってトライアルアンドエラーで進化してきた魔術たちだ。実用性がないはずがない。

			　俺の今の戦闘スタイルに合うものに限定しても、何十個もある。

			　最初は仕方なくやっていたが楽しくなってきた。

			　ひと段落したら外に行こう。実際に体を動かしていろいろと試したい。

			　特に空中に力場を作り、空を走る魔術は楽しそうだ。立体的な動きを無理なくできる。

			　極限まで効率化されているので発動までコンマ数秒、消費魔力が少ないというのも素晴らしい。

			　他にもないか、いろいろと調べてみよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　外に出る。寮の中庭は広く訓練にはうってつけだ。

			　丸太を地面に突き刺して簡単な的を作る。

			　そこから距離を二十メートルほど取る。

			　さきほどピックアップした魔術が実戦で使えるかを試すためだ。

			　目を閉じ、イメージをする。

			　丸太を一流の弓使いと想定する。

			　槍を構え、体勢を低くし、力を溜める。

			「さあ、行こうか」

			　全力で大地を蹴(け)り、突進。

			　目の前にある的は一流の弓使いだ。即座に照準をつけて矢を放ってくるだろう。

			　矢を幻視し、即座に跳んで躱(かわ)す。

			　相手は一流の想定だ。宙に浮いて飛び掛かったところで槍が届く前に二の矢をもって俺を仕留めにくる。

			　空中では身動きが取れず為す術もない。

			　だが……そのための魔術がこれだ。

			「【空歩(くうほ)】」

			　効果は極めて単純、風の塊を形成するだけ。だが、単純故に使い勝手がいい。空気の塊を踏むと体が跳ね上がる。

			　幻の矢を躱(かわ)す。

			　そして、弓使いの頭上に近づく。

			　このまま攻撃を加えたいところだが、このままだと勢いが付きすぎているし高すぎて通り過ぎる。

			　……だが、【空歩】の使い方は足場にして空中で跳ぶだけじゃない。

			　頭の上に【空歩】で風の塊を形成する。空で半回転し槍を地上に向け、風の塊を蹴(け)る。

			　そうなれば、当然急降下。

			　こうすれば下に向かって加速できる。威力も倍だ。

			　深々と弓使い……と想定した的に槍が突き刺さった。

			「うん、使えるな。しかし無意識レベルで自然に【空歩】を動作の中に組み込まないと。今だと動きの流れに乱れが出る」

			　他にも地上戦でもうまく使えば死に体から立て直したり、敵との間に設置して罠(わな)にしたりといろいろと使えそうだ。

			　さて、他にもいくつか試そう。

			　ランク２の時は魔力量が心もとなかったし、【身体能力強化・極】や【精霊化】などといった魔術を使うとそれだけで処理能力がいっぱいいっぱいだったが、今はバッファがある。

			　手札はあればあるだけいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから二時間ほど、いろいろ試した。

			　新たな戦闘スタイルが見えてくる。

			　この世界で得たものと、ゲーム時代に積み上げたものの真の融合。

			　たった二時間の鍛錬だが飛躍的に強くなった。

			　当たり前と言えば当たり前だ。元からあった引き出しを開けただけなのだから。

			　さて、宿に戻るか。

			　そう思い、汗を拭いたところだった。

			　二人組の男が現れる。

			　一人は級友であり、クーナに惚(ほ)れているライル。

			　もう一人は先輩であり、かつてアンネとクヴァル・ベステを賭けて争ったクラネル。

			　クラネルは内心ではアンネに惚(ほ)れており、クヴァル・ベステ以上にアンネに執着していた。

			「ソージ、ちょっと顔を貸せ」

			「僕たちと一緒に来てもらおうか」

			　この二人が揃ってくるのは意外だったが、彼らが来ること自体は意外でもなんでもない。

			　なにせ、クーナとアンネ、それぞれに惚(ほ)れている男たちだ。

			「まさか、決闘でも挑むつもりか？」

			　俺を亡き者にすれば、二人を手に入れられるとでも思っているのだろうか？

			「付いてくればわかる」

			「僕たちの招待を断りはしないだろう？」

			　あからさまに怪しい。

			　とはいえ、断るつもりはない。

			　断ったところでいつまでも付きまとわれるだけだ。なら、さっさと片づけたほうがいい。

			　今の俺ならライルとクラネル二人がかりでもどうにでもなる。

			　さて、お手並み拝見と行こう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二人に連れてこられたのは……。

			「なんで、酒場なんだ？」

			　大衆酒場だった。

			　訝(いぶか)し気な俺を無視してがんがん二人は注文していく。

			　冒険者たちがにぎやかに騒いでいる。

			　人気店なのだろう。早い時間なのに席が埋まっていた。

			「お待ちどおさま！　特大エールと今日のおすすめです！」

			　ウェイトレスがドンと音を立てて、特大の木のジョッキを三つ机に置く。エールがなみなみと注がれていた。

			　料理もすぐに運ばれてきた。大皿に山盛りになった鶏肉の香草焼きだ。

			「ソージ、とりあえず飲め」

			「いや、意味がわからないんだが」

			「僕たちの酒が飲めないと言うのか!?」

			　……なんだ。このめんどくさい絡み方は。

			　まさか、酔わせてから襲うつもりか？

			　アルコールを体から抜くことは容易い。いくら飲んでも俺が弱体化することはない。

			　首をかしげながらジョッキを持ち上げる。

			　するとライルが口を開いた。

			「我らの失恋と、ソージの婚約に乾杯！」

			「乾杯!!」

			　二人が、俺が掲げたジョッキに自分のジョッキをぶつけてくる。

			　そして、一気に特大エールを空にする。

			「おねーさん、おかわりね!!」

			「僕もだ！」

			　凄まじい飲みっぷり。

			　ライルはともかく、クラネルはアンネに敗北したことで絶縁されたとはいえ元貴族だ。

			　安いエールなんて口にしないと思っていたが、飲む仕草が堂に入っている。

			　冒険者になり、ただのクラネルになると啖(たん)呵(か)を切ったのは本当だったようだ。

			　今のクラネルを見て、誰も貴族のボンボンだとは思わないだろう。

			「……なんだ、おまえたち俺を祝うために呼んだのか？」

			　おずおずと問いかける。

			　鶏肉の香草焼きを頬張っていた二人は、何を今更という顔で俺を見ていた。

			「そうだ、祝いだ。この場は俺たちの奢(おご)りだ。好きなだけ食って飲め」

			「僕たちは素直に二人の恋を……いや三人の恋を祝福しようと思いましてね。僕たちが先に進むためにも、ソージとバカみたいに飲みながら祝おうと決めたのです。そして世界一の幸せ者に思う存分、愚痴を聞かせてやろうと」

			「その考えはなかった」

			　決闘か、闇討ちか、そういう血なまぐさいことだと思っていた。

			「ライルもクラネルもそれでいいのか？」

			「……いいも悪いもない。そりゃ悔しいさ。クーナ様の騎士になって結ばれたかった。だけど、ソージをどうにかしたら、クーナ様は泣くだろう。それは駄目だ」

			「僕のほうはあきらめてないですね。ただ、僕のアンネロッタが未亡人になるか、君に愛想を尽かすのを待とうかと思います」

			　二人は苦笑いをしてウエイトレスが運んできた酒をかっくらう。

			　そして、クーナとアンネへの想いを語りだす。

			　酒のせいもありヒートアップしていく。なぜか、俺を完全放置してクーナとアンネ、どっちのほうが魅力的かを議論し始めた。ついには殴り合いに発展する。

			　その様子があまりにもおかしくて俺は笑ってしまう。

			「ソージ、なにがおかしいんだ？」

			「僕たちは真面目な話をしていると言うのに」

			「……いや、本当にクーナとアンネのことをよく見てるなって。というか、二人はいつの間にそんなに仲良くなったんだ」

			　二人に接点はなかったはずだ。

			　もちろん、俺の女に片思いをしていることは共通点だが、そんなものは互いが知る由もない。

			「ダンジョンでたまたま会って、意気投合してな」

			「ライルは荷物持ちから卒業したい。僕は根性があってフリーな学生の仲間が欲しかった。それでパーティを組むことになりました。話してみて驚きましたね。なにせ、お互い好きな女が同じ男に奪われたのですから」

			　ライルとクラネルが肩を組んで笑う。

			「ライルが夏休み明けに急成長したのは荷物持ちを止めてクラネルと組んだからか」

			　ただの荷物持ちではないという話は前に聞いたが、それでも分け前は正規のパーティより少ないはずだ。

			　それなのにランク２間近だったので疑問に思っていたが、こういうからくりだったとは。

			「そうだな。俺たちは相性抜群みたいで二人ならどこまでもいける。がんがん狩りをしてるんだ」

			「ライルは筋がいい。すぐに僕に追いついてランク２になるでしょう。ライルといつも話していました。『あのクソ野郎から、ライルがクーナ、僕がアンネロッタを奪って四人でパーティを作ろう』って……それなのに、それなのに。ううううっ」

			「婚約か……手が届かないところに。ううううっ、おおおおおおおおおおおおおん」

			　ライルとクラネルが肩を組んだまま泣き始めた。

			　そしてジョッキを飲み干し、さらにお代わりを注文する。

			「今日は飲みまくるぞおおおおおおおおおおおおおお」

			「君ももっと飲んでください。僕たちの酒が飲めないと言うつもりですかああああああ！」

			　この酔っ払いども。ひたすら面倒だな。

			　だけど……。俺もジョッキを一気にあおる。

			「今日はとことん付き合ってやる。好きなだけ愚痴を吐け！」

			　この状況で俺を祝い、未練を断ち切り前に進もうとするバカは嫌いじゃない。

			　それに、最高の女性を二人も手に入れたんだ。

			　これぐらいは甘んじて受け入れよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夜が更けてきた。

			　ライルとクラネルは完全に潰れて机に突っ伏していた。

			　ひたすら絡んできやがった。

			　後半なんて、クーナやアンネはベッドの上でどう乱れるかとか、セクハラまがいなことをがんがん聞いてきやがった。

			　さすがにそこはぼかした。二人は泣きながら笑って酒を浴びるように飲みぶっ倒れた。

			　これで未練を絶ち切れたのならいいだろう。

			　……さて、どうするか。

			　こいつらを放っては帰れない。

			「これ、結局俺が金を払うことになるじゃないか」

			　奢(おご)るとか言っていたが、このままだと払うのは俺だぞ。

			　そんなことを考えていると、空いた椅子に一人の少女が座る。

			「おねーさん、こっちにエールを追加で。あと、牛のタタキに、蒸し闇魚、東方フルーツの盛り合わせで！」

			　その少女はなんの遠慮もなく料理を追加注文する。

			「ユウリ先輩は、いつも唐突に現れるな」

			「いやぁ、実はけっこう前から隣にいたんだけどね。青春やってるから入りづらくて。いいよね、こういう青い感じの。おねーさん、ぎゅーってなっちゃったよ」

			　両手で頬を挟んでいやいやと首を振る。

			「……でっ、なんのためにここへ来た？」

			「一つはソージがどれだけ強くなったかを見に。なんか余裕こいてるっぽいし、弱いままだと必要に応じてテコ入れしようかと思ったけど、やることはやってるみたいで安心したよ」

			「余計なお世話だ。もう一つは？」

			「残されたわずかな余生を楽しみ尽くすため。とりあえずは美味しいって評判の酒場を全部回っているところ」

			　余生を楽しみ尽くす？

			　それではまるで……。

			「もうすぐ死ぬと言っているように聞こえるが？」

			「まあね。ただ、死ぬって言っちゃっていいのかは疑問かな」

			「わけがわからない」

			「んー。ソージってさ。ゲームでこの世界の未来を何周もしてるよね」

			「そこまで知っていたのか」

			「まーね」

			　それを知っているのは、俺をこの世界に呼んだ女神、シリル、秘密を明かしたクーナとアンネの四人だけだ。

			「でっ、話を戻すとね。その一周一周で君はちゃんと生きて死んだよね。だけど、ゲームをプレイしていた君は生きてる。なら、その周にいた君の死って死って言える？　現に君は生きてるから死はおかしいよね……でも、その周の君だけを考えたらどう？」

			　複雑な言い方をしていているが言いたいことはわかる。

			　俺は一六八年分のプレイで、何度も死んで、また生まれ返った。

			　すべての記憶を持っている俺にとっては人生の一つにしか過ぎないが、かつてその世界で生きていた俺にとってはそれがすべてだった。

			「わからないな。どっちとも言えそうだ」

			「だねー、難しいよね。ましてや同時に存在しちゃったら余計に難しいよね？　今、この瞬間も君の記憶を持ってさ、別の世界を旅してる自分とか。それって本当に君かな？」

			「それはもう他人じゃないか。そいつは俺じゃなくて、もう別の誰かだ」

			「あはは、簡単に言ってくれるね。まあ、そういうこと。あたしは君がいうところの別の誰かだよ。〝私〟は何百年も生きてるんだ。君に会うまで〝あたし〟はその何百年も生きてる〝私〟と同じだと思ってたんだけど、最近自我が芽生えちゃってね。〝あたし〟は〝あたし〟で〝私〟じゃないって思うようになってアイデンティティクライシス！　で、壊れるまえにせっせと〝あたし〟の思い出を作ろうと奮闘中」

			　そこまで言われるとバカでもだいたいわかる。

			　ユウリ先輩がどういう存在か。

			「それでいいと思う。俺が知っているのはユウリ先輩だけだ」

			「ありがと。なんか救われた気がする。……うん、君のためなら死んでもいいかも。あれだ、どっかの箱の猫と一緒だ。あたしの存在を認めてくれたから、あたしの存在が確定した！。あーあ、すっきりした。悩んでたのが嘘みたい。よしっ！　お礼に今からあたしの部屋に来てセックスしていいよ！　じつは〝私〟はともかく〝あたし〟は初めてだからね！　一度はやっておきたい」

			「するか!!　浮気はしない」

			　そう言うとからからからと楽しそうにユウリ先輩は笑う。

			「そう？　残念。じゃあ、帰るね。今日の思い出作りは終了。あー、お酒も料理も美味しかった。うん、記憶にあるものと体験したものは違うね。とりあえず、今日の代金はツケといて。まあ、あれだ。できるだけ約束とか未練とかを作っときたいんだ。……あとね、女からの誘いを断ったお詫びにお願いを聞いてくれないかな？」

			　俺は警戒心が強い。普段ならそのお願いとやらを聞かないと返事をしない。しかし――

			「いいぞ。言ってみろ」

			　即答していた。自分でもなぜかはわからない。

			　そうしないと後悔する気がした。

			「〝私〟にあったら一発殴っといて。じゃあ、行くね」

			　ユウリ先輩は背中を向けて酒場を出ていく。

			　振り向かずに背中越しに手を振っていった。

			「今日のツケ、ちゃんと返せよ。金じゃ無粋だ。今度はユウリ先輩が奢(おご)ってくれ」

			「うん、任せて！　そうできるようにあがいてみるよ」

			　ユウリ先輩が消えていく。

			　さて、この酔いつぶれたバカは俺の部屋まで運ぶか。

			　俺も帰ろう。クーナとアンネが待つ部屋に。
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			『チート魔術で運命をねじ伏せる６』を読んでいただき、ありがとうございました。

			　著者の月夜 涙です。

			　

			　六巻では、なぜソージがこの世界に呼ばれたか、その謎に迫っていきます。

			　封印都市に戻ったことで、久しぶりの学生生活や【魔剣の尻尾】による探索、そしてあの人の活躍など、見所がたくさん。ぜひ、楽しんでください！

			　次の七巻では新キャラも出ますよ！　そちらもお楽しみに。

			　

			宣伝

			　

			　今月、十二月一日に角川スニーカー文庫さんから『回復術士のやり直し　～即死魔法とスキルコピーの超越ヒール～』という本の二巻を出版しました。

			　二度目の世界、最強の【回復(ヒール)】で全てを掴む！

			　という感じで、最強の回復術士が数年前に戻り、復讐をしつつ面白おかしく生きていく物語です。熱くはげしく、エッチでちょっぴりダークな仕上がりです。こちらも読んでもらえると嬉しいです！　こちらはコミカライズもされておりニコニコ静画さんなどでも読めますので、まずはそちらからというのもありかもしれません。

			　また、モンスターノベルス様（単行本）のほうで、来年の四月に新作「そのおっさん、異世界で二周目プレイを満喫中」を出版します。

			　ベテラン冒険者のおっさんが、ゲームの世界に転生していることを思い出し、ゲーム時代の知識で最強に上り詰める、笑いあり、冒険ありの物語。そちらもぜひ、読んでください！
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